

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「さあ……新しい仲間を迎えに行こうか！」

　一台の、大きな機械と椅子が置かれただけの殺風景な部屋に、アキトの機嫌の良さそうな声が響いた。

　高たか槻つきアキト。ヒナト人としては大柄で、ややいかつい顔をした、二〇歳前半の男。

　カードの操作技術で世界の覇権を争う〝カンパニーＶＳカンパニー〟、通称ＣＶＣに挑戦するため日々カード操作の腕を磨いている、今はまだ名も無きマスターの一人である。

　そんなアキトに、隣に立った、小柄で可か憐れんな少女が声をかけた。

「マスター……本当にわかってますよね？　これが、一回10万ＧＰも使うＥランクガチャだってこと。一回、10万ですよ、じゅ・う・ま・ん！　10万あったらどれほど物を買えるか……！　大事に回してくださいよ、大事に！　10万分じっくり気合いを込めて！」

「わかってるって、キャロ……そう何度も念押しするな」

　耳元で10万10万とがなりたてる少女にげんなりした顔を向けて、アキトが答えた。

　彼女の名前は、キャロル・オールドリッチ。細身の体に、銀色の美しい髪を後ろで編み込みおさげにした、どこか猫を思わせる少女。ふわりとした藍色のトップスに、妙に短くふりふりと揺れるスカートを穿はいており、そこからは黒タイツに包まれた美しい脚がスラリと伸びている。

　その整った顔立ちはまさに美少女と言ってよかったが、体の出っ張り具合は一五〇センチほどの背丈に見合ったストンとしたもので、その胸元もまた空気抵抗を一切感じさせない平へい坦たんなものとなっている。

　そんな彼女はまるで人のように見えるが、その正体は秘書カードと呼ばれるカードから飛び出した存在であった。

　秘書カードとは、女神がこの世に齎もたらした〝ガチャ〟と呼ばれる機械から排出される不思議な力を持つカードである。人はそのカードを手にして解放の呪文〝コール〟を唱えることでカードの中身を取り出し、自在に扱うことができるのだ。

　その用途は娯楽や生活用品、さらには戦闘と多岐にわたり、秘書カードという種類は一度コールされれば一年の有効期限が切れるまで主人を全力で補佐する秘書が飛び出してくるというカードである。

　そんな秘書カードの一枚である、愛称キャロことキャロルは、アキトが人生をかけた大勝負の末に引かれ、今では全力でその補佐をする身なのだ。

　──ただ、困ったことに彼女には一つだけ大きな問題があった。それが。

「いいや、わかってません！　最近大きく勝ったからって、財布の紐ひもを緩めちゃ駄目なんですよ！　お金というものは、たくさん集めたつもりでも一度蛇口を開けばあっという間に流れていってしまうものなんです！　お金は溜ため続けてこそ価値があるんですよ！　いいですか、10万ＧＰっていうのはですねぇ……！」

　とてつもない守しゆ銭せん奴どである、という点だ。とにかく金にがめつい。金を惜しむ。金を儲もうけるのが大好き、人が大損するところを見るのも大好き。そういう性格であるため、事あるごとにこうして暴走し金について語り始めてしまうのである。

「わかったわかった。だが、俺にこのガチャを勧めたのは君だろう、キャロ」

「うっ……。それはまあ、そうですけども……」

　アキトの反論に、キャロは思わず怯ひるむ。そう、アキトに一回10万もするこのガチャを勧めたのはこのキャロであった。

　少し前まで、アキトはナツメとメリッサという仲間たちとチームを組み楽しい時を過ごしていた。だが、そのチームは紆う余よ曲きよく折せつを経て解散となり、アキトはソロのマスターに戻ったばかりなのである。

　しかしそうなってからのアキトにはどことなく覇気がなく、ぼけっと時間を過ごすことが多くなっていた。そして、それを心配したキャロが空気を入れ替えるためにこうしてガチャを提案したわけなのだ。

　そしてここは、アキトが住むヒナト国のトヨマ市にある街の、その隣町。今はここを牛耳るＣＶＣ参加者のＥランクガチャを一時間10万ＧＰで借り受けているのだ。

「ガチャで新しいカードの仲間を手に入れて、彼らとともに再び活動を開始する。そのために今日は来たんだろ？　なら手に入るまで頑張って回さないとな。だろ？」

「そ、そうですけど……」

「心配するなって。ちゃんとランクＲの強力な仲間を引き当ててみせるさ。それどころか、ＳＲをいきなり引いちゃってＣＶＣに一足飛びにいけるかも知れないぞ。なにしろ、今、俺は最高にガチャ運が向いてるからな！」

「……はあ……」

　脳天気な事を言ってヘラヘラ笑うアキトに、キャロが白けた視線を向ける。ランクとはガチャから出るカードの等級のことであり、カードには最低ランクのＮからＲ、その上のＳＲにさらには最高ランクのＵＲというランクが設定されている。

　今アキトが狙っているのは、そのうちのランクＲとＳＲ。強力なランクＲが引ければ今後が楽になるし、万が一ＳＲを引ければその価値は１０００万レベル。それが手に入れば、アキトが望むカンパニーＶＳカンパニーへの挑戦も見えてくるわけなのである。

（いよいよ夢が近づいてきたんだ……。ここで良い引きをすれば、俺も夢の舞台に躍り出ることができる。大丈夫、俺は今ツイてる、なにしろキャロも引けたんだしな……！）

　アキトは、元々はこのガチャの引きが人生を決める世界において、自分のガチャ運のなさを嘆く男であった。

　なにしろ、引くカードがことごとくハズレで、労働ガチャにおいて役立つものを引いたことがなかったぐらいなのである。

　この世界は、元々神なき世界であった。人は鉄の武器を握りしめて殺し合い、ただ闇雲に覇権を競い合っていた。だが、ある日そこに女神を名乗る九柱の存在が訪れ、人々にガチャと呼ばれる機械とカードを与えた。そしてその日から、世界はその女神たちと彼女たちの作り出したものを中心に回り始めたのである。

　そんな世界で、アキトは１０００万以上の価値を持つ秘書カードのキャロを引き当てたのだ。そしてそんな成功体験が忘れられず、今でも自分にはガチャ運が向いていると信じ込んでいるのである。

「でもですね、やばそうだったら撤退を……」

「まあ見てろって。まずは引いてみせるさ、俺には前の試合の勝ちで得た１０００万がある。種銭は十分、結果はついてくる！」

　なおも食い下がるキャロにアキトが鼻息も荒く答える。少しばかり前にアキトは仲間たちとともに〝エクスプロード〟と名乗るチームと対戦して見事に勝利し、その賞金として１０００万ほどの金を手に入れていた。

　ＣＶＣに挑むための資金としたいところではあるが、これを使いガチャから強力なカードを手に入れられれば、更に対戦で勝利し資金を増やすことも可能になるだろう。

　だがなにより、カードマニアであるアキトにとっては新たなカードが手に入るということが嬉うれしくてたまらないのだ。今までたった一枚のカードで戦い続けてきたアキトにとって、これは初めて違うカードを手にするチャンスなのである。

「……わかりましたよ……。でも、お金を使いすぎるとこれからに影響します。本当に、駄目そうだったらすぐに撤退してくださいよ、マスター」

「ああ、任せろ！　よし……〝ホルダー・オン〟！」

　はあ、とため息をついて諦めきった表情のキャロがそう促し、アキトが自分の〝カードホルダー〟を合い言葉によって出現させた。

　アキトの前に浮遊する、本のような形をしたそれ、カードホルダーはその名の通りカードをしまうための装置であるが、他にも他者とのカードトレード機能や持ち主の身を守るＬＰライフポイント機能、そして自分の資金を預けておける機能がついている。

　それをガチャに連動させれば、わざわざ現金を持ってこなくともそこから資金を直接投入してガチャを引くことができるわけだ。

「連動設定完了、と……じゃあいくぞ、キャロ！　さあ来てくれ、俺の新しい仲間たち！」

「せめて、あんまり損しないカードを引いてくださいよ……！　最低でも９……いや、８万ぐらいはするやつをっ！」

　設定を終え、アキトがガチャのボタンに手を添える。その背中側から覗のぞき込こんで、キャロがハラハラした顔で言い、勢い込んだアキトの指がボタンを押し込んだ。

　そして、次の瞬間……チャラーン、と何の色気もない短い効果音が鳴り響き、ガチャの排出口から、そっけなくカードが飛び出した。

「…………」

「…………」

　二人して沈黙し、じっとそのカードを見つめる。出たカードの価値は、ガチャの演出や効果音でだいたい分かる。今はノー演出、かつ最低限の効果音のみであった。

　神妙な顔をしたアキトがそっとそのカードを手に取り、確認してみると。

　そのカードには、ランク：Ｎという表記とともに、スーパーなどでよく見かける醤しよう油ゆの画像が描かれていた。




　アイテムカード：【醤油】　ランクＮ

　コールすると醤油が飛び出す。特売品。




「……うわあああああああああああー!!」

　キャロが、膝から崩れ落ちた。

「10万がっ……私の10万が、１００ＧＰぐらいの醤しよう油ゆになったああああ！　うわああああああああん私の９万９９００ＧＰが吹っ飛んだああああ!!」

　そのまま、泣きながら叫ぶ。10万使ってこれである、とんでもないハズレと言わざるを得ない。

　キャロルのそんな様子を見ながら、渋面のアキトが言った。

「落ち着け、まだ一枚目だろ……。こういうこともあるさ。むしろ一枚目に大外れが出たおかげで悪い運気が出尽くしたかもしれん。まあ見ておけ、これからだ！」

　アキトが再び勢いよくボタンを押す。すると、またもや安っぽい効果が鳴り響き、カードが色気もなく飛び出してくる。

　二人してじっとそれを見つめた後、手にとって確認すると、そこにはランクＮという表記とともに【アイテムカード：お菓子の詰め合わせ】というカード名とたくさんのお菓子の画像が表示されていた。

　だいたい、30ＧＰとか40ＧＰだとかのやっすいお菓子の。

「…………」

「……そう睨にらむな、キャロ。これからだって、これから……」

　猫のように瞳を肥大化させて睨むキャロからそっと目を逸そらして、アキトが再びボタンに手を添える。

　こんなはずはないのだ。自分は今絶好調。高い秘書カードを手に入れ、試合も勝ちまくり、得難い友人とも出会えた。

　その自分が、こんな、かつてのようなゴミ引きを連発するわけがない。

（そうだ、そんなわけないっ……。来てくれ、新しい仲間よ！　俺は君を歓迎するぞ……！）

　気合を込めてボタンを押す。安い効果音と共に安いカードが飛び出してくる。

　三枚目。アイテムカード【冬用紫ジャージ】。

　四枚目。どんなカードに使えるのか不明のスキルカード【悶もん絶ぜつ脇臭固め落とし】。

　五枚目。望むバトルカードではあったが、残念ながらランクＮの【全身タイツ仮面タッツマン】。

　続いて【山のほうのややおいしい水１ダース】、【多機能ママチャリ　チャイルドシート付き】、【河原で光ってた石】その他諸もろ々もろ、諸々……。

「……うわああああああああああ!!」

　キャロが絶叫を上げる。そしてそのままアキトに飛びつくと、ぐいぐいと揺すり始めた。

「何やってんですかマスタアア！　なに、このひどい結果っ……！　どうしてくれるんですか私のお金えええ！　うっ……うおええええっ……！」

「おっ、おい、吐くなよ!?　お金を失った衝撃で気持ち悪くなるんじゃない！　おっ、落ち着けって、こういうこともあるだろ……！」

「ねえよ！　このＥランクガチャならランクＲがたくさん出るっていうから来たんですよおおおお！　２００万使ってこんなゴミしか出ないって、あんたどんな運してるんですかぁ!?　このクズ運！　クズ運！　もうやめましょう、撤退、撤退！」

　ぐいぐいとキャロが体を押し付けながら責め立てる。それを渾こん身しんの力を籠こめて押し戻しながらアキトが答えた。

「馬鹿野郎、こんなところでやめられるか……！　ここまで金を使って、新しい仲間もエられずおめおめ帰れるかよ！　もう少し、すぐそこまで来てくれてるはずなんだ！」

「それ、博ばく打ちで負ける人がよく言ってるやつじゃないですかああ！」

　アキトのその目は僅かに血走っている。これは博打をする人間が陥りがちな心境で、すでに投資した分を惜しみ、それに見合うだけの結果を手に入れるまでやめられないと思いこんでしまう状態だ。

　こうなると損得勘定ができなくなり、今から失う金よりも、もうすでに失った金額のほうが頭に残ってしまう。つまり破滅の第一歩である。

「カードなら、もうトレードで買えばいいじゃないですか！　高いカード買っていいです、特別に許します！　だからもうガチャはやめましょう、ねっ、ねっ！　後生ですから！」

　しがみついたキャロが必死で説得を繰り返す。流石さすがに困った顔をしたアキトが、どうにかそれを引ひっ剥ぺがしながら言った。
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「わかったわかった……。じゃあ、あと10回だけ回して駄目だったら諦める。それで、カードは人から買うことにしよう。それならいいだろ、キャロ？　なっ」

「……まあ、お金の持ち主であるマスターがそう言うなら……。ただ……マスター、忘れないでくださいよ。10回って、１００万ですよ？　前のマスターなら、それを稼ぐのにどれぐらいかかりました？　マスターの金銭感覚、狂ってきてません……？」

「うっ……」

　思わず言葉に詰まる。キャロの言うとおりだ。１００万は、今でもとても大きな金額である。そして、すでに２００万ほどをほんの僅かな時間で自分は失っているのだ。

　かつての自分ならば考えられないぐらいの大盤振る舞い。先の対戦で１０００万を手に入れたこと、そして新たなカードの獲得に目の色が変わってしまい、完全に感覚が狂ってしまっていたようだ。

（無根拠な自信で、つい突っ走ってしまった……。俺は元々ガチャ運なんてなかったのにな。どうかしてた……）

　反省がじわりと心のなかに広がってくる。10回、と言いはしたが、結果がついてこないのならばもっと早く切り上げたほうがいいかもしれない。結局、自分はガチャに頼るべきではないのかも。

　そんな事を考えつつ、アキトは何気なくガチャのボタンを押した。先程までのギラギラしたものとは違い、無心による引き。

　──そして、その瞬間。ガチャから、今までとは違う豪華なファンファーレが鳴り響き、ピカピカとその筐きよう体たいが輝きを放ち始めた。

「うおっ……!?」

「えっ、なになに!?　何事!?」

　アキトが驚きの声を上げ、後ろで死んだ目をしていたキャロがガバっと飛んできてガチャを覗のぞき込こむ。

　やがてファンファーレは収まり、輝きとともにガチャの排出口から一枚のカードが飛び出してきた。アキトはキャロと目を見合わせると、ゴクリとつばを飲み込んだ後、そっとそれを引き抜いた。

　そしてそのままゆっくり表面を確認する。

　すると、そこには。

「……これはっ……」

　──そこには、【惑星連合軍特殊部隊ハーミッツ所属　スピードスター】というカード名とランクＲという表記とともに、ＡＰ：５８００とＤＰ：３０００という高いステータスが表示されていた。
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　　　　１






「よし！　それじゃあいくぞ、キャロ！」

　女神が作りあげた仮想世界管理システム、〝デウス・エクス・マキナ〟。

　その内部に借りたプライベートエリアに、元気なアキトの声が響いた。

　プライベートエリアは、持ち主が好きな環境に設定することができる。現在は、四角くて広い、白い壁に覆われた部屋に設定されていた。

　その部屋の中でアキトに対たい峙じするのは、秘書カードであるキャロ。彼女とアキトは共にカードを手にしており、キャロが不敵な笑みと共に言い放った。

「いいでしょう、マスター！　最近は勝ち星を上げてお調子に乗っているようですが、実はこの私はカードの操作技術も一級品！　今から存分にわからせて、キャイーンって可愛かわいらしい子犬のような声を上げさせますから覚悟してください！　さあいくわよ、ロメオ！」

　そのキャロの前には、全身鎧よろいに身を包み剣と盾で武装した、ナイト風のカードが仏頂面で立っていた。彼のカード名は【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】、名はアルファロメオ。

　アキトの最初の相棒にして、最高のナイトを自称するカードである。




【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】　ランク：Ｒ

　ＡＰ：３８００　ＤＰ：４０００　唯一無二のナイト　男性




「……ふん。なんで俺が貧乳秘書子に使われてやらなければならん？　俺はアキトのナイトなんだが」

「だーっ、私だってあんたなんか使いたくないわよ！　でもマスターが新カードを練習したいって言うんだから、しょうがねーでしょうが！」

　不満げに鼻を鳴らしながらロメオが答え、それにキャロが噛かみ付つく。

　この二人は出会ったときからどうにも相性が悪く、事あるごとにこの様である。

　そんなロメオに、アキトが声をかけた。

「すまん、ロメオ……。でも、どうしても新しい仲間と、防御が堅い相手との戦闘訓練を積みたいんだ。頼れるのは君だけだ、お願いできないだろうか」

「……マスターがそういうのならば、やむを得ない。だが、手荒い歓迎になってもナイトは遠慮を知らないのだが？」

　渋々といった様子でそう答えながら、ロメオがアキトの前に立つ男を睨ねめつけた。

　背の高い、よく整えられた黒色の髪をしたその男は、ロメオの言葉に不敵な笑みを返した。

「やれやれ、怖いねえ。先輩、どうかお手柔らかに頼むぜ。後輩ってのは可愛かわいがるもんだぞ、うん？　そうだろ、アルファロメオさんよ」

　男の名は、ミシェット・ハッター。顔立ちは二〇代後半ぐらいに見える。

　どこかゆるい雰囲気を纏まとった、だが頼りがいのありそうな男。アキトがガチャより呼び込んだ新たなる仲間、【惑星連合軍特殊部隊ハーミッツ所属　スピードスター】である。




【惑星連合軍特殊部隊ハーミッツ所属　スピードスター】

　ＡＰ：５８００　ＤＰ：３０００　サイボーグ　男性




　ミシェットの顎あごから下は銀色の装甲に覆われて……否、銀色の機械で出来ていた。

　ミシェットは〝スターゲイザー・クロニクル〟という、宇宙を舞台とした世界観を持つシリーズのカードであり、その肉体は驚異的な科学の力によって機械に置き換えられている。

　以前、アキトの仲間が使用していたカード【アンドロイド・ウォリアー部隊02　エイブラハム】と同じシリーズであるが、エイブラハムが完全なる機械だったのに対し、このミシェットは体こそ機械だがその頭脳は人間のものらしい。

　つまり、いわゆるサイボーグという分類に当てはまる。

「……俺は、半端なやつは仲間と認めない。サイボーグだかなんだか知らんが、後輩を名乗るのは時期尚早」

「ははっ、そうかい。まあたしかにな。俺たちゃ戦ってなんぼのバトルカードだ、腕を見せなきゃ始まらんか」

　ロメオが表情を変えず言い、ミシェットが苦笑を返す。ロメオの気難しさを理解したのだろうが、それを受け入れる度量をミシェットは持っているようであった。

「そうそう、話は後でいいだろう！　とりあえず、一戦やろう、みんな！　一戦！」

　そこでアキトが辛抱たまらないといった様子で声を上げる。

　ミシェットを手に入れてから数時間。アキトは帰り道の途中も早く使いたくてたまらないといった様子でずっとカードを凝視していたのである。

「まるで、我慢の出来ない子供ですね……。はいはい、じゃあ始めましょうか。いくわよ、ロメオ！　ちゃーんと言うこと聞きなさいよね！」

　言いつつ、キャロがロメオを前進させた。

　本来、カードである彼女に同じカードを操作することは出来ない。だが、このプライベートエリアなら話は別だ。ここでだけならば、秘書カードはマスターの練習をサポートする目的で操作が可能になるのである。

　今まではバトルカードがロメオだけだったので不可能だったが、枚数が増えた今なら二人で模擬戦ができる。カードの操作技術はその秘書カードによってまちまちではあるが、キャロはこれに結構な自信を持っていた。

（正直、マスターの操作を見て歯は痒がゆい思いもしたからね。新しいカードではしゃいでるところ悪いけど、今までの鬱憤ばらしの意味も込めて、ぼこぼこにしちゃうんだからっ）

　ニヤニヤ笑いながら底意地の悪いことを考える。

　そう、このマスターにはいろいろとストレスを溜ためさせられた。たまーに、そうたまーにこういう機会で鬱憤を晴らしても誰も責められまい……！

　そんなキャロの気持ちを知ってか知らずか、笑顔のアキトがミシェットに声をかけた。

「ミシェット、って呼んでいいよね？　君の力……見せてもらうよ」

「おお、いいとも、マスター！　見たければかぶりつきで存分に見たまえ。出し惜しみはしないさ、全力でいこう。だがまあ、もっとも……」

　ミシェットがすうっと前傾姿勢を取り、ニヤリと微笑ほほえんで続けた。

「──あんたに、俺のフルスロットルが引き出せるなら、だけどな」

　そして、その瞬間。ミシェットの姿が、かき消えた。

「うえっ!?　嘘うそっ、どこどこ!?」

　驚いたキャロが、周囲をキョロキョロと見回しながら間の抜けた声を上げる。

　たしかに目の前にいたミシェットの姿を見失ってしまった。ありえないことだ。探しても、どこにもその姿が見当たらない……いや、違う。

　音だ。高速で何かが走り回るような音がわずかに響いている。

　その音が聞こえる方向は……右！

「そこか！」

　それに気付いたロメオが、そちらに向けて盾を構える。

　その瞬間、甲高い音が響き渡り、盾に何か大きなものが突き立った。

「ぬうっ……！」

　凄すさまじい衝撃。しっかりと防いだはずのロメオの体が、勢いに押され後ずさる。

　地面を削りながらもどうにか踏みとどまると、驚くべきことに、盾に突き立ったものの正体はミシェットの蹴りであった。瞬間的に加速し、右方向から弧を描いて駆け抜けてきたミシェットが、超高速の飛び蹴りを放ってきていたのである。

「ほう、防いだか。やるねえ、硬そうな見た目は虚こ仮け威おどしではないか」

　飛び蹴りを防がれたミシェットが、着地しながら笑みを浮かべる。

　挨拶代わりの一撃だったが、ここまで綺き麗れいに防がれるとは。

「嘘うそでしょ、なにこいつ、速すぎるっ……！」

　そこでキャロが、思わず驚嘆の声を上げる。あまりにも急激な加速。初速が速すぎて、見失ってしまうほどのカードなどランクＲにそうはいない。

　そうしてキャロとロメオのコンビが驚いているうちに、ミシェットが再び飛び上がり、ロメオの上空から左右の足で踏みつけるような連続蹴りを放った。

「そらそらそらそらっ！　盾ってのは横方向は防ぎやすくとも、上はそうはいくまい。どうだ蹴りの絨じゆう毯たん爆撃の味は、ロメオさんよ！」

「ぐっ、このっ……！　舐なめるな！」

　ミシェットの蹴りがロメオの盾や肩に降り注ぐ。どうにか踏みとどまりながら、ロメオは剣をミシェット目掛けて勢いよく振るった。

「おっと、怖い怖い！」

　だが空中で身を捻ひねってそれをあっさりと躱かわすと、すたりとミシェットが着地する。

　体勢を立て直したロメオが駆け出して連続で剣を振るうが、ミシェットは下がりながらひらりひらりとそれらを全て躱していく。

「ふっ、悪くない剣技だが、速度が足りん。それじゃ星を一周しても俺は捕まえられんぞ」

「なにをっ……ぐっ！」

　ロメオが何か言い返そうとした瞬間、ミシェットが影のようにするりと間合いに飛び込んできて、槍やりのように鋭い突きを放った。

　ＡＰ５８００の一撃である。それを腹に喰くらい、さすがのロメオも苦痛の声を上げる。

「ほお、なかなかやるな、新しいマスターさんは。ぶっつけ本番だというのに、悪くない。体が軽く感じる……これは、相性のいい相手に引き当ててもらえたかもな」

　呟つぶやきつつ、ミシェットがさらに連続で突きを放ち、ロメオが必死にそれを防ぐ。

　防戦一方の状況に、キャロが焦あせった声を上げた。

「しっかりしなさいよ、ロメオ！　格上とはいえ、新顔にあっさり負けるなんて許されないって！　情けないわよ、ほら、追い払って！」

「はっきり言って、お前の操作が悪いせいなんだが!?」

　文句を言い合いながらも、ロメオが迎撃体勢を取る。流石さすがに目が慣れてきて、どうにかミシェットの姿を捉えられるようにはなってきた。だが、盾を構えながら剣を振り回しても、ミシェットは左右に体を振ってあっさりと躱してしまう。

　そして、ロメオが大きく振った横よこ薙なぎの一撃が低い姿勢で躱され、次の瞬間、ロメオの顎あごの下に、ミシェットの蹴りがピタリと添えられた。

「……一本、ってところか。どうだ、兄弟。これで仲間として認めてもらえるかな？」

「……ふん……」

　余裕を含んだミシェットの言葉に、ロメオが悔しそうな声を返した。

　そしてそのまま剣と盾をさげて、苦々しげな声で答える。

「使い手が逆だったら勝ったのは俺だった。それは忘れるな」

「もちろんだ、兄弟。あんたが先輩、俺が後輩。敬意は持つさ。よろしくな」

「……これのどこが、敬意ある態度なのか疑問なんだが？」

　ロメオの肩に肘を乗せながら人懐っこい笑顔で言うミシェットに、ロメオが横目で睨にらみつけながらツッコミを入れる。

　だが、どうやらロメオもこのミシェットを認めはしたようだ。

「……凄すごいぞ。これが……これが、ランクＲ上位に属するカードの性能かっ……」

　そんな二枚を見ながら、アキトが興奮冷めやらぬといった様子で呟つぶやく。

　アキトが手にしたこのミシェットは、優秀なランクＲとして有名な一枚だったのである。

　６０００に届かんばかりのＡＰに、機械じかけの体から繰り出される鋭い体術、そして何よりその速度。ランクＲ最高峰と言われるその速度は、上のランクであるＳＲにすら引けを取らぬとまで言われるほどだ。

「そんな凄いカードを自分で引けるなんて、俺はなんてツイてるんだっ！　うおおおっ……！　やはり、俺にはガチャ運が向いてるっ！」

　興奮した様子でアキトが吠ほえる。それを白けた様子で見ながら、キャロが言った。

「まあ、たしかにミシェットを引けたのは良かったですね……。売れば、ガチャに使ったお金よりも高値が付きそうなカードですし」

　高性能なミシェットの取り引き価格は、４００万は下らない。

　アキトはガチャを30回、つまり３００万分を回したが、ミシェットを他人に売ればその穴埋めができるどころか儲もうけすら出せてしまう。

　つまり、ガチャは成功と言っていい。だが。

「言っておくけど、俺はミシェットを売ったりはしないぞ、キャロ！　ミシェットは俺のカードなんだ、絶対に売らん！　ぜっっっったいに！」

　鼻息も荒くアキトが宣言し、キャロが呆あきれ顔がおを浮かべた。

「はいはい、わかってますって……。そう言うと思ってました。けどそうなると、ミシェットを使って試合をして儲けなきゃいけないことはわかってますよね？　４００万以上の儲けを出すには、かなり勝たないと駄目ですよ、そのあたりも考えてくださいね」

「もちろんだ。大船に乗ったつもりでいてくれ。俺は勝つぞ、これからも沢山な。……そう、新しい仲間たちと共にね」

　言いつつ、アキトが横に視線を向ける。そこには、更に三つの姿があった。

　そこに立っているのは、学生服のようなものを着た少年と、ゴスロリ風の衣装を纏まとった少女、そしてひときわ背の低い少女。

　彼ら三人……いや、三枚のうち、学生服姿の少年にアキトが声をかけた。

「さあ、次は君の番だよ。君の実力を俺に見せてくれ……ヨシヒコ」

「……僕の番ですか。やれやれ、困りましたねえ……」

　言われるままに学生服の少年が進み出た。

　装飾のついた変わった学生服に身を包み、腰に剣の鞘さやを下げ、短くちょっと気取った髪型をした少年。その顔立ちは悪くないのだが、異常なまでに細い目がやや全体のバランスを失わせてしまっている。

　彼のカード名は、【リビドー戦士　ヨシヒコ】。

　ミシェットの後にガチャから出てきた、ランクＲのバトルカードである。




【リビドー戦士　ヨシヒコ】

　ＡＰ：３２００　ＤＰ：２０００　学闘　男性




「僕、戦うの苦手なんですけど。どうしてもやらなきゃ駄目ですか？」

「バトルカードが戦うの苦手ってどういうこと……？　いいからさっさと動きなさい」

　とぼけたことを言うヨシヒコに、ジト目のキャロがツッコミを入れる。

　戦うのが役目のバトルカードが何を言うのか。

「無理はさせないから大丈夫だよ。一緒に頑張ろう、ヨシヒコ……いや、君には君ってつけたほうがいいかな。よろしく、ヨシヒコ君」

「はあ。正直、男にどう呼ばれようと、どうでもいいのでお好きなように。……ところで、一つよろしいですかマスター。どうせ戦わさせられるのなら、僕はあちらの秘書カードさんに使ってもらいたいのですが」

「えっ、私？」

　勢い込むアキトにヨシヒコが飄ひよう々ひようとした態度で言い、キャロが驚いた声を出す。

　するとヨシヒコはキャロの方を向きニコニコ笑顔で続けた。

「ええ、そのほうが僕もやる気も出ますし。どうせ繋つながるなら女性とのほうがいいです。……ところで、お名前はキャロルさんでしたっけ。キャロルちゃん、って呼んでもよろしいですか？」

「……別にいいけど……。じゃあマスター、しょうがないのでヨシヒコは私が使いますね」

「まあ、本人がそう望むならしょうがないな……」

　ヨシヒコを自分で使ってみたかったアキトは残念そうな顔をしたが、それが本人の願いならやむなしと気持ちを切り替える。

　そして、残り二つの人影のうち、ゴスロリ風の服を着た少女に目を向けた。

「じゃあ、俺は彼女と一緒にやろう。……お願いできるかな、アンジェリカ」

　アキトがそう声をかけると、目を逸そらしていた、アンジェリカと呼ばれた少女は少し困ったように俯うつむいた。

　だが、やがてアキトの近くまで歩み寄ってきて、目を伏せたまま答える。

「はい、マスター……。よろしく、おねがいします……」

　アンジェリカ。【緋ひ眼がんの吸血少女】というカード名を持つ、バトルカードである。

　ゴスロリを思わせる上着に、ひらひらとした短いスカート、黒いロングブーツに、左目を赤い眼帯で隠した少女風の姿。

　気の弱そうな顔をしたショートヘアーの彼女は、アキトが自ら引いたものではなく、つい最近までチームを組んでいた友人〝ナツメ〟が譲ってくれたものであった。




【緋眼の吸血少女】

　ＡＰ：４５００　ＤＰ：３０００　吸血鬼　女性




「ああ、よろしく頼む。……じゃあヨシヒコくんはキャロが、アンジェリカは俺が操作でもう一回模擬戦だ、いいね」

　言いつつ、アンジェリカのカードを握りしめたアキトが構えを取る。

　アキトに操作されるまま、緊張した面持ちのアンジェリカがすっと姿勢を低くしてその両手を目の前に突き出すと、その爪が鋭く伸び、剣のような鋭さを持った。

　鈍く光る真紅の爪。これこそが、アンジェリカの武器なのである。鋭い爪による斬撃と軽やかな体術。それが吸血鬼であるアンジェリカの戦い方だ。

「さて。いいこと、ヨシヒコ。ちゃんと私の操作どおりに頑張ってよね……いくわよ！」

「もちろんですとも、キャロルちゃん。このヨシヒコにどうぞ全てお任せください、ふふふ」

　キャロが声をかけると、その側そばに立ったヨシヒコが怪しい笑いとともに鞘さやから剣を引き抜いた。

　しかし、そこには。

「……はあ!?　ちょっとあんた、なによそれ！　あんたの剣、刃がないじゃん！　どういうこと!?」

　キャロが驚きの声を上げる。そう、ヨシヒコの手に握られたそれは刃を持たず、柄と鍔つばの部分しか存在しなかったのだ。

「おいおい、ヨシヒコとやら、おまえさんそれでどうやって戦うつもりだ？　まさか鈍器として使おうってのか？　おい、どう思うロメオ」

「刃を忘れるとはナイト失格。鎧よろい磨きからやり直せ」

　少し離れたところに設置されたベンチに仲良く座ったミシェットとロメオが、観客気分でやいのやいの囃はやし立てるが、一方のヨシヒコは平然としている。

「やれやれ、皆さん気が早い。僕の能力はこれからですよ、これから。それ……伸びろ、励起剣」

　ヨシヒコがそう言うと、その手にした柄が突如として輝きだし、次の瞬間、本来刃があるべき部分に光が伸びてそのまま刃の形を形成してしまった。

　それを見つめていたアキトが驚きの声を上げる。

「ヨシヒコくんの所属するシリーズは、たしか〝学園繚りよう乱らん　スクールブレード〟……そうか、それが励起剣か！」

　シリーズとは、各カードがそれぞれ所属している世界のことを言う。

　ファンタジー風のシリーズに所属するカードならば剣や魔法で、ＳＦ風ならば光線銃などでカードたちは戦闘を繰り広げるのだ。

　そのうち、アキトが口にしたスクールブレードというシリーズは、学闘と呼ばれる超常の能力を持つ学生たちが相争うという設定を持っており、彼らは励起剣という、その能力に応じて変化する剣を武器として扱うのだ。

「まあ、そういうことです。では……いきますよ」

「っ……」

　輝く剣を構え、笑みを浮かべたままのヨシヒコがすっと姿勢を低くする。その様子を見ていたアンジェリカが、慌てて自身の爪を構え直した。

　両者の間に緊張が走り、やがて、「はあっ！」という気合いの声とともにヨシヒコが駆け出し、そして次の瞬間。

　……ヨシヒコは、豪快にその場ですっ転んだ。

「…………は？」

　キャロが呆ほうけた声を上げる。

　皆が見守る中、ヨシヒコはゴロゴロと地面を転げ回った。

「いっ、痛いっ！　ああっ、慣れない人の操作だからつい足がもつれて転んでしまったあ！　ああ、痛い痛い、足が折れたかもおお、これは戦うのは無理だなあああ──!!」

　バタバタと痛そうなふりをしながら、そんなことを喚わめき散らす。みんなの呆あつ気けにとられた視線が突き刺さってきてもお構いなしだ。

　やがて、それが戦いをボイコットしたくてやっていることだと気付いたキャロが、額に青筋を立ててがなりたてた。

「あんたねえ、ふざけてんじゃないわよ！　今わざと転んだでしょ!?　いくら戦うのが嫌だからって、そんなふざけたマネ許さないわよ！　さあ、とっとと……はっ!?」

　その瞬間、キャロの脳内に電流走る。

　ヨシヒコはただ地面を転げ回っているわけではない。そのまま自分の位置をちょっとずつ調整して、キャロの足元付近まで移動していたのだ。

　そして、そのままそっと顔を上げてキャロのほうを見上げようとする。そこにはキャロの下半身、そしてキャロが穿はいているのはミニスカート。

　そしていやらしく歪ゆがんだ顔、つまり、こいつの狙いはっ……。

「……てめええっ！　スカートの中、覗のぞこうとしてるんじゃないわよ！　金とるぞこらあああ！」

　赤い顔をしたキャロがスカートを抑えながら身を引いて叫ぶ。

　バレたと気づくと、ヨシヒコは指をぱちんと鳴らして悔しがった。

「ちっ、惜しい。もう少しでパンツが見えたのにっ……ぶっ!?」

「ドラァ!!」

　そんなヨシヒコの顔に、凄すさまじい勢いの蹴りがめり込んだ。キャロが放ったものである。

　殺意の籠こもった、マジもんの蹴りであった。

「この、変態カードがぁ！　死ね、死ね、死ね！　金よこせええ！」

「痛い痛い、痛いです！　ああっ、でも蹴りながらもしっかり手でガードしてスカートの中を見せないとは、やりますねキャロルちゃっ……げはっ！」

　そのまま連続でキャロの蹴りがヒットする。バトルカードも顔負けの連撃である。

　それでもヨシヒコは負けじとにじり寄ろうとするが、最後にいい一撃が喉元に突き刺さり、ついにのけぞって倒れた。

「い、いい蹴りもってんじゃないですか……。本当に秘書カードですか……？　僕の代わりにあなたが試合に出たほうが勝てるんじゃないですかね……」

「マスター！　こいつ、変態！　変態カードです！　とんでもないカードを引いちゃいました！　今すぐ売り……いえ破り捨てましょう！　こんな奴を使うべきじゃないです！　私が許しますから今回ばかりはそうしましょう、ねっ、ねっ！」

「まあまあ……」

　吠ほえるキャロをアキトがなだめる。なるほど、どうやらヨシヒコは相当に癖の強いカードのようだ。

　しかし、まさかバトルカードが戦うことすらしようとしないとは。いろんなカードがいるもんだなあ、とアキトが感心していると、そこで、ちらちらと自分の方を見ているアンジェリカの視線に気づいた。

「……はは、面白いカードだね、ヨシヒコくんは。まあこれからは仲間なんだし、仲良くしてあげてくれよな、アンジェリカ」

　気を使って、できるだけの笑顔を作りフランクに話しかける。

　だがしかし、アンジェリカは顔を赤らめて、さっと顔を逸そらしてしまった。

「っ……」

　そのまま両の手でスカートをぎゅっと握り、アキトのほうを向こうともしない。

　精一杯の笑顔を顔に張り付かせたまま、アキトは固まった。

（……彼女は彼女で、距離感がまだ掴つかめないな。ナツメの手札だったころから、引っ込み思案なのは感じてはいたけども……）

　ナツメも言っていたが、どうにもコミュニケーションを取るのが難しいカードのようだ。

　少しずつ理解し合っていく必要があるだろう。

（それに……問題はもう一つ）

　そこで、視線を部屋の隅に向ける。そこには、新顔のカードたち、その最後の一枚である小柄な少女が困った顔でキョロキョロと視線を泳がせていた。

　焼けた肌に、幼く見える体型。ベリーショートの髪に、やや露出の多い黒いセーラー服。そして頭には白くて小さな軍帽が乗っている。

　顔立ちも幼いが、それはまるで愛玩動物のようにとても愛らしく、だが困ったような表情のせいかどこか頼りなげな印象をうける。

　ミシェットやヨシヒコと同様にアキトがガチャで引いたカードの、その最後の一枚。

〝少女終末戦記アームズガール・デトネーション〟と呼ばれるシリーズの【海軍少女37号　ファム】というカードだ。




【海軍少女37号　ファム】

　ＡＰ：５０００　ＤＰ：２０００　　アームズガール（海）　女性




「……いやあ、みんな個性的だよね。ところで大丈夫、ファム？　君とはまだあまり話せてないけど。なにか困ったことでもあったら遠慮なく……」

　今度こそはとアキトが言いながらファムに近づく。すると、それに気付いたファムがアキトを見上げ、ひっ、と小さく悲鳴を上げて後ずさった。

「えっ」

　驚いたアキトが思わず声を上げる。ファムは壁際で小さくなり、目に涙を湛たたえながらアキトを見上げてブルブルと震えていた。

「ごっ、ごめんなさい……。その、ファム、あ、あんまり、お役に立てないです……。ファム、よ、弱いからっ……。ご、ごめんなさい、ごめんなさいっ……」

「待て待て、そんな話はしてないぞ。別に困らせようとしてるわけじゃなくてだな……」

「あー！　マスター、ファムちゃんをいじめてる！」

　困った調子でアキトが言う。すると、それに気付いたキャロが声を上げ飛んできた。

「いじめるだと……違う、俺はそんなことしてないぞ！　俺はただ、少し話そうとっ……」

「うすらでかいマスターが寄ってくだけで、ちっちゃいファムちゃんには脅威なんですよ！　ああよしよし、デカい奴が怖かったねー、大丈夫だからねファムちゃん！」

　言いつつキャロがファムを抱きしめ、よしよしと頭を撫なでる。ファムはキャロに対しては怯おびえた様子を見せず、おとなしく抱きしめられていた。

「……俺のカードなのに……」

　その二人を憮ぶ然ぜんとした表情で見つめながら、アキトが愚痴をこぼす。意外だがキャロは子供好きだったらしく、コールしてからファムを小さくて可愛かわいい可愛いと随分と可愛がっているのである。まあもっとも、キャロもキャロでかなりの小柄であるため、二人の背丈はそれほど違わないのだが。

　アキトたちがそんなことをやっていると、キャロの暴行から開放されたヨシヒコがずりずりと這はいずってきてファムたちを見上げながら言った。

「いやあ、随分と気の弱いカードですねぇ。僕が言うのもなんですが、戦えるんですか、彼女」

　キャロの胸に顔をうずめていたファムが、その声に驚いて目線を向けた。

　そこには地面を這いずる、ぼこぼこにされて顔面が膨れ上がった糸目の男。

「ひっ……」

　またファムの口から悲鳴が溢あふれる。

　その、ファムにとってはかなり衝撃的な外見と、先程のキャロルに対する変態行為。一瞬にして、ファムにとってヨシヒコは恐怖の対象と化していた。

　だが、今度はアキトにしたような逃げる方向にはいかなかった。そのあまりにも衝撃的な出来事に、ファムの精神は戦うことを選んだのである。

「いやああああ！」

　叫びながら、ファムが右手をヨシヒコの方に差し向けた。するとその手の周囲がキラキラと輝き出し、次の瞬間、その手に大砲のようなデザインの銃が出現する。

　銃口を二つ持つ奇妙な銃。ファムはそのまま、容易たやすくそれの引き金を絞った。

「えっ、ちょっ……うおおおおお!?」

　中腰になっていたヨシヒコが驚きよう愕がくの声を上げ、必死で顔を反らす。

　するとその顔の直すぐ側そばをファムの銃から放たれた弾丸が飛んでいき、そのまま反対側の壁にぶち当たって爆音とともに弾はじけ飛とんだ。

「……えええええ……」

　もくもくと煙を上げる壁を振り返り、ヨシヒコが間の抜けた声を上げる。ファムが所属する〝アームズガール・デトネーション〟は、女性の形をした兵器が戦うというストーリーだ。ファムもまた、そういった兵器のひとつなのである。

　アームズガールたちは空間に自身の武装を生み出す力を持っており、それぞれ陸海空軍に所属が分かれている。

　ファムはそのうちの海軍に属する兵器。その特徴は、装甲は薄いものの高火力の砲門を持つという点にある。小さく見えても、ＡＰ５０００という非常に高い火力を有しているのはそのためだ。

「おお、これがアームズガールの武装化か……！　凄すごいな、一瞬で武器が出てきたぞ。とても興味深い……」

「いや、マスター！　感心してないで止めてくださいよ！　可愛かわいいカードの僕が痛い思いをしてもいいんですかっ……うおお!!」

　のんびりとした口調で言うアキトに、焦あせった顔のヨシヒコが叫ぶ。

　そしてその瞬間発射されたファムの次弾を、大きく飛び上がって避よける。それを見上げながら、アキトがなおものんびりした口調で続けた。

「なんだ、操作なしでもそんなに軽快に動けるんじゃないかヨシヒコくん。戦うのは苦手とか言ってたくせに、君、凄い身体能力じゃないか。まったく、もう練習をサボったりはさせないぞ。俺は君が気に入ったよ、徹底的に一緒に練習してもらうからそのつもりで」

「いや、だからそんなこと言ってる場合じゃないって……！　ファムちゃん、僕は小さい子には興味ないから！　君は守備範囲外だからなんにもしないって、だからもうやめっ……うおおおお！」

「ごめんなさい、死んでください！　ごめんなさい！」

　逃げ回るヨシヒコを、弾丸を乱射するファムが追いかけ回す。外れた一撃があちこちにぶつかり、爆発音が部屋中に響き渡った。

「いいぞ、殺せ殺せ！　私が許す、やっちゃえファムちゃん！　変態カードを焼き払え！」

「いや、焚たき付けないでくださいよキャロルちゃん！　いや、ホントやめて、嫌ああ！」

　目を爛らん々らんと輝かせたキャロがファムに声援を送り、より激しさを増した攻撃をヨシヒコが紙一重で躱かわし続ける。必死のヨシヒコは気付いていないが、ここは練習エリアなので食らっても割れてしまう心配はない。……多少は痛いが。

　それをアンジェリカは呆ぼう然ぜんと見ていたが、その時、突如としてその隣にミシェットが現れ、アンジェリカの腰に手を回した。

「えっ……！」

「やあ、お嬢さん。随分とうるさくなってきたね。いやはや、騒がしい奴らだ本当に」

　そのまま驚いているアンジェリカをぐっと抱き寄せると、ミシェットはキメ顔で言った。

「ところでどうかな、お嬢さん。俺たちカードの出会いは一期一会、今を逃せばまたいつ出会えるかわからない。また、出会えても記憶はお互いあるまい。それゆえ、愛は迅速に深めねばならない。ここで出会えたのもなにかの縁だ、俺と君ではちょいと設定的な年齢が離れている気もするが、どうだろう、一時の愛に溺れてみるというのも……」

「っ……ごめんなさい！」

　状況がよく飲み込めず固まっていたアンジェリカが、そこで青い顔をしてミシェットの手を振り払った。そのまま駆けていき、さっとアキトの背中側に隠れてしまう。

　驚いたアキトが視線を向けると、アンジェリカはアキトの上着の裾をそっと握って、怯おびえきった表情で俯うつむいていた。

「……おいおい、そこまで嫌がらなくてもいいだろう……。つーか、マスターの陰に隠れちゃうのね」

　思いっきりフラれた形のミシェットが、アンジェリカを抱きとめた時の態勢のまま固まって言う。

　どうやらこちらはこちらで、ヨシヒコとは違う方向で女好きのようだ。

「こう見えても、俺、女にはモテる伊だ達て男おとこのつもりなんだがなあ。なあ、どう思うロメオ」

「知らん。というか、お前らは本当に騒々しすぎる。うるさいのは貧乳秘書だけで十分、俺の平穏を返して欲しいんだが？」

　問いかけるミシェットに、仏頂面で腕を組んだロメオが答える。

　それを聞き、アキトは確かに随分と騒がしくなったものだと思い周囲を見回した。

　逃げ回るヨシヒコと、追うファム。身振り手振りで自分のいい男ぶりを説明するミシェットと、それをつまらなさそうに聞いているロメオ。アンジェリカはなおもアキトの背中から彼らを覗のぞき見ており、輪に入ろうとしない。

　そこでキャロが、自分の帽子に手を当てふうとため息をついた。

「いやあ、なんていうか。変な……もとい、実に個性的な仲間が集まりましたね……」

　精一杯オブラートに包んだ表現でそう言うキャロに、アキトはニッコリと微笑ほほえんだ。

「ああ、素敵な仲間が集まったな……俺は、実にツイてる。彼らとなら、もっと上を目指せそうだ。見ていろキャロ、俺は彼らを最高に輝かせてみせるぞ」

　そして堂々とそう宣言してみせる。そんなアキトを白けた顔で見つめながら、キャロは思った。

　なるほど……こいつはどうやら、〝類は友を呼ぶ〟というやつらしい。変人のマスターには、変人のカードが集まってくるものなのだ、と。
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「さあ、そういうわけで改めて自己紹介といこう。俺が、君たちのマスターをやらせてもらう高たか槻つきアキトだ。アキトと呼んでくれ。よろしく頼む、皆」

　プライベートエリアを出て自分の事務所に戻り、ソファに腰掛けたアキトがそう仲間たちに挨拶をした。

　本来は先に挨拶ぐらい済ませておくものだが、新しいカードを早く使いたくてたまらなかったアキトは、それをすっとばして練習を開始してしまっていたのだ。

「私はキャロル・オールドリッチ。マスターの秘書カードよ。お金関係は大体私が管理してるから、そういうあれこれは私に言って頂戴。じゃ、皆も順番に紹介よろしく」

　アキトの隣に腰掛けたキャロが続いて自己紹介をし、周りにもそれを求めた。

　周囲には先ほどと同じ五枚のカードたち。アキトたちの正面のソファにはアンジェリカとファムが座っており、二人して困った顔をする。

「え、えと……あ、アン、ジェリカ……です……。きゅっ、吸血鬼、です……。爪で、戦い、ます……。よ……よろし、く……」

　アンジェリカはどもりつつもどうにか挨拶をしたが、後になるほど声は小さくなり、最後にはほとんど消えてしまった。

「ああ、改めましてよろしくアンジェリカ。……彼女は一週間ほど前に俺のところに来てくれたから皆より少し先輩だけど、どうかよろしく」

　アキトがそう補足し微笑ほほえみかけると、アンジェリカはまたばっと顔を伏せてしまった。彼女は本当に恥ずかしがり屋だな、などとアキトが思っていると、アンジェリカたちの後ろに立っていたミシェットが壁にもたれかかったまま続いた。

「俺の名は、ミシェット。ミシェット・ハッターだ。見てのとおり体は機械だが、おつむとハートは熱い人間のもの……いや、人間じゃなくてカードだけどな。まあ、よろしく頼む。……ああ、あと、ミシェットと呼びにくければ兄貴って呼んでくれてもいいぞ。俺は頼りがいのある男だ、いつでも頼ってくれ」

「自分で言いますかね、それ……。まあ、ほんとに頼りになりそうですし、年上っぽいんで兄貴呼びはやぶさかではないですけども」

　平然と自画自賛をするミシェットに、その横に立っていたヨシヒコがツッコミを入れる。

「ついでに補足すると、ミシェットはかなり高額のカードよ。性能は折り紙付き、これからうちの稼ぎ頭ってことになると思う。皆、そのつもりでよろしくね」

「はっはっは、マスターの皆さんは俺の実力を認めて、たかーく取り引きしてくださってるってわけか。ぞっとしないがね、まあ必要とされるってのは悪くない」

　キャロのいれた補足に、ミシェットが笑って返す。

　特に喜んだ様子でもないが、嫌というわけでもなさそうだ。どこか飄ひよう々ひようとしていて、達観したところのあるカードのようであった。

「ミシェットは、〝スターゲイザークロニクル〟の特殊部隊に所属しているっていう設定なんだろう？　それって、どんな特殊部隊なんだ？」

　そんなミシェットに、アキトが目をキラキラさせながら問いかける。

　ミシェットのカード名は、【惑星連合軍特殊部隊ハーミッツ所属　スピードスター】。特殊部隊ハーミッツとやらに所属している設定のようで、スピードスターというのはおそらくミシェットのコードネームだろう。

　ではハーミッツとはどういった活動を行っている部隊なのか。

　その質問に、にやりとほくそ笑んだミシェットが腕を組みながら答えた。

「知らん」

「知らねえのかよ！」

　堂々と言ってのけるミシェットに、キャロが立ち上がってツッコミを入れた。

「ほお、良いツッコミだ、キャロル。鋭く、速く、タイミングもいい！　やるなあ、正直ロリ系は好みじゃないんだが、どうだい俺と夜明けの漫才とでも……」

「はいはい、悪いけど私、金を持ってない男には興味ないから。だからカードは全部ノーセンキューよ」

　挨拶がてらに口説き始めるミシェットに、着席したキャロが冷淡に答える。その隣のアキトが、がっかりした視線をミシェットに向けながらまた聞いた。

「……本当に知らないのか？　全然？」

「ああ、残念ながら。そもそも、自分の体が何で出来てるのかもよくわからん。女神め、設定を作りはするくせに俺たちに知識は与えてくれんのだよな。だからその特殊部隊とやらがなにをしていたか以前に、どういうやつが仲間だったのかすら知らん。業ごう腹はらだが」

「……やっぱりそうか。今まで出会ったカードたちも、自分がどういう存在なのかはいまいち把握してなかった。覚えてるのは、戦い方だけ……バトルカードにそれ以上は必要ない、ってことか……？」

　だがそのわりには、バックストーリーなどという機能をつけて色々とこちらに知識を与えてくる。女神のやることは謎が多い。

　などと考えていると、そこでキャロの正面あたりに立っていたヨシヒコが紹介を続ける。

「自己紹介、続けさせて頂いてもよろしいですか？　僕は砂じや然ねん善よし彦ひこ。カード名にも書いてあることですし、気軽にヨシヒコとお呼びください。学闘という、特殊能力を使って戦う学生タイプのカードです。ただ、しつこいですが戦うのは苦手なんで期待しないでくださいね」

「ああ、よろしく、ヨシヒコくん。……やたらと戦うのは苦手苦手と言うけれど、どうしてそう思うんだい？」

「なんでも何も……。ステータスを見ればわかるでしょう。ランクＲの平均をかなり下回ってますし、身体能力もそれほど高くありませんので。それに、僕は戦うのが嫌いなんですよ。つまんないですし」

　アキトが聞くと、ヨシヒコがニコニコ笑顔のまま答えた。

「戦うのが嫌い、ねえ。バトルカードらしくないやつだ。湧き上がる闘争心とかはないのか、ヨシヒコとやら」

「全然ありませんね。なんで戦い続ける宿命のバトルカードになんか作られちゃったんだろうと、不思議でしょうがないですよ。まあもっとも……」

　そのまま、キャロのほうに視線を向けながらヨシヒコが続けた。

「別の何かは、もうムラムラと湧き上がってきますけども、ええ。とめどなく」

「……？」

　一瞬、何を言っているのか理解できなかったキャロの頭に疑問符がつくが、そこではっと気付いた。糸目なためわかりにくいが、ヨシヒコの視線はキャロの太もものあたりにそそがれている。そして……。

「……正面に立ってるのはそのためか！　また覗のぞこうとしてんじゃないわよ、変態！」

「げふっ」

　赤い顔をしたキャロが、テーブルの上にあったティッシュの箱を掴つかんで投げつける。それは見事にヨシヒコの顔に命中し、間抜けな声が漏れた。

　ヨシヒコは今度はソファに座っているキャロのパンチラを狙っていたのだ。

「……ヨシヒコくん、君ってやつは、ブレないなあ……。まあいい、それで……君も、自己紹介、できるかな？」

「あうっ……」

　アキトが呆あきれた声で言った後、最後の新カードであるファムに声をかけた。ファムは怯おびえた顔で周囲をキョロキョロした後、蚊の鳴くような声でおずおずと語り始める。

「あっ……。え、えっと……。ふぁ、ファム、です……。あ、アームズガールっていう種類で、その……。空間、から、武器を出せますけど……本当は、海が、得意です。だから、その……あんまり、お役に、たてない……かも……」

「海適応のカードか。今、Ｒカードは地上での戦闘ばかりのコロッセオで主に使われてるからな。力を活いかしにくい環境というわけか」

　横からミシェットが言葉を挟む。アームズガールは、陸海空軍それぞれに所属した少女型の兵器が所属するシリーズで、それぞれ適性のある地形が違う。ファムは海軍所属であるため、本来は海で使うのが望ましい。

「とはいえ、ＡＰ５０００はたいしたものじゃない？　そう卑下することもないと思うわよ、ファムちゃん」

「……はい……」

　キャロが緊張をほぐそうとそう声をかけるが、ファムは暗い顔をしたままだ。どうやらよほど自信がないらしい。その理由に、アキトは心当たりがあった。

（……アームズガールのランクＲは、可愛かわいらしい少女の外見をしている。それゆえ、戦闘より愛玩用として所持されてることが多いようだ。彼女もそういう扱いを受けてきたから、戦いに自信がないのかもな）

　カードは持ち主が変われば記憶を失うが、それでも自分が置かれてきた環境というものはぼんやりと理解しているのかも知れない。

　見てきた中で、単純に強いカードは自信に満みち溢あふれているし、逆に使い方が難しいカードはどこか頼りなげだ。彼女も、今までただ可愛かわいがるために使われていたとしたら、こういう自己評価になりやすいのかもしれない。

　もっとも、この臆病な性格はおそらく元からなのだろうが。

（……ファムちゃん……）

　自分の隣で俯うつむいているファムを覗のぞき見て、アンジェリカが困った顔をする。どうやら二人して内向的な性格のようだが、幼く見えるファムのそれは痛々しさすら感じた。

　このままじゃこの子は皆の輪に入っていけないかも知れない……。そう感じて、アンジェリカは自分でも意外に思う行動に出た。ファムの手を、そっと握ったのである。

「えっ……」

「だっ、大丈夫だよ、ファムちゃん……その……。み、みんな、良い人みたいだから……。私もいるから、ね？　よ、よろしく、ね？」

　驚いた顔で自分を見つめるファムに、ぎこちない笑顔を向けながらアンジェリカが言う。

　わずかに震えつつも自分の手を包んでいるアンジェリカの手を見た後、更にその笑顔を見つめながらファムが呟つぶやいた。

「……おねえちゃん……」

「えっ」

　潤んだ瞳をしたファムが、そのままガバっとアンジェリカに飛びついた。

「おねえちゃん！」

「えっ……えええええっ……」

　ファムの豹ひよう変へんぶりにアンジェリカが困ったような声を出す。

　どうしようどうしようとあたりを見回すその様を見ながら、キャロが呟いた。

「……ファムちゃん、依存先を求めるタイプだったのね……」

「そうみたいだな。なかなか性格を見せてくれなさそうだと心配だったが、どういう子かわかってよかった」

　アキトがそれに答える。怖がりだが、自分に優しくしてくれる安心できそうな相手には全力で甘える性格。なるほど、新しい仲間たちの性格が少しわかってきた気がする。

　そしてそれぞれの挨拶が済んだところで、アキトが自分の後ろに仏頂面で立っているロメオを親指で差しながら紹介した。

「もう知ってるとは思うけど、彼のことも、もう一度。俺の相棒の、ロメオだ。君たちに来てもらえたのは、彼が稼がせてくれたおかげだ。彼は、本当にとても頼りになる。皆、よろしく頼む」

「……ナイトだ。守る必要があったら言え。ナイトはいつでも駆けつける」

　腕を組んだまま、新しいメンバーのほうを見つつロメオが言う。

　気難しいロメオだが、このように言うということは新メンバーたちのことをそれほど嫌ってはいないようだ。アキトは安あん堵どした。新しい仲間を、相棒であるロメオがお気に召さなかったらどうしようかと少し心配していたのだ。

「これからは、このメンバーで当分やっていくことになると思う。頼りないマスターかもしれないけど、皆に楽しく過ごしてもらえるよう精一杯努力するつもりだ。どうか、よろしく頼む」

　そう言ってアキトが深々と頭を下げる。それをカードたちがびっくりした顔で見つめた。

「おいおい、アキトさんよ……。偉い人間のマスターさんがカードに頭なんか下げるもんじゃないぜ。俺たちは道具、あんたは使い手だぞ。あんたは俺たちにただ命令すればいいんだ、お願いする必要なんかないだろう」

「いや、俺はそうは思わない。人間でもカードでも、人格を持つ点では対等だ。顎あごで使うようじゃ、お互い本当に協力し合うことは出来ない。俺はロメオともそうやって関係を築いてきた。皆ともそうしたい。だから、どうか頼む」

　呆あきれた調子で言うミシェットに、アキトが真顔で答える。新しいカードたちは顔を見合わせた後、少し困った顔をしつつも返事をした。

「ふん、変わってるな、あんた。まあ、俺を使えば誰でも勝てる。大船に乗った気でいろ」

「が、がんばり、ます。よ、よろしく……お願いします……」

「……よろしく、です」

「真面目ですねえ。まあ、よろしく」

　それぞれの個性的な返礼。それを満足気にアキトが眺め、笑顔のキャロが言った。

「じゃ、まあ挨拶はこんなもんで。まあ最長で一年しか記憶のない私たちだけど、こうして同じマスターの元に集まったのもなにかの縁。よろしくやってきましょ。それと、うちのマスターは自分のカードに食事を出す変わり者だから、今から歓迎の食事会でも……っと、そういえばお茶も出してなかったわね。皆、出で涸がらしでいい？」

「それ、選択肢あるんですかね……？」

　言いながら給湯室に向かうキャロに、ヨシヒコがツッコミを入れる。

「あっ、て、手伝います、キャロルさん。……ふぁ、ファムちゃん、ちょっと待っててね」

「あうっ」

　アンジェリカがそう言い、自分の胸元でまだもぞもぞしていたファムを引き剥はがしキャロの後を追う。

「あら、ありがとー！　じゃあ、そっちの何回か使ったお茶っ葉で男どもに入れてくれる？　私達たちはこっちの新しいの使いましょ！」

　などとまたキャロがろくでもないことを言っているのが聞こえてくる。ファムは置いていかれた猫のように、ソファの上に座って名残惜しそうにそちらを見ていた。

　そこでミシェットが部屋の窓から外に目を向けながらアキトに尋ねる。

「しかし、いいのか？　俺たち五枚を一気に出したりして。一度に操れるカード数の限度は三枚がせいぜいだろう。今、何者かに襲われたらまずいんじゃないか？」

　ミシェットの言うとおりである。人間が一度に操作できるバトルカードは最高でも三枚が限界で、それ以上は脳が追いつかないと言われている。だが、今アキトは五枚を出してしまっているので、もし今襲われれば慌てて何枚かをホルダーに戻す必要があるだろう。そうなれば、それにかかる手間の分だけ不利は否めない。

　しかしアキトはそれにのほほんとした調子で答えた。

「大丈夫だよ、俺は今のところホルダーを持ってるだけの一般人で、敵対してる相手もいない。コロッセオでなら俺を憎んでる相手はいるかもしれないけど、現実での居場所を知ってるやつなんてまずいない。戦わないでただ出して自由にしてもらうだけなら、そうたいした負担でもないよ」

　そうして笑顔を浮かべ、カードたちを見回しながら続けた。

「俺は皆にできるだけ、一緒に楽しく生活して欲しいんだ。そうすることで相互理解も深まるだろうし、結束も固くなるんじゃないかって。だからどうかここを家だと思って楽しく過ごして欲しい。手が空いてるときは、できるだけこうして自由にしてもらうからさ」

　その場にいた、ロメオ、ミシェット、ヨシヒコ、ファムらはそんなアキトをじっと見つめていたが、やがてミシェットが呆あきれた顔で答えた。

「大したことないといっても、負担は負担だろうに。だがまあいい、楽しめというのならお言葉に従うさ。……なあ、相棒？　なんか娯楽はないのか、この事務所」

「……ボードゲームならいくつかある」

　ミシェットが問い、答えたロメオが棚からボードゲームを引っ張り出してくる。それを横目に、アキトはテーブルの上にあった茶菓子をすっとファムの前に差し出した。

「よかったら、食べて。それとも、甘いものは苦手かな？」

「……好き、です。甘いもの」

　まだ少し怯おびえた様子のファムがそう答え、アキトの顔色を窺うかがいつつもその菓子に手を伸ばす。そして包装紙を剥はがし口に放り込むと、少しびっくりした顔で言った。

「おいしい……！」

「だろう？　ヒナトの菓子は美お味いしいらしいよ。好きなだけ食べるといい」

　アキトがそう言うと、ファムはさっと手を伸ばしもう一つ菓子を頬ほお張ばった。小さな口を一生懸命動かして、カリカリと嬉うれしそうな顔でそれを食していく。

　その姿を見て、アキトは小動物の食事を連想した。

（可愛かわいいもんだなあ……。愛玩用にされるのもちょっとわかるな。でもまあ、俺は彼女をバトルカードとして活躍させたいけど）

　バトルカードは戦ってこその華。それがアキトの信条である。この気が弱く小さな彼女とともに、コロッセオで強力な猛者相手に華麗な戦いを見せつけてやりたい、と強く思う。

　だが、それにはまずお互い打ち解け合う必要があるだろう。信頼関係を築くこと。まずは、それを目指さねばならない。

（……しかし）

　と、アキトは考えて室内をもう一度見回した。ミシェットはロメオにまた何かを話しかけているし、ロメオはロメオでいつもの仏頂面でそれに答えている。

（いいな、この感じ。仲間が増えて賑にぎやかになった。女の子も増えて、華やかだしな……）

　給湯室ではお湯を沸かしながらキャロとアンジェリカが笑顔で何かを話している。キャロが嬉うれしそうなので多分金の話だろう。その後ろ姿を見ながら、アキトはそんな事を考えた。ナツメやメリッサという人間の仲間と別れて寂しかったが、こうして新しい仲間と一緒にいるとそれが薄れていくようだ。

　新しいカードを頑張って（ガチャで）手に入れてよかった。楽しい日常が始まりそうだ、などと思っていると、横にすっとヨシヒコがやってきて笑顔で言った。

「マスター。あなたが考えること、わかりますよ。良い、ですよね」

　言いつつ、キャロたちの背中に視線を向ける。どうやら、気持ちが通じたらしい。アキトはなんだか嬉しくなってしまう。

「ああ、いいよな。この感じ」

「ええ、本当にいいです。何ていうか……ドチャシコ、ですよね」

「ああ、そうだな……。…………はい？」

　一旦良い顔で相あい槌づちを打ってしまってから、え、とアキトがヨシヒコの方を向く。

「……ごめん、ヨシヒコくん。よくわかんなかったんだけど、ドチャシコって、どういう意味？」

「メチャシコと大体おなじ意味です」

「そのメチャシコがまずわかんないんだけど!?」

　思わずアキトが声を上げる。するとヨシヒコが悠然とした態度で答えた。

「まあまあ、落ち着いてくださいよ、マスター。ほら、二人の後ろ姿に注目してください。特に、下半身のほう」

　言いつつ、そちらを指差す。そこには、キャロとアンジェリカ、二人のミニスカートがふりふりと揺れていた。

「二人とも、際どいですよねぇ。自分の可愛かわいさを理解して、あわよくば金を取ろうとするキャロルちゃんの黒タイツもいいですが、恥ずかしがり屋のアンジェリカちゃんの、何な故ぜかやたらと無防備なふとももも最高ですよね。いやあ、眼福眼福、これはいいチームに来たなあ！　自由時間もたくさんくださるようですし、これは毎日楽しみですよ。ふふふふ」

「お、おう……」

　二人の方をだらしない顔で見つめながら不気味な笑いを浮かべるヨシヒコに、アキトが生返事をする。もしかしたら……自分は、本当にとんでもないカードを引いてしまったのかも知れない。

　そんなことを思っていると、そこでミシェットが隣にどっかりと腰掛け尋ねてきた。

「それで？　マスターアキトよ。具体的に、これから俺たちをどう使うつもりだ。一対一の試合で戦えばいいのか？」

「ああ、それなんだが……２、３週間は練習に当てさせてもらうけど、その後はまず個別に試合に出てもらおうと思ってる。一枚同士で倒し合う〝ワンカード・ワンキル〟あたりでね。まずは実戦で連携を深めていきたい。だが、それが一段落ついたら……」

　ミシェットだけでなく仲間全員、盆にお茶を乗せて運んできたキャロルやアンジェリカも含めた仲間全体の顔を見回しながらアキトが続けた。

「複数枚で戦うルールで稼ぎを目指していこうと思う。……ＣＶＣへの昇格を睨にらんで、できるだけそれに近いものでね」
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《さあー皆さん、おまたせしました！　まもなく〝ワンカード・ワンキル〟本日第21試合！　〝壊し屋〟アーノルド対、最近ソロに返り咲いたアキト選手の試合を始めたいと思いまーす！》

「うおおおおお───!!」

　コロッセオに実況の声が響き、観客席から歓声が轟とどろいた。

　その視線の先には、壊し屋の異名を持つアーノルドという名のマスターと、その対面に立つアキトの姿がある。

「よお、兄ちゃん、チームはやめちまったらしいな。あの高飛車なメリッサにフラれちまったって噂うわさになってるぜ」

　ボサボサの髪をし豊かな髭ひげを蓄えたアーノルドが、下卑た笑いを浮かべながら通信をよこしてくる。

　そのアーノルドの前には、両手に丸い何かを握った、テカテカ光る服を着てカエルのような顔をした奇妙なカードが立っている。アーノルドのカードである、【ローリングシューター】だ。




【ローリングシューター】

　ＡＰ：４９００　ＤＰ：３７００




「ええ、まあ。俺はよりを戻したいんですがね、連絡しても無視されてます」

　それに、アキトが慣れた調子で軽口を返す。戦闘開始前に相手の気にするようなことを言って動揺させるのは常じよう套とう手しゆ段だんだ。アキトも、いまさら返事に窮するようなウブなマスターではない。

　そんなアキトの前では、これから戦闘を開始するとは思えないほどリラックスした様子のミシェットがぐいぐいと準備体操をしていた。

「はっはっ、なんだマスター、女にフラれてたのか。花を買って渡せ、女はそれで大体許してくれる」

「そんな簡単な相手じゃないよ。彼女は気難しいんだ、ミシェット」

　ミシェットが笑顔でそんなことを言い、苦々しい表情でアキトが返事をする。ミシェットたちを手に入れてから二週間。アキトは入念に鍛錬に勤いそしみ、十分な水準までカードたちを扱えるようになったと確信し、ついに試合に挑んでいた。

「ふん。本当に良いカード使ってるねえ、スピードスターとはなあ。羨ましいぜ、買ったのかい？　高かったろう、元は取れそうか？　あんたに性能、引き出せるのかい」

「それは企業秘密です。ご想像におまかせしますよ」

　なおもつっかかってくるアーノルドに、アキトが律儀に返事をしてやる。

「つれない返事だねえ……。寂しいぜ。しかし、そんな強いカードぶら下げてワンカードワンキルに挑んでくるなんて、ずるくねえか？　良いマスターってのは安いカードで勝ってなんぼなんじゃねえか。なあ、強いカードを見せびらかすのは楽しいか？」

「……随分とおしゃべりですね。けどそんな俺との試合をＯＫしたのはあなたじゃないですか。ずるいと思うなら、どうして受けたんですか？」

「そんなの、決まってんじゃねえか」

　アーノルドが、ニヤリと笑う。その瞬間、実況が試合開始の合図を放った。

『それでは……試合、始め！』

　開始のブザーが鳴り響く。それとぴったりタイミングを合わせて、自分の手札であるローリングシューターを前進させると、アーノルドが吠ほえた。

「てめえみたいな野郎が、自信満々で出してきたカードを狩るのが俺の趣味だからだよぉ！　おら、俺の戦績を飾りやがれ、フラれ野郎！」

　瞬間、ローリングシューターの両手からそれぞれ丸い物体が放たれた。それは糸で繋つながれていて、その先はローリングシューターの指にくくられている。

　そう、円形のそれは、いわゆるヨーヨーであった。

「そらそらそらそらあああ!!」

　アーノルドの雄お叫たけびとともに、二つのヨーヨーが空中を勢いよくミシェットめがけて飛んでくる。ヨーヨーを駆使して戦う〝ヨーヨー戦士〟。それがローリングシューターの分類であった。

「やれやれ、相手の武器はおもちゃか。そんなもので、俺を捕まえられるつもりか？」

　ミシェットが余裕とともに言い放つ。そしてそのまま右に跳んでヨーヨーの一つを躱かわし、続いて跳んできたもう一つは頭を下げてやり過ごす。

　ヨーヨーは限界まで飛ぶと、ついた糸に引っ張られ、再びローリングシューターの手元に戻っていった。

「まさか、こうやってヨーヨーをひたすら投げるだけか？　退屈で眠っちまいそうだ」

「そうかい、だが安心しな、すぐに寝かしつけてやるぜ……永遠にな！」

　余裕の顔で言うミシェットに、アーノルドが吠ほえローリングシューターに再びヨーヨーを投とう擲てきさせる。ミシェットはそれを難なく避よけてみせたが、その瞬間、ローリングシューターが指を動かし、ヨーヨーを繋ぐ紐ひもをミシェット目掛けて振るった。

「いけない、ミシェット！　紐も避けて！」

「！」

　アキトの声と操作を受け、ミシェットが勢いよく伏せた。そのすぐ上をヨーヨーの紐が薙なぎ払い、ミシェットの髪が僅かに斬り裂かれ宙を舞う。

「……紐の部分も、武器ということか！　なるほどな！」

「そういうことだ！　俺が試合を受けた本当の理由が、これよ！　てめえがスピード自慢なのは先刻承知、だがそういうやつほど面で捉えれば強くもなんともないものさ！」

　ミシェットが驚いた声を出し、勢いづいたアーノルドが叫ぶ。

　そしてそのまま高速でヨーヨーを操り、さらには紐による斬撃を繰り出してくる。ヨーヨーの軌道だけでなく、僅かな動作で変化する鋭い紐による攻め。これこそがローリングシューターの得意手なのである。

　無論、カードだけでなく使い手の実力によるものも大きい。壊し屋という異名を持つアーノルドだが、実際のところはこういう細かい動作を得意とし、スピード自慢や火力自慢のカードを封じ込めて勝つ戦法を得意としているのだ。

「そらそらそらそら！」

　ローリングシューターのヨーヨー捌さばきはどんどん鋭さを増し、変幻自在にミシェットへと襲いかかる。普通のカードならばすでに八つ裂きにされていても不思議ではない。

　だが、アキトに操作されたミシェットは軽やかなステップで動き回りながら、その全てを余裕で躱かわし続ける。

「頑張るねえ。だが、ネタがわかってりゃ大したもんでもない。結局は二個のヨーヨーだけだからな。俺を捉えたいのならば、その10倍は手に持ったほうがいいぞ」

　ヨーヨーの一つを、頭を逸そらして躱しながらミシェットがそう挑発すると、アーノルドはニヤリとほくそ笑み、自分のホルダーから一枚のカードを取り出して叫んだ。

「その挑発、乗った！　食らって粉こな微み塵じんになりやがれ、【ローリングシューター】メインスキル……〈超技ヨーヨー絶界〉!!」

　それは、ローリングシューターのメインスキルを使用するためのスキルカードであった。カードの力が解放され、ローリングシューターに注ぎ込まれる。瞬間、その手が光り輝き、そこに新たなるヨーヨーが出現した。元から持っていたものと合わせて三つずつ、両手で六つ。それらを一斉に解き放ちながら、ローリングシューターが吠ほえた。

「オオオオオオオッ！」

　六つのヨーヨーが空中を疾は走しり、それぞれがそれぞれの軌道でミシェットに襲いかかる。

「っ！　本当にヨーヨーを増やすスキル持ちとはなっ……」

　慌ててミシェットが飛とび退すさる。だがヨーヨーたちはありえない角度で空中を折れ曲がり、ミシェットを追尾してきた。同時にその紐ひもが荒れ狂い、斬撃で攻め立てる。

　六つのヨーヨーとその紐により超高速で空間を圧倒する技。それが、ローリングシューターのメインスキル〈超技ヨーヨー絶界〉であった。




【ローリングシューター】メインスキル：〈超技ヨーヨー絶界〉

　使用後、ヨーヨーの数が六個に増加し、ヨーヨーの軌道を自在に変化させることが可能になる。




　それでもミシェットは素早く飛び回って躱していたが、そこでアーノルドがにやりと笑い、ミシェットを通り越したヨーヨーたちががちりと互いを絡ませあって停止した。

　失敗、したわけではない。これこそが、アーノルドの戦法の完成形なのだ。

「ッ！」

　絡み合ったヨーヨーに繋つながった紐たち。それが、今やミシェットを取り囲むようにして広がっているのである。これは言わば、紐による牢ろう獄ごくだ。

「どうだ！　これが俺の得意手、ヨーヨー絶界による処刑監獄よ！　いくら速かろうが、この中に囚とらわれれば脱出は不可能！　後はバラバラに切り刻まれるだけよ！」

　アーノルドが吠え、紐を操った。ＡＰ４９００の威力を持つ斬撃が、完全なる包囲で振るわれる。中にいるものがどうなるかは考えるまでもない。

「死ねえっ！」

　アーノルドの雄お叫たけびとともに、紐ひもが一斉に空間を薙ないだ。

　逃げ場はない……勝った！

　勝利を確信するアーノルド。だが、その瞬間、ローリングシューターのその背後から、彼の肩に肘を乗せた何者かがのんびりした口調で尋ねた。

「──なにやら随分と頑張っているようだが、あんた、何を採ってるんだい。虫か何かか。だがあんなザルなやり方じゃ、トンボだって取れないと思うがね」

「っ…………！」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべたローリングシューターが振り返る。

　そこには、とぼけた表情のミシェットが立っていた。

「バカなっ……テメエ、いつの間に!?」

　アーノルドが驚愕の声を上げる。彼の視点からは、ミシェットがあの包囲を抜けてきたところなど一切見えなかったのである。

　そんな彼に、ミシェットはニヤリと笑って答えた。

「なに、あんたらが勢い込んでお得意の手をぶっ放した瞬間、ちょいと走って後ろに回り込んだだけさ。あんたら、自分たちの必殺技に意識を集中させちまっただろう。それじゃダメさ、俺から一瞬でも目を離しちゃあ」

「……オオオッ！」

　慌てて飛び跳ね距離をとったローリングシューターが、手元に戻したヨーヨーを放った。ミシェットの顔面を狙った一撃。

　だが、ミシェットは特に焦あせった様子もなく右手を動かすと、ピースサインをするように二本の指でそのヨーヨーをがしりと捕まえてしまった。

「なっ……なにいっ!?」

「こんなトロくさい玩具おもちや、捕まえようと思えばいつでもできたんだがね。うちのマスターさんがもっと実践での動きを確かめたいって言うもんで、少し遊んでただけさ。だが……」

　瞬間、捕まえたヨーヨーを指の力だけで粉砕したミシェットの姿が消えた。

　否、消えたのではない。アーノルドたちが捉えられなかっただけだ。

　するりと打撃の間合いに潜り込んだミシェットは、そのままかちあげるような掌底でローリングシューターを突き上げた。

「ガアッ！」

　悲鳴を上げ、ローリングシューターの体が宙を舞う。その間にもミシェットの体が跳ね跳び、コロッセオの地面をその鋼鉄の指でがっしりと掴つかみ逆立ちの体勢を取った。

「そろそろ、終わりにするとしよう。フィニッシュだ、アキト！」

「ああ！　ミシェット、メインスキル……！」

　互いの意見が一致し、アキトの手がホルダーからスキルカードを引き抜く。

　そのカードからミシェットの体へと力が注ぎ込まれ、逆立ちの姿勢のままミシェットがその体をぐいぐいとバネのように折りたたみ始めた。それとともに銀色のそのボディが黒色へと変化していき、強烈な力で地面を握りしめた手に、ぎりぎりと力が蓄えられる。

「〈ブラックホーク……〉」

　そして、それが極限まで引き絞られた瞬間。

「〈ストラアアアアイク〉!!」

　すべての力を解放したミシェットの体が、黒い弾丸と化して発射された。




【惑星連合軍特殊部隊ハーミッツ所属　スピードスター】メインスキル：〈ブラックホーク・ストライク〉

　使用後、僅かな溜ため動作の後、自身を弾丸として撃ち出す。

　この時の威力はこのカードのＡＰに１０００を足したものとなる。




　それは空気の層を引き裂き、轟ごう音おんとともに突き進み、落下してきていたローリングシューターの体に迅雷のごとく突き立った。

「ガアアアアアアッ！」

　ローリングシューターの口から絶叫が上がる。跳び蹴りの要領で打ち込まれたその一撃は、だが命中した後もその勢いを緩めずローリングシューターの体を押し飛ばし、そのまま轟音とともにコロッセオの壁面に突き立った。

　あまりの威力に、丈夫に作られているコロッセオの壁面にヒビが走り破片が飛び散る。

　もくもくと煙が上がり、そしてそれが収まったそこには……消えかけのローリングシューターと、そこから己の蹴り足を引き抜くミシェットの姿があった。

《そこまで！　勝者、高たか槻つきアキト選手ー！　見事に決めて見せた、これは完勝だああ！》

　実況が勝者を告げ、観客の歓声が爆発した。

「うおおおっ……。バカな、この俺がこんなあっさりっ……」

　歓声の中がっくりと膝をつき、手の中で消えていくローリングシューターのカードを呆ぼう然ぜんと見つめながらアーノルドが言う。

　そして一方のアキトはというと、肩で息をしながら熱にうかされるように呟つぶやいた。

「すごい……。これが、実践でのミシェット……。想像以上だ……凄すごい、凄いぞ……！」

　練習でミシェットの実力はさんざん見てきたが、やはり実戦は違う。ミシェットが持つ独特の感覚に引きずられ、一瞬一瞬が永遠に感じるような錯覚すらあった。

　それは、圧倒的なスピードの世界。

　ミシェットから見るその他の者たちは、あまりにも遅すぎた。

　そうして、震える自分の指を見つめていたアキトの側そばにミシェットがやってきて、ニヤリと笑って告げる。

「言っておくが、俺の速度はまだまだこんなものじゃあないぞ。本気の俺は、もっともっと速い。もう一度言おう……あんたに、俺の全速力を引き出せるかな」

　アキトはそんなミシェットをしばらく呆ぼう然ぜんと見ていたが、やがてニヤリと笑ってみせた。

「楽しみだ。引き出してみせるさ……ただし、君の全速力を、じゃない。君が自分の全速力だと思ってる、それよりもっと早い世界をね」

「……ほう。言うじゃないかマスター。実に楽しみだ……だが、今日のところは俺達たちの勝利を喜ぶとしよう」

　嬉うれしげに微笑ほほえんだミシェットががっしりと一方的に肩を組み、まだ沸いている観客に手を振った。そんな彼を嬉しそうに見つめた後、アキトもそれに倣う。

　アキトとミシェットは、こうして十分と言ってよい内容で初戦を勝利で飾ったのである。
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「……はい、では次の試合の挑戦者受付登録はこれで完了です。対戦相手が申し込んでくるのをお待ち下さい」

「ええ、じゃあよろしく」

　事務的に告げるコロッセオの受付に礼を言い、アキトがその場を離れる。

　ミシェットとの試合が終わり、アキトはその足で次の試合への登録に来ていた。

　一試合では全然足りない。早く次の試合がしたくてたまらなかったのである。

「とはいえ、相手が来ないことには試合はできない。さて、どう時間を潰すか……おっ」

　などと考えながらコロッセオの選手通路を歩いていたアキトが、そこで通路の向こうに立つメリッサの姿を見つけた。

（メリッサ……なんだか久しぶりだな。ちゃんと試合出てるんだな……）

　嬉しくなって、アキトがそちらに向かう。久しぶりにメリッサと話がしたい。

　新しいカードの仲間たちのことも伝えたいし、できれば一緒にまた試合にも出たい。

　だが、そこでメリッサが一人ではないことに気付いてその足が止まった。

（……誰だ、あの人？）

　それは、やや小柄で切れ長の目をした男だった。長い髪をすべて後ろに流し、少しダボついた、龍りゆうの刺し繍しゆうの入った派手な服を着ている。

　おそらくヒナト国と海を隔てた大陸にある華カ蘭ラン国の服装だろう。

　もしかしてメリッサの新しい仲間だろうか、などと考えてしまったが、そこでメリッサがひどく嫌そうな顔をしていることに気付いた。

「……何度も言ってるでしょう。あなたと組む気はないわ。私の邪魔はしないで頂戴」

　メリッサの声が聞こえてくる。

　するとその切れ長の目をした男はニタリと笑って答えた。

「意地を張るな。俺ほどの闘士が相棒に誘うなどという幸運、そうはないぞ。稼がせてやろうと言うんだ、何が不満だ？」

「あんたよ。あんたのことが嫌いなの。私の視界に入ってこないで頂戴」

「……高慢ちきな女だ。可愛かわいげというものを教えてやろうか？」

「あっ……！」

　そこで男がメリッサの手を乱暴に握り、ぐいっと引っ張った。

「ちょっと、何するのよ！　離してっ……」

　メリッサが振りほどこうと藻も掻がくが、男は決して手を離さない。

　そしてニヤニヤ笑いながら続けた。

「オマエはしょせん、か弱い女。マスターとしての腕だって俺のほうが……」

「おい、なにをやっている！」

　そこで、見かねたアキトが声を荒げながら飛び込んだ。

　そうして無理やり男の手を引き剥はがし、メリッサをかばうようにその前に立ち塞がる。

「アキト……!?」

「……なんだ、貴様。なにをする」

　メリッサが驚いた声を上げ、手を振りほどかれた男が不愉快そうにアキトを睨にらみつけた。

「なにをする、はこっちのセリフだ。俺の友とも達だちに何の真ま似ねだ、あんた」

　睨み返しながらアキトが言うと、男はその顔をしばらく見た後、ふっと鼻で笑った。

「貴様か。少し前までその女と組んでいた、たしか……タカツキだったか。どけ、お前みたいな雑ざ魚こに用はない。消えろ」

「俺が雑魚かどうかは関係ない。俺の友達に乱暴するな」

「……消えろと言ったのが聞こえないのか？」

　男がドスの利いた声で言うが、アキトは一歩も引かない。

　激しく睨み合いを始めた二人の間に、慌てたメリッサが割って入った。

「ちょっと、やめてよ……！　アキ……タカツキ、なんで急に来たのよ。あんたは関係ないでしょ。これは私の問題よ、ほっといて！」

「ほっとけない。君がどう思おうが、俺はメリッサに乱暴するやつを許したりしない」

　メリッサがアキトを押し留めようとするが、アキトはそれでも引かなかった。

「ナイト気取りか、小者め。それは、この俺がリー・イェンフゥと知ってのことか？」

「……リー・イェンフゥ……？」

　男が冷笑と共にそう名乗り、アキトがその名前を繰り返す。

　その名前には聞き覚えがあった、確か……。

「……こいつは、今のコロッセオでも10指に入るって言われるぐらいの闘士よ。アキト、あんたが敵かなう相手じゃないわ。いいから下がってて……！」

　リー・イェンフゥ。花形選手の一人で、コロッセオ最強の座を争う有名選手である。

　現在コロッセオには王者と呼ばれる最強の闘士がいるが、その相手とも互角に渡り合えると言われるほどだ。

「そういうことだ。お前程度、俺の相手にもならん。これはその女と俺の問題、雑ざ魚こは引っ込んでいろ」

「きゃっ……」

　勝ち誇ったリーがそう言い、メリッサの肩に手を回すと強引に引き寄せる。

　それを見かねたアキトが「おいっ」と声を出して手を伸ばしたところで、メリッサが無理やり体を引き剥はがしてその手を振り払った。

「いいかげんにして！　あまりしつこいと、許さないわよ……！　とにかく今はどっかにいって、迷惑よ！」

「……ふん。まあいいだろう、今日のところは」

　怒った表情のメリッサが言うと、これ以上はまずいと思ったのかリーが引いた。

「だが、俺は諦めんぞ。必ずお前を手に入れる。……それと、おまえ」
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　歩みだしながら、リーがアキトのほうを見て、呟つぶやくように続けた。

「この女には二度と近づくな。もし今度近づいたら……殺す」

「……」

　その言葉に、アキトが無言で睨にらみ返す。

　だがリーはそれ以上何も言わず悠然と歩き去ってしまった。

「……なんだ、あいつは。メリッサ、どうしてあんなやつに絡まれているんだ」

「……私にも、色々と事情があるのよ。ああもう」

　リーの姿が見えなくなったのを確認してからアキトが言うと、メリッサはため息とともに答えた。

「目をつけられてから、ああやってやたらと私に絡んでくるし、私が他のやつと話していると相手を威嚇して追い払っちゃうのよ。リーが強いことはみんな知ってるし、おかげでやりにくいったらないわ。ほんとにもう……」

「コロッセオの運営に、迷惑行為で申し立てできないのか？」

「無駄よ。入場禁止なんて滅めつ多たなことじゃされないし、あいつもされない範囲でやってくるもの。……じゃないわ。タカツキ、あんたには関係ないでしょ。あんたも、もう私には話しかけないでちょうだい。迷惑よ」

　そこではっと気付いたメリッサが、慌てて腕を組んでそっぽを向く。

「……いまさら遅くない？　さっき、普通にアキトって呼んでくれてたし」

「うっ、うるさい！　あんただって私に絡んできてるのは同じよ！　私とあんたはもう敵同士なの、馴なれ馴なれしくしないで！　連絡もしてこないで、さよなら！」

　言いつつ、メリッサが歩き出す。

　だが、その背中が妙に寂しそうで、アキトは声をかけずにはいられなかった。

「……俺は、連絡をいつでも待ってるぞ！　それに、あんな奴に言われたからって、君に近づくのをやめたりしない！　メリッサ、なにかあったら俺を頼ってくれ！」

「……バカ」

　その言葉にメリッサはピタリと一瞬止まりそう呟つぶやいたが、そのまま振り返ることなく行ってしまった。アキトは名残惜しそうにしばらくそれを見ていたが、やがて軽く頭を振って気持ちを切り替える。

　思うことは沢山あるが、今は試合に集中しよう。

　きっと、メリッサとはいつかまた共に並べるはずだ。今はそれを信じて、メリッサの隣に立つにふさわしいほど自分を鍛え上げねば。
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「……あのぉ。もう一度確認しますが、本気ですかマスター。本当の本当に、僕で試合に出るつもりで……？」

　それからほんの少し後。アキトは、今度はヨシヒコと共にコロッセオの通路を歩いていた。

「もちろんさ。言ったろう、実戦での皆の動きを見たいって。君だって例外じゃないよ、ヨシヒコくん。もうワンカード・ワンキルを君で選手登録した、後は相手を待つだけさ」

　アキトが嬉うれしそうに答える。選手登録とは、コロッセオの運営に次の試合で使うカードと賭ける金額を伝え、その条件で試合をしてくれる相手を募集することを言う。

「いや、だけど何回も説明しましたよね？　僕は能力値は低いしミシェットの兄貴のように身体能力が高いわけでもないし、ロメオさんみたいに防御が得意なわけでもないって。無理に僕を使うよりも、彼らを使って試合をしたほうが絶対儲もうけやすいじゃないですか。だからおとなしくそうしましょうって、ねっ？」

「いや、そうはいかない。君はミシェットたちと一緒に俺の手札に来てくれたカードだ。ならほったらかしになんかできないよ。……それにね、たしかにお金儲けは俺の目的の一つではあるけども、それだけじゃないんだ。もう一つの俺の目標、聞きたい？」

「聞きたくありません」

「俺の夢はね、全てのカードを手にし、そして全てのカードを使い込むことなんだ！　この世界には、まだまだ俺の知らないカードがある。そして君もその一枚。なら使い込まないなんてことが許されるだろうか、いいや許されるわけがない！　だから俺と一緒に限界に挑もう、いやあ楽しみだなあヨシヒコくん！」

「今、聞きたくねえって言いましたよね僕!?　聞いてました、マスター!?」

　夢見がちな瞳で語るアキトに、ヨシヒコが絶叫気味のツッコミを入れる。だがそんなことお構いなしにずんずんと廊下を歩いていきながらアキトは続けた。

「それにね、俺の見立てでは君は決して弱いカードなんかじゃないと思うんだ。見かけのステータスは低いかも知れないけど、でも……」

「……おい！　てめえが高たか槻つきアキトか！　登録見たぜ、俺と勝負しろ！」

　アキトがなにか続けようとしたところで、背後から怒声が飛んできた。何事かと振り返ると、坊主刈りのイカつい男がそこに立っていて、アキトを睨にらみつけている。

「俺は、通称〝壊し屋〟ことグンゾウ！　さっきはやたらと強いカードで勝利をもぎ取ったようだが、次はヘボカードで登録するたあ随分と舐なめた態度じゃないか、ええ!?」

「……また、壊し屋……？　さっきの人の異名も壊し屋だったような……。というか、舐めてやってるわけじゃないですよ。俺は自分のカードたちと実戦を……」

「だぁがしかし、その意気やよし！　あんなつえーカード使われちゃ勝てねえ！とか思っていたが、そんなよえーカード使ってくれるならワンチャンありと見た！　いざ尋常に勝負だ、高たか槻つきアキト！」

「この人も人の話聞いてないですねえ！　ていうか、挑んでくる動機が情けなさすぎる！」

　声を張り上げて情けないことを言うグンゾウに、ヨシヒコがツッコミを入れる。そしてそのまま、身を縮こまらせてアキトの袖を引っ張った。

「て、ていうかマスター、まさか受けないですよね……？　あの人すごく強そうですよ！　ぼ、僕なんかで勝負したら損しちゃいますって……。やめましょうよ、ね？」

「大丈夫だって、そんなに心配しなくても。掛け金は３万に設定してるし、危なくなったらいつでも棄権して君を割られたりはしないからさ。実際どうするかは相手のカードを見てからだけど、最初から勝とうなんて言わないから、一緒に頑張ろう。ねっ？」

「そんな事言われても、僕はですねえっ……」

　なおもヨシヒコが食い下がろうとしたところで、カツン、と硬いものが床に当たる音が響いた。そしてほのかに芳かぐわしい香水の匂いが漂ってくる。

　それにつられてアキトとヨシヒコがそちらを見ると、そこにはハイヒールを履き、スカートの両側に際どいスリットの入った服を身にまとった、髪の長い美女が立っていた。

「はぁい、マスター。相手は決まったのぉ？　も・し・か・し・て、この冴さえないチェリーちゃんたちが次の相手ぇ？　嘘うそぉん」

　そのまま美女はグンゾウと名乗った男にしなだれかかる。アキトの目には、その女の横に【スネークウィップ　レイフォン】というカード名と、そのステータスが映っていた。




【スネークウィップ　レイフォン】

　ＡＰ：４８００　ＤＰ：２９００




「ああ、レイフォン、こいつらだ。まあお前を使えば負ける相手じゃねえさ……あ、いやおっと。でもどうかなー、レイフォンはＤＰは低いからなー、相手にもワンチャンあるかもなー！」

　レイフォンというらしいそのカードの腰に手を当てて引き寄せながら、グンゾウが白々しく取り繕うようなことを言う。

　それを聞き流しながら、アキトはこの試合を受けるべきかどうかを考え始めていた。

（……４８００。火力としてはランクＲの平均より上。数値だけを見れば、ヨシヒコくんよりかなり格上だ。それに、相手は知らないカードと知らないマスター……初戦のヨシヒコくんでこの試合を受けるのは危険か？）

　レイフォンのＤＰ２９００はヨシヒコのＡＰ３２００より下であるから、当てればダメージは通るだろうが、それでもたった３００だ。相手を倒すには相当手数がいるだろう。ヨシヒコも嫌がっていたことだし、ここは一旦見送って、もっとやりやすい相手を探すか。そう考えヨシヒコの方を見ると、彼の視線は、まっすぐ相手のほうに向けられていた。

「……受けましょう、この試合。マスター」

「えっ」

　そのまま独り言のようにヨシヒコがつぶやき、アキトが驚きの声を上げる。

　それを聞いていたグンゾウがパンと手を叩たたいて声を上げた。

「ほおお、カードの方は随分とやる気のようだ！　決まりだな、試合決定で登録してくるぜ！　試合場で会おうぜ、ははは、楽しみだ！」

　そのままレイフォンを連れ立って、大声で笑いながらグンゾウは行ってしまった。

「……よかったのかい、ヨシヒコくん。結構手て強ごわい相手だと思うけど」

　アキトが、去っていく彼らのほうに視線を向けたまま動かないヨシヒコにそう問う。

　すると、ヨシヒコは大きく頷うなずいて答えた。

「ええ、もちろん。俄が然ぜん、試合が楽しみになってきましたよ……僕の全力をお見せできると思います、マスター」




《さあ、それではワンカードワンキル、本日第36試合！　〝壊し屋〟の異名を持つグンゾウ選手対、本日二度目の登場だ、高たか槻つきアキト選手ー！》

　頭にウサギのような耳を生やした女実況者の声がコロッセオに響いた。

　それに合わせて、観客席からどわっと歓声が上がる。

「やれ、グンゾウ、殺せえええ！　お前が勝てなきゃ、俺は夕飯抜きだー！」

「いけええ高槻！　てめえに全財産を賭けてんだ、お前が勝てば借金もチャラよ！　俺を自由にしてくれー!!」

　観客が思い思いに勝手なことを叫び、声援を送る。その視線の先の試合場では、アキトとグンゾウが互いのカードを構えさせ、開始の合図を今か今かと待ち構えていた。

「高槻よ、試合がもう始まるから言わせてもらうが……本当にそんなカードで勝てるつもりか？　言っちゃあなんだが、随分と貧相なステータスとナリじゃあないか、なあ!?」

　ホルダーを構えたグンゾウが、挑発するように通信をよこしてくる。

　この人達たちは試合前に挑発しなくちゃいけない決まりでもあるのだろうかなどと思いつつ、それをスルーしてアキトが自分の目の前に立つヨシヒコに声をかけた。

「本当に大丈夫かい、ヨシヒコくん？　相手は格上、負けて元々だ。賭け金のことは心配しなくていい、だから辛つらかったら……」

「……マスター。一つだけいいですか」

　優しいことを言うアキトを遮って、ヨシヒコが真剣な表情で言う。その言葉をしっかり聞こうとアキトが黙ると、ヨシヒコは自身の励起剣に刃を出現させながら言った。

「この試合……ギリギリまで、降参したりしないでください。僕がもう駄目だと言うまで、決して」

　そして、その瞬間、開始の合図が響き渡った。

《それでは、試合、はじめー！》

　その瞬間、ヨシヒコが勢いよく飛び出し、励起剣を構えて突撃を仕掛ける。

「ほお、軟弱なカードのくせに、随分と思い切りがいい！　だが！」

　グンゾウの声と共に、レイフォンの体が重力を感じさせない身軽さでふわりと浮かび上がった。そのまま羽でも生えたかのように空中を舞い、やおら身を翻ひるがえし強烈な空中回し蹴りを放つ。

　しなやかな一撃が的確にヨシヒコを捉え、その顔に蹴りがめり込んだ。

「げふぅっ！」

「ヨシヒコ！」

　ヨシヒコが悲鳴を上げ、アキトが思わずその名を呼ぶ。避よけようとしたのだが、ヨシヒコの体が予想以上に反応が遅く、避けきれなかったのだ。ミシェットならば話にならない一撃であったし、ロメオであったならあっさり防御ができた。

　やはりヨシヒコは動きが鈍い、と一瞬考えてしまい、だがアキトは頭を振ってその考えを振り払った。

（違う、俺が扱えてないだけだ！　もっと練習を積むべきだった……！）

　ヨシヒコは練習嫌いだし、またヨシヒコとの模擬戦をキャロら女性陣が嫌がるせいで練習が思うように進んでいなかったのだ。それでも相応に扱えるようになったと思ったから試合に来たわけだが、どうにも考えが甘かったかもしれない。

「そらそらそらそら！　トロくさいカードめ、レイフォンの蹴りはまだまだ速度が上がるぞ！　とっとと叩たたき割ってやるぜ！」

　アキトが後悔している間にも、グンゾウに操られたレイフォンがその長く美しい脚を猛烈な勢いで動かし、次から次へと連続の蹴りを打ち込んでくる。あらゆる角度から目にも留まらぬ速度の蹴りがブンブンと鞭むちのような音を鳴らしながら襲いかかる。

【スネークウィップ　レイフォン】。そのスネークウィップとは、蛇のようにしなり鞭のように襲いかかってくるその縦横無尽の蹴り技を指していた。

「げぼっ、がっ、ぎゃッ……！」

　そのことごとくを体に喰くらい、ヨシヒコの口から絶え間ない悲鳴が上がる。まるで勝負になっていない。ほとんどサンドバッグ状態だ。

「ははははは、こりゃあいい！　蹴りの練習をしてる気分だぜ！　しかもこれが終われば金が貰もらえるなんて、なんていい試合なんだ！　さあてっ……フィニッシュだ！」

　グンゾウが勝ち誇り、レイフォンがスカートを翻しながら強烈な回し蹴りを放った。

　大型車両すら一撃で粉砕する強烈な蹴り。それは的確にヨシヒコの頭部を捉え、その首を刈り、ぐらりと回転させる。

　そして、そのまま頭から落ちていくヨシヒコの頭にレイフォンの鋭いハイヒールが突き立ち、ドゴン！と爆発するような音と共に地面に叩たたきつけた。

《おおっと、強烈な一撃が入ったー！　これは、勝負ありかー！》

「……ヨシヒコぉおお！」

　実況が煽あおりを入れ、青ざめた顔のアキトが絶叫を上げる。

　クリーンヒットを食らってしまった。頭を砕かれるような一撃だ。普通なら、今ので割られていても不思議ではない。アキトの手の中にある、ヨシヒコの本体のカードはまだ割れてはいないが、時間の問題かと思われた。

　アキトの頭の中に、降参の文字がちらつく。一方、圧倒的に試合を有利に進めているグンゾウだが、こちらはこちらで妙な感覚を覚えていた。

（なんだぁ？　こいつ、割れてやがらねえ。相当、いい一撃を入れたはずだが、なんでたかだかＤＰ２０００の雑ざ魚こが、レイフォンの攻撃をこんなに食らって割れねえ？）

　ここまで攻撃を叩き込めれば、ＤＰがもっと上、３０００だとか３５００の相手でも破壊できているはずだ。だがレイフォンの下で倒れ伏しているカードは一向に割れない。

　一方、そんなヨシヒコを踏みつけているレイフォンのほうも違和感を抱いていた。

（……なに、こいつ。攻撃してくる様子が見えなかったけど……。雑魚にしても、なんだか動きが変じゃない？　まるでわざと食らってるみたいな……）

　訝いぶかしみながら、ヨシヒコの頭をぐりぐりとハイヒールで踏みつける。すると、足元のヨシヒコがその細い目でレイフォンのほうを見上げながら熱っぽい調子で呟つぶやいた。

「……はあっ……はあっ……。もっと……もっと、踏みつけてください、お姉さん……」

「っ…………！」

　ぞわわっと背筋を冷たいものが走り、レイフォンがバッとその場を飛とび退のいた。

　見てみると、全身に鳥肌が立っている。

　レイフォンの本能が叫んでいた。こいつ……ヤバい！

「おや……もう終わりなんですか？　いい感じだったのに……。いやあ、まさか美人のお姉さんにハイヒールで踏まれるという行為が、これほどの快楽を与えてくれるとは思いませんでしたよ。新しい扉が開いてしまいそうです」

　そんな事を言いながら、全身ズタボロのヨシヒコがすっくと立ち上がる。

　自分の体を抱きしめながら、レイフォンがひいっと悲鳴を上げた。

「まっ、マスター、こいつなにか変よぉ……。わ、私、こいつと戦いたくなぁい……！」

「おっ、落ち着け、さんざん攻撃をぶち込んだところだ！　もうひと押しで倒せる、しっかりしろ！」

　グンゾウが自分のカードを励ます。相手がそうしている間に、アキトのほうも自分の手札に声をかけた。

「おい、大丈夫かヨシヒコくん！　血が出てるぞ、まだやる気か!?　降参したって……」

「やだなあマスター。これからが良いところじゃないですか。僕もエンジンが温まってきたところです。……ところで、お願いがあるのですが」

　ふっと鼻息で鼻血を吹き飛ばしながら、ヨシヒコが言う。

「できれば、僕の操作を緩めてもらえませんか。もっと僕の意思で動かせてもらえると助かります」

「あ、ああ。君がそう言うなら」

　アキトが困惑した様子で返す。アキトは、今までしっかりとヨシヒコの体の動きを操作していたが、たしかに彼の言う通りもう少し自由にさせたほうがいいのかも知れない。

　カードの操作は、いわば使い手とカードによる共同作業だ。そして、複数のカードを使うようになってから気付いたことだが、カードはそれぞれ丁度いい操り方が違うようだ。

　ロメオとは五分五分でちょうどよかったが、ヨシヒコは６：４ぐらいの比率で多めに任せたほうがいいのかもしれない。

「ありがとうございます。それでは……続きといきましょうか」

　ニヤリとほくそ笑んで、ヨシヒコが歩みだす。

　それを、引きつった顔のレイフォンが迎えた。

「こっ、来ないでよ、変態！　このっ……蹴り殺してやる！」

　叫びながら、レイフォンが自慢の蹴りを旋風のように放った。抜き放たれた刀のような一撃、だが今度は先程と勝手が違った。

　ヨシヒコがゆらりと動き、その蹴りを紙一重で躱かわしてしまったのだ。ヨシヒコのその細い目は、しっかりとレイフォンの蹴りの軌道を追っているように見える。

「っ……このっ！」

　焦あせったレイフォンが続けざまに連続蹴りを放つ。

　膝から自在に角度を変え縦横無尽に放たれるそれは、だがやはりヨシヒコには当たらない。ヨシヒコはやや不格好ながらも素早く動き回り、それらを全て躱してみせた。

　そして、その全てを確実に視界に捉えている……いや、違う。

　ヨシヒコと視線を共有するアキトは、その瞳がどこを向いているのかが嫌になるほどわかってしまった。つまり。

（……ヨシヒコくん……ずうっと、相手の太ももを見てる……！）

　そう。そうなのである。ヨシヒコは蹴りを見ているのではない。相手の太ももを凝視しているのだ。レイフォンの、健康的でスラリと長いその美脚。紙一重で攻撃を躱し続けているのはそれをじっくりと見るためであり、保身や攻撃のためではないのである。

「くうっ、このぉっ……！」

　焦あせったレイフォンが、そこで迂う闊かつなハイキックを放った。

　見え見えの一撃。その瞬間、ヨシヒコの細目がキラリと輝いた。

「……ここだあああああ!!」

　雄お叫たけびとともにその身ががばっと沈み込む。

　レイフォンの蹴りは完全に避よけられ、虚むなしく空を切った。

「しまっ……！」

　レイフォンが焦あせりの声を上げる。完全なタイミングだ。自分は大振りな蹴りを放ってしまい片足で立っている状態、そして相手は自分の蹴り足の陰に隠れてしまった。完全なる死角である。

　ここで一撃を喰くらえば、相手のＡＰが低いとはいえ、ただではすまないだろう。レイフォンは、致命的な一撃が襲ってくることを覚悟した。

（…………あれ？）

　だが、それはいつまでもやってこない。

　蹴りを振り上げたままの姿勢でレイフォンがどういうことかと訝いぶかしみ、足を少しずらして覗のぞき見る。すると……そこには、カエルのように這はいつくばったヨシヒコの姿があった。

　だがなぜか攻撃を仕掛けてくる様子はなく、その視線はじいっと上を向いている。

　そしてその、鼻の下が伸びきった情けない顔。

　ゆっくりとヨシヒコのその視線をたどり……そこで、レイフォンは気付いた。

「……きゃあああああっ！」

　そのままばっと身を翻ひるがえし、自分の着ている服の裾を押さえる。

　そう、ヨシヒコが覗き見ていたのは……レイフォンのスカートのその中身。

　すなわち、パンツだったのである。

「こっ、こいつ、私の下着をっ……戦闘中に何してるのよ！　この、変態！　変態!!」

「ふふっ、レースの紫ですか。いいおパンティを穿はいてらっしゃいますね。その後の反応もグッド。動じないお姉さま系キャラかと思いきや、このウブな反応……たまりませんな」

　レイフォンが真っ赤な顔をしながらヨシヒコを罵倒するが、当のヨシヒコは気にした様子もなく聞きたくもない評価を口にした。

　そうして、ひと仕事終えたとばかりに満足気に立ち上がってみせる。試合には負けるかもしれないが、精神的にはヨシヒコはすでに勝利したと言っていい。

　そんなヨシヒコの背後で、使い手であるアキトも呆あきれた顔で呟つぶやいた。

「……ヨシヒコくん。君ってやつは……」

　そう、ヨシヒコの行動の全ては相手の大振りを誘い、相手のスカートがめくれ上がる瞬間を狙うためだったのである。

　パンツのためならば己のスペックを超えた動きすらしてみせるカード、ヨシヒコ。

　どこか強者の雰囲気すら醸し出し始めたヨシヒコは、アキトを振り返りながら言った。

「マスター。あなた、さっき『俺は全てのカードを使いこなすのが夢だ』みたいなこと言ってましたよね。奇遇ですねえ、実は僕にも似たような夢があるんですよ。それは……」

「……それは？」

　ヨシヒコがにやりと笑い、親指を立てながら続けた。

「『あらゆる女の子カードのパンツの色を確認すること』です……！　へへっ、僕たち仲間ですね！　叶かなえましょう、二人のこの夢をっ……！　さあ、マスター！　今こそ我がスキルを放つときです！　僕に、力を！」

「一緒にしないでくれ！　俺はパンツの色なんか確認したくない！　ていうか、こんなフリでスキルを使いたくなかったぞ、俺は……！」

　心底嫌そうな顔で言いつつも、アキトがホルダーからスキルカードを取り出した。

　そしてそのまま頭上に掲げ、その力を解放する。

「【リビドー戦士　ヨシヒコ】メインスキル……！」

　カードが輝き、ヨシヒコに力が注ぎ込まれた。

　その高ぶりとともに、ヨシヒコが雄お叫たけびをあげる。

「うおおおおっ……！　〈リビドーパワー全開〉!!」

　瞬間、ヨシヒコの体が輝き、爆風のように力が溢あふれ出す。

　その爆風からかばうようにして片手を上げていたグンゾウが、驚きの声を上げた。

「こいつっ……ＡＰがどんどん上がっていきやがる……!?」

　その言葉のとおり、元はたったの３２００だったヨシヒコのＡＰはぐんぐんと上昇していっていた。３５００を超え、４０００も乗り越え……その数値は、実に４７００まで上昇してみせたのである。

「ふうっ……流石さすがによく上がりましたねえ……。どうです、これこそが僕の能力〝リビドーパワー〟です……！」

　漲みなぎる力に、満足気に微笑ほほえんだヨシヒコが言う。

　ヨシヒコの所属するシリーズは特殊能力を持つ学生同士が戦うものであり、当然ながら彼自身もその能力を持つ。そして、ヨシヒコの持つ能力は……〝性的衝動が高まれば高まるほど能力が上昇する〟という、かなりアレなものだったのである。




【リビドー戦士　ヨシヒコ】メインスキル：〈リビドーパワー全開〉

　使用後、それまでの戦闘で高まった性的衝動に応じてＡＰが上昇する。この効果は使用後もこのカードの高ぶりに応じて変動する。




「ＡＰを１５００も上昇させるスキルだと!?　バカな、ランクＲでここまで能力を上げられるスキルは聞いたことがねえぞ……！」

「ふっ、そうでしょう。僕自身も驚いていますよ、自分の力にね……！」

　グンゾウが驚きの声を上げ、ヨシヒコが得意げに答える。

　アキトがヨシヒコを引いてから、まともにこのスキルを使えたのはこれが初めてだったので、自分たちすらどれほど上昇するのか把握できていなかったのだ。

　そんなヨシヒコを驚きよう愕がくの目で見つめながらも、グンゾウが気を取り直すように叫んだ。

「だが……それだけ上がっても、やっぱそんな大したことねえ！　スキル使ってこれなら、最初からそれぐらいの数値のカード買ったほうが断然お得だ！」

「それは言わないでくださいませんかねえ!?　自分でも気にしてるんで！」

　ヨシヒコがぐわっとツッコミを入れる。

　だがすぐに気を取り直すと励起剣を構えなおし、再度レイフォンとの距離を詰めた。

「ですがなんにしろ、これで火力は似たようなもの……遠慮なくこちらから攻めさせてもらいますよ！」

　言いつつ剣を振り上げる。

　自分めがけて振り下ろされるそれをしっかりと目で捉えながら、レイフォンが吠ほえた。

「舐なめるなっ……！」

　そのまま軽くステップを踏み、その一撃をあっさりと避よける。

　いくら数値が上がろうが、こいつ自体の動きはやはり驚異ではない。その事実を確認し、余裕を取り戻したレイフォンが笑みを浮かべた。

「ふん、ようやくまともに戦う気になってくれたみたいだけど、あんた、やっぱり動きは全然ね！　そんなトロ臭い攻撃、私には一生当たりゃしないわよ」

　嘲るような言葉。

　だが、それに対してヨシヒコは笑みを返した。

「それはどうでしょうかね……。お姉さん。肩のところ。切れてますよ」

「えっ……」

　言われてレイフォンが見てみると、驚くべきことに、たしかに服の肩のあたりが僅かに斬り裂かれていた。肌には傷一つないのに、服だけが裂かれているのだ。

（バカな、目測を誤った!?　確かにやつの剣のリーチからは外れていたはず……！）

　レイフォンの心に動揺が広がる。

　だがそうしている間にも、ヨシヒコが剣を構え連続で斬撃を放ってきた。

「そらそらそらそらっ！」

「くっ……！」

　その斬撃を、レイフォンは身を翻ひるがえし躱かわす……いや、躱したつもりであった。

　だが、なぜかヨシヒコの攻撃はことごとくレイフォンの体をかすめていき、その服のあちこちを斬り裂いていく。

　あまりの状況に、グンゾウが悲鳴のような声を上げた。

「バカな！　どうして避よけられない!?　たしかに見切っているはずっ……はっ!?」

　そこで気がついた。グンゾウとレイフォンは、ヨシヒコの剣のリーチを元の形で捉えていた。だが、ヨシヒコの剣は実体を持たないエネルギーの刃やいば。つまり。

「……この野郎、斬撃の瞬間に剣を伸ばしてやがるのか！」

「ふふ……バレてしまいましたか。まあ、そういうことです」

　ほくそ笑んだヨシヒコが、自身の励起剣を軽く振り回す。すると、そのたびに剣が短刀のように縮んだり槍やりのように鋭く伸びたりを繰り返した。

　そう、ヨシヒコは励起剣の長さを自在に調整することができるのである。よって斬撃ごとにそのリーチは変動し、剣筋も変化する。レイフォンたちはそれに翻弄されていたのだ。

「ま、わかってしまえばなんてことない話ですが……だからといって、躱かわせますかね!?」

　言いつつヨシヒコが大振りの一撃を放つ。慌てたレイフォンが跳んで避けようとしたが、そこで大きく伸びたヨシヒコの剣がその体を捉えた。

　そして、次の瞬間。

　レイフォンの胸元が大きく斬り裂かれ、その下から豊かな胸の一部が顔をのぞかせた。

「……きゃあああっ！」

　慌ててレイフォンが手でそこを隠す。それを見ていた観客席から歓声が上がった。

「うおおおっ、いいぞお！　剥むけ剥けー！　やるじゃねえか、なんたら戦士ヨシヒコー！」

「やれー！　戦闘中のハプニングは許容範囲だ！　戦ってんだからしょうがねえよなあ！」

　野郎どもが鼻息も荒くがなりたてる。どいつもこいつもスケベ顔を隠そうともしない。

　それを聞きながら、焦あせった顔のグンゾウがアキトに吠ほえた。

「おい！　カードにわざと服だけ狙わせてんな!?　きっ、きたねえぞ、変態野郎！」

　グンゾウの言葉通り、レイフォンは服こそ斬り裂かれているが、やはりその体には傷一つない。それを見ながら、困った顔のアキトが答えた。

「いや、違うんだ、俺はちゃんと体を狙ってるんだ……。でも、なぜか彼が自分で剣の長さを調整して、服だけ狙いにいっちゃって……」

　そう釈明すると、ヨシヒコはそんなアキトのほうを振り返りながら言う。

「マスター、悪いですが、僕は女性を傷つけるつもりはありませんよ。女性とは愛めでるもの。傷つけるものではないし、野蛮にも割ってしまうなんてとんでもない話です。なので、僕に女性を傷つけさせるのは不可能と思ってください」

「なんだって……!?」

　その言葉にアキトが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。ヨシヒコのメインスキルは、相手が女性でないと機能しない。だというのに、女性を傷つけるつもりはないという。

　つまり……。

「……女性相手に有利な能力を持つカードなのに、女性を攻撃できないって、自分の長所を完全に殺してしまってるじゃないか……！」

　愕がく然ぜんとするアキトに、ヨシヒコがのほほんとした声で返した。

「だから言ったじゃないですか、僕は役に立ちませんよって。ですが……」

　言いつつ、ヨシヒコがさらにレイフォンとの距離を詰める。胸元を隠しながら後ずさっていたレイフォンがびくりとし、ヨシヒコが素敵な笑顔で言った。

「戦闘中の事故で、相手の衣服が破れてしまうのはしょうがないですよねえ。ああ、しょうがないしょうがない！　これも戦うもののサガ、レイフォンちゃん、ごめんなさい!!」

　などと言いつつ、少しも悪いとは思ってなさそうなスケベ顔でヨシヒコが励起剣を振りまくった。そのたびに、体を手で隠しているレイフォンの服のあちこちが次々と斬り裂かれて、レイフォンの美しい肌がどんどんと露あらわになっていく。

「いやあああああん！」

《おおおおっと、これは、もしやと思っていたが……間違いなああい！　高たか槻つきアキト選手、わざとグンゾウ選手のカードの服を狙っているぞおおお！　これは……最低だああ！》レイフォンの悲鳴と、実況の罵倒の声が響き渡る。

　それに釣られて、女性の観客たちが一斉にブーイングを放った。

「サイッテー！　戦闘中の事故に見せかけて女性カードの服を狙うなんて！　ちょっと好みの顔だから応援してたのに、幻滅よタカツキー！」

「死ね、カスカードー！　女の子いたぶって喜んでんじゃないわよー！　糸目！　変態！　ゴミカードー！」

　女性客のブーイングと男性客の歓声が重なり、観客席が大いに沸いた。

　アキトの試合に興味がなかった連中も一斉に試合を見始める。皮肉にも、これはアキトが今まで出た中で一番盛り上がっている試合であった。

「やめろ、テメエ！　人の心がねえのか!?　レイフォンが可哀かわい想そうだろうが！」

「何を言ってるんです、力を使ってお互い破壊しあうのがバトルカードでしょう！　それに、僕がその気ならもう勝負は決まってます、服で済んでるだけマシだと思わないと！」

　グンゾウが悲鳴のような声を上げるが、ヨシヒコは平然と答える。たしかにそれはそのとおりで、ヨシヒコが攻撃を当てていればもう試合は終わっていただろう。

　グンゾウは一瞬ためらったが、服のあちこちを斬り裂かれたレイフォンを見つめた後、さっとその前に飛び出して盾となりながら叫んだ。

「降参！　降参だ！　俺の負けでいい、終わりにしてくれ！」

　瞬間、ブザーが鳴り響き勝敗が決まった。

《おっとここでグンゾウ選手、たまらず降参だー！　タカツキ選手、相手の服を引き裂いて降参させるという卑劣作戦で勝利！　だがここはあえて言わせてもらいましょう……サイッテー！》

　女実況者が本音ダダ漏れの罵倒を入れる。観客席も大盛りあがりだ。

　そんな中、へたりこんだレイフォンがグンゾウを見上げながら半泣きで言った。

「マスター……怖かったぁ……。ごめん、負けちゃったぁ……」

「いいんだ、レイフォン、野良犬に噛かまれたと思って忘れよう……！　あんな奴との試合を受けた俺が悪かった。今日は、うまいもの食わせてやる、さあ、帰ろう……」

　言いつつアーノルドが自分の上着をレイフォンにかけてやる。

　その姿を見ながら、ヨシヒコが舌打ちした。

「ちっ、もう少しで大事なところまでいけそうだったのに……。まあ、僕も鬼じゃないですから、本気でそこまでやる気はありませんでしたけどね。……やりましたよ、マスター。僕、勝ちました！」

「ヨシヒコくん……君ってやつは……」

　くるりと振り返り、いい笑顔で報告してくるヨシヒコに、アキトは白目をむいて呆あきれた声を返した。

「やる気がないとか、自信がないのはわかるけど、こちらの操作を無視して突っ走ったり、攻撃を勝手に外して服を狙ったりとかはどうなんだ……？　君、自由すぎない？」

「だから何回も言ったじゃないですか、僕は役に立たないって。まあこれに懲りたら僕で試合に出るのはやめたほうがいいですよ。あのとおり、観客からも嫌われちゃいますし」

　ヨシヒコが白けた表情で観客席の方を一いち瞥べつする。ヨシヒコに対する罵声、怒号。だがヨシヒコはには届かない。どうでもいいのだろう、自分の人気やカードとしての評価など。

　その横顔を見ながら、アキトは思った。なるほど、試合が嫌いなわけだ。

　彼は自分が観客に嫌われることをわかっていたのだ。

「まあこれが最後でしょうし別にいいですけどね。僕はこういうやつなので、このとおり試合には使えません。だから……」

「いや、そんなことはないぞヨシヒコくん。君が、〝そう〟だというのならば、俺もそのつもりで覚悟して君を使うよ。これからもよろしくな」

「……は？」

　つまらなさそうに言うヨシヒコ。だがそれを遮ってアキトが言う。

　思わずヨシヒコが間の抜けた顔を向けたところで、アキトが満面の笑みで続けた。

「対女性カードとも言える性能なのに、相手を傷つけられない。変態的性質を持ち、相手に嫌われやすい。だが持ってる武器はすごく面白いし、ＤＰが低いのになぜか恐ろしく頑丈でしぶとい。……いいじゃないか、実に個性的なカードコンセプトだ！　今はこうでも、一緒に続けていればいつかみんな認めてくれるさ。だから……」

　ヨシヒコの目を真まっ直すぐに見つめてアキトが言う。

「いつか、俺と君で最高にいい試合をして、本当の意味で観客を沸かせてみせよう……頑張ろうな、ヨシヒコくん！」

「…………あなた、本当に変わったマスターですねえ」

　熱意を持って言うアキトに、ヨシヒコが心底呆あきれた顔で答える。

　本当に、何を考えているのかこのマスターは。自分など使っていては、マスターとしての評価が下がるだけなのに。

　なんにしろ、こうして二人はコロッセオでの初戦を勝利で収めた。……高い代償を支払ってではあるが。
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「さあ、そんなわけで今度は君の番だ！　頑張ろうな、アンジェリカ！」

「ほっ、本当に、行くんですか!?　ヨシヒコさんのあの試合の後なのに!?」

　ヨシヒコの試合から更に一時間ぐらい後、コロッセオの試合場入場口。そこでアキトが元気な声でそう言い、怯おびえた表情のアンジェリカが悲鳴のような声を上げた。

「もちろんだ、ミシェットとヨシヒコくんの両方で勝って完全に上り調子じゃないか。それに続こう、アンジェリカ」

「で、でも、ヨシヒコさんの試合、かなりアレでしたしっ……。こ、このまま出たら、私達たちきっと凄すごいブーイングを受けちゃいますよっ……！」

「ああ、そうか。ホルダーの中からでも外の状況は見えるんだったね。じゃあ皆、ヨシヒコくんの試合を見てたのか」

「ええ、まあ……。ミシェットさんは笑い転げてましたけど、他の皆は引いてました……」

　ホルダーがオンになった状態ならば、カードたちは外の状況を把握することができる。

　これは手札を入れ替える際に、コールされたカードが戸惑わないための処置だ。

「今出ると、多分、ものすごくあれこれ言われちゃう、と、思うんです……。ひ、日を改めちゃ駄目なんですか……？」

「大丈夫だって、観客がどう思おうと俺たちは俺達の試合をするだけだよ。……さあ、そろそろ時間だ。いこう、アンジェリカ」

「あっ……！」

　怯えた表情のアンジェリカの手を取って、アキトが試合場に歩みだした。そしてその姿が衆目に晒さらされると、待ってましたとばかりに実況が吠ほえる。

《出たー！　タカツキ選手の入場です！　先程の試合であれほど不評を買ったのに、平然と次の試合に顔を出してきました！　この男のメンタルは鋼でできているのかー!?》

「てめえ、あんなクソ試合で勝って調子乗ってんのかカスがコラァ！　マスターの風上にもおけねえ、恥を知れ恥を！」

「サイテー、カードをやらしい目で見ないで！　でもイケメンカードの服をちょっとだけ脱がしちゃうとかなら無きにしもあらずよ！」

「てめえ、今度はいやらしい女カード連れてきやがって！　そのカードにも悪いことしてんのかコラァ！　つーか今度はそのカードでやらしーことする予定ですかグヘヘ！　なんてやつだグヘヘ、ゆるせねえよグヘヘヘヘヘヘ期待してます！」

　悪意のある実況に続いて、またもや観客たちが騒ぎ立てる。中には本音がだだ漏れの輩やからもいるが、基本的にアキトを罵倒する内容だった。

　どうやら、すっかり悪役として認識されてしまったらしい。

「あっ、あうっ……」

　その雰囲気に、アンジェリカが怯おびえ竦すくむ。

　自分のことを言われているわけではないのに、恐怖で身が縮こまってしまう。

　そして、そんな彼女の前に次の対戦相手が現れた。

　ぬっ、と巨大な影が立ちはだかりアンジェリカを覗のぞき込こむ。

　全長10メートルを超す巨大な金属のボディ。アンジェリカの体の何倍もある太い鋼鉄の腕、そして人間のように二つの目を持つ珍妙な頭。

　それは、巨大な人型ロボットであった。

「ひっ……」

　アンジェリカが小さな悲鳴を上げる。

　するとそのロボットのスピーカーから何者かが語りかけてきた。

《ふうん、やはり小さいなあ！　小さい小さい、その程度のカードでこの【ハイパーロボッツ　アイアンザンド】とやり合うつもりか！　笑止！　まったくもって笑止!!》

「……その声……もしかして、マスター自らロボットに乗っているのか？」

　あたりを見回し、相手のマスターの姿がないことを確認してアキトが尋ねると、その声は得意げに答えた。

《ロボットではない、ハイパーロボッツだ！　だがそのとおり、俺は〝壊し屋〟の異名を持つダニーロ！　今からテメエのカードをぺっちゃんこにしてやるから覚悟しろ！》




【ハイパーロボッツ　アイアンザンド】

　ＡＰ：４７００　ＤＰ：４３００




「……また壊し屋か……。異名が壊し屋のやつ多くない？　もうこれで三連続壊し屋だぞ」

　自慢げなその声にアキトがツッコミを入れる。

　こういったロボットのカードであっても普通は外から操作できるのだが、相手のマスターはどういうわけかわざわざ乗り込んでいるらしい。

　……ついでに言えば、異名が壊し屋のマスターはコロッセオだけで数十人いる。誰にでもつけられやすい異名なのだ、壊し屋というものは。

　そんな相手を見上げながら、怯おびえた様子でアンジェリカが言った。

「こっ、こんなのと、今から一人で戦うんですかっ……。むっ、無理ですっ……とっても強そうだし、私なんかじゃ……ま、マスターに、損をさせてしまいます……」

　その言葉にアキトはやや驚いた顔をしたが、にこりと微笑ほほえむとアンジェリカに言った。

「大丈夫、あぶなくなったらちゃんと降参するよ。だけど、一つだけ言わせてくれ……」

　そしてその瞬間、開始の合図が鳴り響いた。

《それでは、試合開始ー！》

　実況の声とともに、アイアンザンドがその巨大な腕をアンジェリカ目掛けて振り下ろす。

《とっとと割れてしまえ、俺のアイアンザンドの強さを誇示するためにも！》

　その一撃をしっかりと目で捉えながら、アキトが続けた。

「あのカードより、絶対に君のほうが強い。だから、自信を持って……さあ、跳んで！」

「っ……！」

　瞬間、アキトの操作に従いアンジェリカの細い体が飛び上がった。その体が一瞬前まであった場所にアイアンザンドの拳が叩たたきつけられ、轟ごう音おんを鳴らす。それを目で追いながら着地したアンジェリカが、そのまま低い姿勢で地を這はうように駆けだした。

《うおっ、こいつ、ちょこまかとっ……。この、この！》

　その素早さに驚いたダニーロが、慌ててアイアンザンドを操りその巨大な足で踏みつけようとするが、アンジェリカは素早く走り回りすべて避よけてしまう。

　だが同時にアンジェリカも迂う闊かつに攻撃を仕掛けられない。相手はＤＰが高く、また巨体であるから半端な攻撃ではかすり傷にもならない。攻撃する箇所をよく考えなければ。

　そう考え、さらに放たれた大振りな一撃をあっさり躱かわすと、アンジェリカはそのまま相手の股の下に飛び込んだ。

《あっ、変なところに入るな！　この、どこだっ！》

　操縦席からは見えない、完全なる死角に飛び込まれてアイアンザンドが右往左往する。それを尻目に相手の背後に走り抜けたアンジェリカが、アイアンザンドの膝の裏を目掛けて伸ばした爪を振るった。

「やあっ！」

　ザリッと金属が斬り裂かれる音がして、その部分に傷が入る。

　いくら装甲が硬い相手でも、関節部分を狙えばいくらかは脆もろいものだ。だが、それでもアイアンザンドの分厚い装甲を一撃で斬り裂くことは出来ず、その内部までは届かない。

　そこで、体勢を立て直したアイアンザンドが振り返って横よこ薙なぎの蹴りを放ってきた。

「アンジェリカ、もう一度跳んで！」

「はっ、はい！」

　アキトの指示で再びアンジェリカの体が飛び上がる。だが、今度は状況が違った。

　相手は避よけられることを想定して、その一撃とともに、アイアンザンドの肩口に搭載されたチェーンガンをアンジェリカ目掛けて掃射してきたのである。

《そう来ると思ったぜ……死ね！》

「っ……！」

　空中でアンジェリカが身を強こわ張ばらせる。

　弾丸は正確にアンジェリカ目掛けて飛来してくる。避けられない……！

「アンジェリカ！　爪で斬り払え！」

「っ！」

　その瞬間アキトの指示が飛び、その操作とともにアンジェリカの両方の爪が高速で振るわれた。それは正確に全ての銃弾を捉え、斬り裂き、弾はじき飛ばす。

　そしてそのまま無事に着地すると、アンジェリカはまた低い姿勢で疾駆し相手をかき乱し始めた。

《くっ、この、このっ……！》

　焦あせった相手は無む茶ちや苦く茶ちやに拳や足を叩たたきつけるが、全てアキトたちに読まれて一撃も当てることができない。そうする間にもアンジェリカは相手の腕や足の関節部分に少しずつ爪による一撃を当てていき、その装甲を削っていく。

《くそっ、しまった、パイロット気分を味わうためにアイアンザンドに乗り込んでしまったせいで視界が悪いっ……死角が多い！》

「ですよね、なんで乗り込んじゃったんですか。視界を一つ損してるだけじゃないですか」

　相手マスターが焦った声を上げ、アキトがツッコミを入れる。

　相手のロボットは、おそらく頭部についたカメラで外の映像を映すタイプだ。それゆえ、そのカメラで捉えられない部分は死角となる。相手マスターが地上にいたらそれもカバーできるだろうに、乗り込んでしまっては台無しだ。

　まあもっとも、パイロット気分を味わいたいから乗り込むというこだわり部分には、アキトも大いに共感するところではあるのだが。

「やあああっ……！」

　か細い気合いの声を上げながらも更にアンジェリカが相手の装甲を削る。致命打でなくとも、試合が時間切れになり判定勝負になった時、その一撃一撃は評価を受ける。

　大きな一撃を狙わず、アンジェリカたちは少しずつポイントを稼ぎ続けた、が。

《おおっと、これは長丁場の試合になってまいりました！　アキト選手、少しずつポイントを稼いでいきますが……言ってはなんですが、先の試合に比べ、実に地味ーな試合展開となってまいりましたー！》

　実況が身も蓋もない事を言い、観客たちも少し白けた表情を浮かべ始める。

「なんだあ、一戦目はスピードスターでド派手に勝利して、二戦目はとんでもねえ外道作戦で勝ったと思いきや、三戦目は地味なカードで地味ーにポイント稼ぎかよ、つまんねー」

「今度は何をするかと思って見てたら、塩試合じゃねーか！　おい、もっと派手にやれよ、退屈だぞ！」

　口々に勝手なことを言い、また飽きた様子でアキトの試合を見るのをやめてしまう。

　観客たちのそういう空気を感じ取って、アンジェリカが青い顔をした。

（どっ、どうしよう……。私が地味なせいで、マスターの評判が下がっちゃうっ……）

　自分が地味であることはアンジェリカ自身、自覚していた。

　圧倒的な速度を誇るミシェットや、堅けん牢ろうな防御のロメオ、そして色物のヨシヒコ。

　彼らと比べて、自分がいまいちぱっとしないことは嫌でもわかる。

　攻撃手段といえばほとんどが爪による攻撃だし、戦い方もぴょんぴょん跳んで避よけながら相手の隙を窺うかがうようなやり方だ。

　地味という評価が自分にだけ向けられるのならばまだいい。

　だが、マスターにそれが向けられることには強い抵抗があった。

（マスターは今、売り出し中で人気が大事な時期……。わ、私のせいで評判が落ちちゃったらどうしようっ……）

　アキトのカードになってまだ日は浅いが、それでも彼が自分たちを大事にしてくれていることはわかる。特に、うぬぼれかもしれないが、自分のことは特に目をかけてくれているのではないかとも、少し、思う。

　理由は、おそらく自分が彼の友人から託されたものだから。

　そのことを、アンジェリカはキャロから聞いて知っていた。

　そんな自分が、彼の足を引っ張るなど……あってはならない。

（も、もっと派手に戦わなくちゃっ……もっと……！）

　その時、再びアイアンザンドの鋼鉄の腕がうなりをあげてアンジェリカに迫った。

「アンジェリカ、回避だ！」

　アキトが指示を出しアンジェリカを跳躍させようとする。

　だが、アンジェリカはそれに逆らい、その場に踏みとどまった。

「アンジェリカッ……!?」

　アキトが驚いた声を上げるが、アンジェリカは両手の爪を目の前に掲げて相手の一撃を受け止める動作を取る。

（逃げてばっかりじゃ駄目、ぶつかり合わないとっ……）

　瞬間。アイアンザンドの拳がアンジェリカを直撃し、その細い体が跳ね飛ばされた。

「っ……きゃああああっ！」

「アンジェリカッ！」

　アンジェリカが悲鳴を上げながら吹き飛び、アキトがその名を叫んだ。そのままアンジェリカの体はコロッセオの壁面に激突し、そこにヒビを走らせた後ドサリと落ちる。

　それを見た観客たちは一斉に歓声を上げた。

「うおおおっ、痛いのが入ったー！　いいぞ、やっちまえ！」

「なんだなんだ、急にやられやがって！　強いカードや汚い手に頼らないとそんなもんかよ、タカツキー！　ざまあみやがれ！」

　口々に好き勝手なことを叫ぶ観客たち。一方、ようやく一撃を当てられたダニーロが満足気にアキトに通信をよこした。

《ようやく捕まえたぜ……どうした、疲れてきて動きが鈍ったか？　そうだとしても遠慮はしないぞ、こっちも随分とやられてフラストレーションが溜たまってるんでな！》

　言いつつ、アイアンザンドをドシンドシンと前進させてアンジェリカのほうに向かう。当のアンジェリカは壁に手をついてどうにか起き上がるが、その体はあちこち傷つき、服は破れ、痛ましい姿となっていた。

「アンジェリカ、大丈夫か!?　……どうしてっ……。避よけれた一撃だろう!?」

　アキトが駆け寄りながらそう声をかけると、アンジェリカは苦しげな表情で答えた。

「ごっ、ごめん、なさい……でも、私、少しでも良い試合にしたくて……」

「っ……」

　その言葉に、アキトがはっと息を呑のむ。その言葉の意味が理解できたからだ。

　彼女が、自分の欲のためにそういう事を言うキャラクターでないことはよくわかっている。ならば、おそらくそれは自分のためだ。

　アンジェリカに、気を使わせてしまった……。

　自分の、マスターとしての不足を感じ、アキトは己を恥じた。

「……いや、反省は後だ。……いいかい、アンジェリカ。君は、そんなことを考えなくていいんだ。君は、君らしく戦ってくれればそれでいいんだよ」

「えっ……」

「観客なんて気にするな。彼らは客かもしれないが、実際に戦うのは俺達たちだ。どう戦うかは、俺達の自由。周りを気にして、自分らしくないことなんてしなくていい。もしそれが振るわなくて、負けたり、罵倒されたりしたとしても」

　そこでアキトは一旦言葉を切り、そしてアンジェリカの目をじっと見つめて言った。

「その評価は、俺が受ける。全部はマスターである俺の責任だ。だから、君は責任なんて感じなくていいんだ。君は、君らしく戦ってくれ。それが、俺にとって一番の願いなんだ」

「っ……」

　アキトの熱の籠こもった言葉に、アンジェリカが息を呑のむ。何か答えたかったが、そこでアイアンザンドが攻撃範囲に到達し、再度の攻撃を仕掛けてきた。

《もう一撃は耐えられまい！　割れてしまえ！》

　叫びとともに、巨大な機械の腕が振り下ろされる。

　それに合わせて、アキトが吠ほえた。

「いけっ、アンジェリカ！」

　その言葉に後押しされるように、アンジェリカが再び駆けた。左右にではなく、まっすぐアイアンザンドにめがけて。そのまま恐れることなく駆け抜け、ギリギリのところで相手の拳をくぐる。アイアンザンドの拳が地面に突き立ち、響き渡った轟ごう音おんを背中にアンジェリカがその足元をくぐり抜けた。

《くそっ、まだこれほど動けるとは……！　また同じことを繰り返すつもりか!?》

　ダニーロが慌ててアイアンザンドを振り返らせる。

　試合の残り時間もそれほど残っていない。このまま判定となると勝敗は怪しい。どうにかもう一撃を入れて、はっきりと決着をつけねば。

　だが焦あせる相手と違い、一方のアンジェリカは、不思議な感覚にとらわれていた。

　重たい一撃を食らったはずなのに、なんだか妙に体が軽い。

　体が熱っぽく、内側から力が湧いてくるのを感じる。

（なんだろう……さっきまでとは、ぜんぜん違う……！）

　アキトとアンジェリカは、練習を通し仲を深めてきたが、それでもどこかに壁のようなものがあった。それは、引っ込み思案なアンジェリカが誰に対しても作ってしまう壁だ。

　だが、それが先程のやり取りで綺き麗れいに消えてしまったように感じる。

　──アキトの操作がピタリと自分に寄り添ってくる。強制するでもなく、だが頼りないわけでもなく、ただ、たしかにそこにいて共に戦ってくれている。

　アイアンザンドの苛烈な攻めを躱かわしながら、ふとアキトのほうに目がいった。すると、アキトもこちらを見つめていて、その顔には僅かな笑みがあった。

　自分を信頼し、その勝利を確信している笑顔。

　アンジェリカは、自分の顔にさっと朱が差すのを感じた。

《今度こそ……割れろ！》

　そこで再びアイアンザンドがその拳を振り下ろしてきた。

　だが、みえみえのその一撃をアンジェリカはわずかに後方に跳んであっさりと躱す。

　相手の腕が地面に突き立つのを確認して、アキトが叫んだ。

「今だっ……いけ、アンジェリカ！」

「はいっ！」

　瞬間、アンジェリカの体が飛び上がり、振り下ろされたアイアンザンドの腕の上に乗った。そのままそこを架け橋として前方転回の要領で跳ね上がり、相手の頭部に到達する。

　そして、ずっと高い位置にあって狙えなかったそこ……頭部にあるその一点を目掛けて、渾こん身しんの力を込めてアンジェリカが爪を振るう。

「やああっ！」

　その一撃は、アイアンザンドの硬いボディ、その中で数少ない脆もろい部分……すなわち、そのメインカメラを引き裂いた。

《うおおおっ、バカな!?　メインカメラがやられただとおっ！》

　相手マスターが動揺の声を上げる。コクピットから一気に視界が奪われ、腹部についたサブカメラでしか外を確認できなくなる。そうして動揺する相手を尻目にアンジェリカは相手の背後に着地し、もう一度渾身の力を籠こめて相手の膝の裏を引き裂いた。

　何度も一撃を与えたその部分。ついには装甲が完全に引き裂かれ、内部の装置が破壊される。支えを失い立っていられなくなったアイアンザンドが、がくりと膝をついた。

　そうしてアンジェリカは無防備な状態になったアイアンザンドに再び飛びかかると、その首の付根、人間ならば脊椎がある場所めがけその鋭い爪を振りかぶり、突き刺した。

「やあああっ！」

　爪が装甲を突き破って内部に至り、破壊していく。アイアンザンドの操縦席では異常を知らせるアラームがひっきりなしに鳴り響き、ついにダニーロが悲鳴のような声で告げた。

《ちくしょおおっ……降参、降参だ！　まいった、俺の負けだ！　もう勘弁してくれ！》

《おおっと、ここで降参が入りました！　勝負あり！　勝者、タカツキ選手！　これで本日、三枚のカードを使って三回目の勝利でーす！　やるじゃん！》

「えっ……」

　実況が勝敗を告げ、必死に攻撃を続けていたアンジェリカが我に返る。

　すると、観客たちが自分に向けて拍手と祝福の言葉を投げかけているのが聞こえてきた。

「おおー！　途中まではすげえしょっぺえ試合だったが、最後んところは見ごたえあったぞ！　やるじゃねえか、緋ひ眼がんのなんたら！」

「強いカードや汚い戦術に頼らなくても勝てるんじゃねえか！　ダメージを蓄積させて止とどめとは、いい勝ち方だ！　最初からそれやっとけ、おめでとさん！」

　アイアンザンドから飛び降りて、はあはあと荒く息をつきながら、アンジェリカがそれを信じられない思いで見つめる。

　そうすると、いつのまにか隣に立っていたアキトが言った。

「お疲れ様、アンジェリカ。いい試合だった……うん、すごくいい試合だったよ。ありがとう。俺も、一緒に戦っていてとても楽しかった」

　そうして、本当に嬉うれしそうな笑顔を浮かべる。穏やかな、満足そうな笑顔。それを見ながら、アンジェリカは自分でも少し信じられないような感情を自覚した。

　……楽しかった。そう、楽しかったのである。

　引っ込み思案で戦うことが嫌いなはずの自分が、最後は何もかも忘れ、ただ勝ちたくて戦っていた。二人でこの相手に勝ちたいと、その一心だったのだ。その結果、勝ち取った勝利。それがじんわりと心に広がっていき、深い充足感を与えてくれる。

　だが、同時にそれだけでないものもアンジェリカは感じていた。

　すなわち、目の前にいる自分のマスター、アキトへの思いだ。どこか強こわ張ばった、下手くそな笑顔。だが、それを見ていると、自分の中からなんとも言えない感情が湧き出してくる。

　胸が高鳴り、頬ほおが染まる。

　こんなことはいけないことだ、と、そう思ってしまう。




　そうだ、こんなこと……カードが、持ち主に特別な感情を抱くなんて。

　──そんなこと。きっと、許されない。




　……こうして、アキトは三枚の新たなる仲間とともに勝利を重ね、この日よりその奇怪な戦いぶりからある異名で呼ばれるようになる。

　すなわち……〝変態カード使い〟、と。
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「はい、じゃあそういうわけで……かんぱーい！」

「「「「「「かんぱーい！」」」」」」

　コロッセオの周囲に軒を連ねる飲食店。その一軒の個室にキャロの上機嫌な声が響き、それに六つの声が続いた。アキトと、ロメオらその手札たちのものである。

　椅子に座った彼らの手にはそれぞれドリンクの入ったグラスが握られ、テーブルの上には肉や魚などを使った豪勢な料理が並んでいる。

　その日、アキトはカードたちを引き連れて食事に来ているところであった。

「いやあ、しかしほんといい感じで勝ててますねえ、マスター！　何十戦もして勝率八割超えは大したもんですよ！　掛け金が大きい試合では常に勝ってますし！　お金が儲もうかって、お酒がうまい！　ヒャッホー！」

　片手に札束を大事そうに握り、もう片手で度数の低い酒の入ったグラスを振り回しながらキャロが言う。満面の笑顔。

　一ヶ月ほどでアキトが２００万を超える儲けを叩たたき出したのだから、守しゆ銭せん奴どのキャロとしてはそれも当然と言えるかもしれない。

「ああ、皆が頑張ってくれてるからね。特にミシェットには、大いに勝ち星を挙げてもらった。ありがとう」

「おいおい、礼を言うようなことじゃないだろう。俺はあんたの手札なんだ。勝ったのはあくまであんたの実力……と、言いたいところだが、やはり俺の手柄でもあるな！　はっはっは、もっと褒ほめてくれ！」

　アキトがミシェットのグラスに酒を注ぎながら言い、ミシェットがふざけた調子で答える。そのままグラスを呷あおって空にすると、満足げな顔で続けた。

「ううん、高い酒ではないが悪くない。カードの身で酒にありつけるなんてそうそうない機会だ、せいぜい楽しませてもらうとしよう」

「……お前、体が機械なのに味がわかるのか？　どういう構造なのか至って疑問なのだが」

「それは俺も疑問だ。まあそういう機能が体についてるんだろうさ。今この瞬間はそう作ってくれた女神に感謝だがね……おっと、そいつはいただきだ」

「あっ、おいィ!?　それ俺のぉ！」

　ミシェットの隣に座ったロメオが不思議そうに尋ね、ミシェットが答えるとともにロメオの目の前にあった寿す司しを素早い動作でかっさらった。抗議するロメオを尻目にそれを口に放り込むと、ニヤリと笑みを浮かべる。

「悪いがこういうのは速いもの勝ちだ。好物は最後に取っておくと奪われるぞ、覚えておけ」

「……そうか。では、こいつは俺がいただく」

「あっ、お前、俺のからあげに何をするっ……やめろ、レモンをかけるな！　俺はかけない派なんだよ！」

　などと、いい歳としした風ふう体ていの二枚が子供のようなやり取りではしゃぐ。さらにその隣に座ったヨシヒコが、バタバタと暴れる二人を嫌そうな顔で見ながら言った。

「お二人とも、本当に騒がしいですねえ……。うちのツートップがみっともない。まあでも折せつ角かくの機会ですし、ここは僕も肉をいただきましょうかねえ、肉を」

　言いつつ、テーブルの中央にでんと置かれた巨大な厚切りローストビーフの皿に箸を伸ばす。しかし箸がそれを捕えるより早くキャロルの手がすっとその皿を引き、ヨシヒコの箸は虚むなしくテーブルを突いた。

「……キャロルちゃん……何な故ぜ？」

「何故？　何故ですって？　自分の胸に手を当てて、よーく考えてみなさいヨシヒコ。あんたに、肉を食う権利があるのかどうかを、ね！」

「うっ！」

　恨みがましい目をしながらヨシヒコが問うと、キャロが冷めた表情でそう返す。思わず怯ひるんだヨシヒコに、キャロが追撃をかけた。

「出る試合出る試合負けばかり、それもまるで見るところのないカスみたいな負け！　せっかくミシェットやアンジェリカちゃんが稼いだ金を、見事に減らしてくれちゃってまあ！　いい、本来はあんたなんて家でお留守番しながらドッグフードでも食ってるのがお似合いなのよ！　そんななくせに、真っ先に肉を食おうなんて厚かましいにもほどがあるわ、身の程をしりなさい、この駄犬！」

「ひっ、ひどい！　僕が悪いわけじゃないでしょう！　僕は何度も、役に立たないので他のカードで試合に出てくださいってマスターに言ってるんです！　それを、マスターが無理やり引っ張り出すせいでそうなったんじゃないですかあ！　僕は悪くない！」

「あんたみたいなのでも使い道を探しちゃうのが、うちのマスターなんだからしょうがないでしょ！　そこはあんたも、もうちょっと頑張って少しは勝ってみせるところでしょうが！　それを、やる気のない試合ばっかり連発しやがって！　この、やくたたずの穀ごく潰つぶし！　ウンコスキル！　取り引き価格５０００ＧＰの激安カード！」

「あー、それ言っちゃいますかねえ!?　値段の話はあんまりじゃないですか！　それを言っちゃあおしまいだ！　そりゃ僕は安いですよ、でも値段でカードの価値を決めるのってどうなんですか！　……そもそもマスター、どうして僕を試合で使うんです!?　しかも、最近は男のカードとか機械カードの相手ばかり！　せめて女の子と戦わせてくださいよ！」

「ああ、それは無理だ。君との試合を女性カードで受けると辱めを受けるって噂うわさになってるらしい。君を叩たたき割ってくれたらお礼をするって人までいて、最近はそれ目当ての対戦相手もいてね。前回とか相手の殺意が凄すごかったろう、そういうことだよ。……でも、最近はそれでも勝てそうな試合も多い。頑張っていこうな、ヨシヒコくん」

「……地獄じゃないですか、やだああああああ！」

　話を振られたアキトが笑顔で答えると、ヨシヒコが椅子ごとひっくり返りながら絶叫を上げた。

「自業自得よ、バーカ。あんたのせいでマスターの評判が落ちてるんですからね、ここから挽ばん回かいしないと承知しないわよ」

　それを見ながら、舌をべっと突き出したキャロがローストビーフをアキトの皿に山盛りに乗せつつ続ける。

「さあ、マスターはどんどこ食べてくださいね、どんどこ。力をつけて、もっともっと稼いでもらわなくちゃいけないんですから。うふふふふ、ほーんと勝てるマスターっていいですねえ。お金が増えて、そのお金を使ってまたお金を増やして……なんていいサイクル！　楽しいですねえ、マスター！」

　さらに次から次へと料理をアキトの前に並べだす。大食いではないアキトは少し困った顔をしたが、キャロが嬉うれしそうなので自分も嬉しく感じていた。

　使える金が増えて、キャロはそれを使いさらに金を増やしてくれている。それがお金が大好きなキャロにはたまらないのだろう。

　具体的にどういう方法で増やしているのかは教えてくれないので一抹の不安はあったが、この金銭面の相棒が楽しそうだと自分も嬉しい。

　一方、アキトの口から知りたくもない真実を知ってしまったヨシヒコは、倒れたまましくしくと涙を流しており、その様子を困ったような笑顔で見ていたアンジェリカが優しく声をかけた。

「で、でも本当に、最近、頑張ってますよね、ヨシヒコ、くん……。す、すごく丈夫で根性があるって褒ほめてくれる観客の方もいますし……。だ、だから、がん、ばりましょう……ね？」

「あ、アンジェリカちゃん……。ありがとう、僕に優しいのは君だけだ……！」

　倒れた姿勢のままアンジェリカを見上げ、ヨシヒコがじーんとした様子で呟つぶやく。

　キャロがそんなヨシヒコを白けた顔で見ながら言った。

「ヨシヒコ、あんた私にはすぐセクハラするくせに、アンジェリカちゃんにはしないよね。なんで？」

　ヨシヒコは、隙あらばキャロのスカートの中を覗のぞこうとしたり、露出しているへそを凝視したりとやりたい放題だが、不思議とアンジェリカにはそういうことをしない。

　それを不思議に思ったキャロがそう聞くと、ヨシヒコが立ち上がって椅子に座り直しながら苦笑いで言った。

「だって、アンジェリカちゃんっておとなしいから、そういうことやったらなんかガチで嫌われそうじゃないですか。汚れてなくて、清純な感じだし。でもキャロルちゃんなら怒りつつも許してくれそうだし大丈夫かなーって」

「それ、私が汚れてるって意味？」

　言いつつ、キャロがその指をヨシヒコの両の目にぶっ刺した。

「ぎゃあああああっ！　目が、目がああああ！」

　ヨシヒコが絶叫を上げ目を押さえながら再び倒れ込む。

　突いた自分の指をおしぼりで念入りに拭きながら、忌々しげにキャロが吐き捨てた。

「ああもう、私の指先が汚れちゃったじゃない……！　どうしてくれんのよ、ヨシヒコ！　あんた責任とって腹を切りなさい、腹を！」

「りっ、理不尽すぎる、あんたが勝手に突き刺したんでしょ!?　マスター、なんとかいってくださいよ！」

「二人は本当に仲良しだな。俺は嬉うれしいよ」

「「どこが!?」」

　アキトがとぼけた返事をし、二枚がツッコミをいれた。

　そしてまた言い合いを始めた二枚をアキトは微笑ほほえましく見つめていたが、そこで隣に座るファムがテーブルの上の皿に箸が届かず苦戦しているのに気付いた。

「ファム、これか？　取ってやろう」

「あっ……」

　そう言って、アキトが取り箸でファムの取ろうとしていた魚料理を小皿に乗せてやる。

　すると、ファムはそれをしばらくじっと見ていたが、やがてアキトのほうを見てその可愛かわいらしい口を開けてみせた。

「マスター……あーん」

「えっ」

　アキトが驚いた声を上げるが、ファムは気にせず口を開けたまま目を瞑つぶって待っている。

　しかたなしに、今取り分けた魚を一切れその口にそっと入れてやると、ファムは嬉しげにそれを噛かみ締めた後、満面の笑顔でアキトの胸元に飛びついてきた。

「マスター、ありがとう！　大好き！」

「おっ、おいおい……」

　そのまま胸元でゴロゴロと猫のように喉を鳴らすファム。アキトは困ったような表情でそれを抱きとめる。

　手元に来たときはあれほど警戒心の強かったファムだったが、アキトが自分の嫌がることをしないしとても優しいと理解するや、このなつきぶりである。

（……こうなつかれると、無理もさせにくいんだよなあ……）

　アキトはまだファムと試合に出たことがなかった。

　別に可哀相だからとかそういう理由ではなく、単純に彼女の能力が地上での一対一に向いていないせいである。

　しかし実戦に向けて練習は積んでいるし、ファムもそれに答えてよく頑張っている。

　ファムがなついたのは、アキトが自分をバトルカードとしてよく使おうとしていることが通じているのもあるのだろう。

　主人とペットのようにくっつきあう二人。

　そんなアキトたちを、じっと見つめる者がいた。アンジェリカである。

（……羨ましい……）

　ベタベタとアキトにへばりつくファムを見ながら、密ひそかにそんな感想を抱く。

　ファムは最近、隙を見てはこうしてアキトにへばりついている。

　アキトが事務所でコロッセオの試合を観戦していればその膝の上に座るし（ホルダーにはコロッセオの試合を映し出す機能もついている）、昼寝をしていればその隣で寝たがる。

　まるでよくなついている猫のような動きだが、もし、もしも自分が同じことをマスターにしたらどうなるだろうかと考えずにはいられない。

（……ダメダメっ、何を考えてるの私っ……）

　そんなこと、許されるわけがない。ファムはそういうキャラだから許されるだけだ。

　もし自分がそんなことをやったら、きっとアキトは驚いた顔をするだろう。

　そしてそのあと、きっと困った顔をさせてしまう。

　……けど、もしかしたら。もしかしたら……彼は、喜んでくれる、かも。

（……ダメダメ、何をバカな……。駄目よアンジェリカ、勘違いしちゃ駄目！　ちょっとマスターが優しくしてくれるからって、マスターは誰にでも優しいだけなんだからっ……）

　ブンブンと頭を振って妄想を振り払う。

　アキトは、優しい。本当に大事に、自分を包み込むように操作をしてくれる。

　だがそれは自分にだけではない。

　アキトにとって、全てのカードは尊重し敬う対象なのだ。自分だけではない。

　そもそも、カードがマスターに対して特別な感情を抱くなど……あっては、ならない。

「……あれ、アンジェリカちゃんまた食べてないわね。やっぱり普通の食べ物は駄目？」

　そこで、アンジェリカが料理に手を付けていないことに気付いたキャロが尋ねてくる。その言葉ではっとしたアンジェリカが、どうにか自分の妄想を悟られまいとぎこちない笑顔を浮かべながら答えた。

「あっ、その、や、やっぱりどうしても体が受け付けなくて……。きゅ、吸血鬼だからみたいです。でも飲み物は大丈夫なので」

「そう、残念ねぇ。アンジェリカちゃんもすっごく頑張ってくれてるのに、食事を楽しめないなんて。ほかになにか欲しいものがあったら言ってね、できる限り用意するから！」

「うっ、うん、ありがとうキャロルさん」

　キャロが笑顔で言い、アンジェリカがはにかんだような笑顔で答える。

　彼女の気遣いを嬉うれしく思いつつも、〝なにか欲しいもの〟という言葉のせいでアンジェリカの視線はある一点に向けられていた。

　すなわち……アキトの首筋である。

（……マスター……）

　アンジェリカは吸血鬼であるが、吸血への衝動はあまりない。

　むしろ相手の血を自分の中に取り込むことへの忌避感すらあった。

　知らない相手の血を奪い、自分のものとする行為。それは、ちょっとした恐怖ですらある。

　だが。だが、どうしてだろう。一緒に試合に出るようになってから、アンジェリカはアキトの首筋が気になってしょうがないのだ。

　鉱山労働で鍛えられた肉体、その豊かな首筋。そこに、指を這はわせ、そっと牙をたて、柔らかな皮膚を突き破りその赤い血をすする。

　もし、そうなったらどうなるだろう。

　彼の血を、自分は美お味いしいと思うのだろうか。それとも。

（やだっ……私ったら、何をっ……）

　知らず知らずのうちに喉がゴクリと鳴り、アンジェリカは頬ほおを染めて自分を恥じた。なんて浅ましい私！　マスターをそういう目で見るなんて。恥知らずの吸血鬼！

　そうやってアンジェリカが一人で悶もん々もんとしているうちにも宴会は進み、場も温まったと感じたアキトがそこで言葉を発した。

「皆、少し聞いてもらってもいいかな。皆のおかげで随分と儲もうけも出てきた。連携もかなりこなれてきたと思う。そこで、なんだが……そろそろ、チーム戦に挑戦していこうと思うんだ」

　その言葉に、思い思いに宴会を楽しんでいたカードたちは一斉に襟を正し、自分たちのマスターを見つめた。

「……ほう、もうか。思ったより早いな……早いのはいいことだが、時期尚早、ということはないか？」

「たしかに、私も少し早い気がしますね……。マスター、余計なことかもしれませんが、もう少し一枚操作のルールで頑張った後でもいいのでは？」

　ミシェットがグラスを置いて言うと、キャロがそれに同調した。勝っているとはいえ、まだミシェットたちを手に入れて一月半ほどだ。操作などで詰めきれていない部分も多い。

「いや、いつまでもここで足踏みしているわけにもいかないさ。ＣＶＣ進出を睨にらむなら、そういうルールに早いうちから慣れていかないとね」

　だが、カードたちの意見に、アキトはまっすぐ彼らを見つめ返して答えた。

　どうやら意志は固いらしい。

　おそらくこの宴会の場も、そのことを伝えるために用意したのだろう。

「……俺は、マスターがそうしたいというのなら文句はない。目標があるというのなら、俺はそれを成し遂げられるまでただ守るだけだ」

　一同が沈黙する中、突如としていつもの仏頂面でロメオがそう語った。

　すると他のカードたちは一斉にその顔を見つめ、少し考える素振りをした後、わずかに笑顔を浮かべて口々に言った。

「ま、たしかにやってみなきゃ始まらんか。少しやってみて、厳しいようなら考えればいい。アクセルを踏むことを躊躇ためらっていても仕方ないしな」

「わ、私も頑張りますっ……」

「やっと出番なのですねっ……！　ふ、不安もあるけど、マスターのために頑張るです！」

「僕は役に立ちませんが、応援はしますよ。まあ僕の出番はないでしょうが」

　皆が口にする前向きな言葉。それを聞いて、アキトも嬉うれしげな表情を浮かべた。

「ありがとう、みんな……！　一緒に頑張ろうな！」

　新しい目標のために盛り上がる一同。だが、そんな中キャロだけが少し浮かない表情をしていた。

　キャロは他のカードたちよりアキトとの付き合いが長い。だから、なんとなく感じ取ってしまったのだ。

　つまり。

（……なんか、マスター焦あせってない？）

　せっかくたくさんの新カードを手に入れたのだ。カード好きなのだから楽しんでやっていけばいいではないか。

　資金稼ぎは順風満帆、ホルダーなどの支払いも滞っていない。

　何より、全てのカードを使い込むことこそがアキトの夢であったはず。だが、まだ手札たちを完璧に使い込んでいるとは到底言えない。

　無論、複数枚を扱うルールでも使い込んでいくことは可能だろうが、それでもどことなく違和感のようなものを感じずにはいられない。

　アキトの性格からいくと、もっと夢中になって新カードたちと戯れていてもよさそうなものだが。

　その時、アキトの目線がキャロのほうを向き、互いの目が合った。物言いたげな視線。

　不思議に思ったキャロが、

「なにか？」

　と尋ねると、アキトはすっと目線をそらして、

「なんでもない」

　とだけ答えた。





　　　　２






《さあ、いよいよどなた様もお待ちかね、次なる試合の開始でごぜえます！　スタンダードルール本日第三試合！　皆様ご期待の新参戦者、通称〝変態カード使い〟高たか槻つきアキト選手の入場でぇ、ござんす!!》

　試合の司会である狐きつね耳の少女が時代がかった口調でそうコールし、入場門からアキトがいつもののんびりした様子で登場すると、観客たちが一斉に沸いた。

　口々に「出てきたな、変態！」だとか「調子乗ってスタンダードになんか来やがって、痛い目見るぞ！」だとか罵声を投げかけてくるが、その顔はどことなく嬉うれしそうだ。おそらく、なんだかんだアキトの試合に期待しているのだろう。

　観客たちには、アキトが〝面白い試合をするやつ〟として浸透していっているのだ。

　だが観客たちのそんな声を特に気にした様子もなく、アキトはリラックスした様子で自分の背後に声をかけた。

「さあ、スタンダードルールでの初試合だ。勝ち負けも大事だが、それ以上にこのルールでの試合感覚に慣れていこう。皆よろしく頼む」

　そこには、この試合にアキトと共に出場する三枚、アンジェリカとヨシヒコ、そしてファムが続いている。

「はっ、はい、がん、ばります……！」

「はあ……。しかし、どうしてこのメンツなんですかね……。初のルールなんだから、おとなしくミシェットの兄貴やロメオを使えばいいのでは……？」

　アンジェリカが緊張した様子でどうにかそう答え、呆あきれた調子のヨシヒコが頭を掻かきながら言う。

「そりゃもちろん、この編成で俺が試合をしたいからさ。きっと面白くなるぞ、この試合」

「はあ、そうですか……。まあ、出る以上はせいぜい頑張らせてもらいますかね……」

　ニコニコ笑顔で言うアキトに、呆れた顔のヨシヒコが答える。ヨシヒコは、もうアキトにあれこれ言うことを諦めていた。無駄だと気付いたからだ。

　一方、アキトと共にそれなりの数の試合を重ねてきたその二枚と違い、これが初試合となるファムはガチガチに緊張した様子で後に続いている。

「……大丈夫か？　ファム。手と足が同時に出ているが……」

「だ、だ、だ、大丈夫で、で、です……へ、へい、き……平気ですっ」

　心配したアキトが声をかけると、ファムが上ずった声でどうにか答える。はっきり言って、どう見ても大丈夫ではない。

「ふぁ、ファムちゃん、手を繋つないであげようか？」

　気を使ったアンジェリカがそう言うと、ファムはその顔をじっと見た後、ぶんぶんと頭を振って言った。

「駄目です、お姉ちゃん、特別扱いしないで……。今ここにいるのは、バトルカードのファムなの。守ってもらう弱い子じゃない……！」

　そして自分のスカートの裾をぎゅっと握って、指の震えをどうにか鎮める。ファムのその健けな気げな様子を見て、アンジェリカは彼女にいつものように接しようとした自分を恥じた。

（……そうだよね、今は試合に来ていて、私達たちはバトルカードなんだ。失礼だよ、手を繋ごうかなんて）

　今の彼女は、チームのマスコットであるファムではない。自分と同じ、存在を賭けて戦うバトルカードなのだ。

　なら、そうあるべく尊重し、仲間として頼らなければ。

「やれやれ、おふたりとも真面目ですねえ。勝っても負けても僕たちの懐が痛むわけじゃあるまいし、適当でいいじゃないですか、適当で」

「ヨシヒコは黙って。おまえには期待してないです」

「僕にだけあたりがきつくない!?」

　緊張している二人にヨシヒコが茶ちや化かすようなことを言い、ファムが白けた表情で毒を吐く。ファムは、ヨシヒコのことが嫌いだった。

「くっ、このガキめ、最初はか弱い臆病者を演じていたくせに、マスターやアンジェリカちゃんを甘えた調子で陥落させるやいなや、この毒吐きぶり……。汚い本性を隠してやがりましたねえ、これは！　あーやだやだ、これだからメスガキは！」

「隠そうとしても汚さが隠せない汚物には言われたくないです。あと、くさい。近寄らないで。死んで」

「そこまで言うことなくない!?」

「ま、まあまあ……」

　二人が激しく罵り合い、困った表情のアンジェリカがとりなす。手札の中でも関係性がはっきりしてきて、二枚は最近ずっとこんな調子だ。

「マスターも笑って見てないでなにか言ってくださいよ、ねえ！」

「俺は皆が仲良しで嬉うれしいよ」

「どこが仲良し!?」

　そんなやりとりをしつつも試合開始地点にたどり着いたアキトが、仲間を見回しながら言った。

「よし、皆、最後にもう一度おさらいだ。このスタンダードルールは、お互いにバトルカード三枚で戦うルールだ。勝敗を決めるルールは４つ。まずは他のルールと同じ、〝どちらかの降参〟と、〝いずれかの手札が全て失われる〟ことによる決着、さらには〝時間切れによる判定〟。ただ違うのは……」

　アキトが自分の頭の右あたりを指差した。そこには、〝ＬＰ：６０００〟という表示が映し出されている。

「この、マスター自身が持つＬＰを０にされても負けだ。俺自体が殴られたら、これはその相手のＡＰ分だけ減ってしまう。皆には、相手の手札やＬＰを狙いつつ、同時に俺のこのＬＰを守ってもらわなくちゃいけない。いいね？」

　このアキトに与えられたＬＰは、この試合の勝敗を決めるだけのものなので、これが失われたからといってアキトのホルダーがどうにかなることはない。

　とはいえ失えば試合は負けであり、賭け金を失うことになる。簡単には負けられない。

「だから、今までと同じ感覚じゃ駄目だ。このルールは……」

「……守るべき相手がいる分、攻撃に専念できないので難易度が高い、でしょう？　そのあたりは耳にタコができるぐらい聞いたし、練習もしてきました。大丈夫ですよ」

　続きをヨシヒコが言い、アキトが大きく頷うなずいた。そうして三枚の顔を見回すと、三枚ともやや緊張はしているものの、頷きを返す。

　全員の準備ができていると確信し、アキトが対戦相手の方を向きながら気合いの入った声で告げた。

「よし、相手は手て強ごわいが、俺たちなら勝てるはずだ……いくぞ、皆！」

　その視線の先には、この一戦の相手である、背が高いテンガロンハットの伊だ達て男おとこ、アントニオが立っていた。

「オー、ボーイ！　気合いが入ってるとこワリィが、スタンダードはいきなり来て勝てるほどヤワなルールじゃねーゾ！　たっぷり勉強させてやろウ、授業料は高く付くけどナ！」

　翻訳されているはずなのに、アントニオがカタコトの言葉でそう語りかけてくる。そしてその前には、三枚のカード。

　西部劇のような格好をしたガンマン風のカードに、浮遊する二枚のシールドに守られたロボットのカード、そして、胸元が大きく開いた服から豪快に胸毛をむき出しにし、両手にトンファーを持った暑苦しい顔のカード。

　そんなアントニオに、にやりと笑みを返すと、アキトは言った。

「勉強はさせてもらいます。けど……勝ちを譲る気はありませんよ」

　瞬間、試合開始のブザーが鳴り響き、実況が吠ほえた。

《それでは、いざ、いざ、試合開始でごぜえます！　どちら様も、さぁさ、張り切って殺し合ってくだせぇ！》

「いくぞっ、皆！」

　アキトが吠え、それに呼応したアンジェリカとヨシヒコが勢いよく飛び出した。

　ファムはその場に残り、アキトの前に盾になろうとするかのように構える。

《アキト選手、ここは吸血鬼とヘンタイを前に出し、海軍少女を手元に置く動きをみせやがります！　大方の予想通りの動きと言ってよござんしょう！　アタッカー二枚にディフェンダー一枚の、オフェンシブスタイルってやつでごぜえます！》

　実況が解説を入れる。アタッカーとはその名の通り、複数枚ルールにおいて攻撃を担当する役割のことを言う。前に出て相手マスターへの攻撃もしくは相手カードの破壊を目指す役割だ。

　それに対してディフェンダーとは、マスターの側そばに居座りマスターへの攻撃を防ぐ役割のことを言う。敵の攻撃を防ぎ、捌さばき、時には盾となってでも主あるじのＬＰを守る役割。本来はロメオが適任と言えるポジションだが、どうしてもファムと試合に出たかったアキトは今回その役割をファムにまかせていた。

「いいかい、ファム。俺もスタンダードは初めて、君も俺の手元で初めての試合だ……初めて同士、頑張ろうな」

「はいっ！　援護射撃、いきます！　マスター！」

　アキトが目の前のファムに声をかけ、まだ緊張した様子のファムが腕を振って空間から何かを生み出した。それは大きな砲門を持つ砲台で、どすんという音とともに地面に設置されるやいなや、爆音とともに砲弾を打ち出した。

《おっとここでアキト殿、前進する味方を援護すべく大砲をぶっ放しておいきなさるー！　ＡＰ５０００の砲撃、流石さすがの迫力でごぜえますよこれは！》

　ファムの、空間から武装を生み出す力。それによって生まれた砲台から発射された砲弾は、前進する味方に万が一でも当たらぬよう、やや上を向けて放たれた。それはやがて重力に負け、放物線を描き出す。いわゆる曲射である。

　落ちる先には、相手マスターであるアントニオ。狙いはマスターへの直接攻撃だ。相手のマスターを直接殴りＬＰを奪い取る攻撃は、ダイレクトアタックと呼ばれている。

　だがアントニオは白けた調子でそれを見ながら、指をパチリと鳴らし己の手札に命じた。

「いきなりダイレクトアタック狙いとか素人丸出しすぎんゼ。見せてやりナ、【ライジングショット】。テメエの抜き撃ちをヨ」

　瞬間、ガンマン姿のカード、アントニオの手札である【ライジングショット】が凄すさまじい勢いで腰のリボルバー拳銃を抜き放った。そのまま高速で引き金を引き絞り、弾丸を二発発射する。

　それはまっすぐに飛んでファムの砲弾に突き刺さり、それを空中で爆発四散させた。

【ライジングショット】。たった一丁のリボルバーを武器に戦う、ガンマンのカードである。




【ライジングショット】

　ＡＰ：４６００　ＤＰ：３０００




《だがアントニオ選手、これをあっさり撃墜ー！　さすが〝抜き撃ち〟の異名を持つアントニオ選手、ぶっ放しあいでは引けを取りやがらねえでごぜえます！》

　実況が吠ほえ、アキトが少し驚いた声でつぶやいた。

「凄すごいな、空中の砲弾にあっさり当ててきた。期待して撃った一発じゃあないけど、ここまで軽々と防がれるとはな……！」

　やはり、スタンダードに出るような選手は腕がいい。そのことを改めて感じる。

　だが、今の一撃が無駄だったわけではない。相手に処理をさせているうちにアタッカーの二枚、ヨシヒコとアンジェリカが前進できたからだ。

「いきますっ……！」

　厄介だとみたアキトの指示で、先行したアンジェリカが軽く跳躍しライジングショット目掛けて飛びかかる。だが、その爪が振るわれるより早く、その前に相手のもう一枚、トンファーを構えたカード【トンファーマスター　ジョー】が立ちふさがった。




【トンファーマスター　ジョー】

　ＡＰ：４６００　ＤＰ：３４００




「くっ……！」

　仕方なくアンジェリカがトンファーマスター目掛けてその爪を振るう。

　だがその一撃はあっさりとトンファーマスターのトンファーに受け止められ、ガギリと金属がぶつかり合う音が響いた。

「ハァイ、ハニー。俺を無視して相棒を狙おうなんて、ツレないねえ。おいたしちゃ、だ・め・だ・ぞ☆」

「ひっ……」

　一撃を受け止めたトンファーマスターが、胸毛を誇示しながら投げキッスを飛ばしそう言うと、全身に鳥肌が立ったアンジェリカが小さく悲鳴を漏らす。

　慌てて爪を引き、くるりと身を翻ひるがえしてもう一度振るうが、それをトンファーマスターは気持ち悪いモーションで跳び上がってあっさりと避よけ、そして次の瞬間、その背後から発砲音が響き、銃弾がアンジェリカの眉間目掛けて飛んできた。

「っ……！」

　咄とつ嗟さにアキトの操作で目の前に爪を振るう。爪で弾丸を弾はじき弾軌道を変え、直撃は免れたが、しかし同時にもう一発発射されていた弾たまがアンジェリカの足を掠かすめていき、皮膚を引き裂いて血を噴き出させた。

「くっ……！」

「アンジェリカ！」

　アンジェリカが苦痛のうめき声を上げ、アキトが心配するような声を上げる。

「大丈夫です、これぐらい……！」

　健けな気げにそう答え、アンジェリカがもう一度駆け出す。相手はトンファーマスターでライジングショットを守る戦闘スタイルのようだ。どうにか隙を見てライジングショットを仕留めるか、強引にトンファーマスターを仕留めるかせねば。

　油断なくそれを操作しながら、アキトがファムに問いかける。

「どうだ、ファム。砲撃、次弾の装そう填てんは」

「もう少しかかります、ごめんなさい！」

　ファムの砲撃は、着弾地点で爆発し周囲にダメージを与える優秀な遠距離攻撃だが、連発はできない。一回撃つごとに装填の時間がかかる。

「了解、焦あせらず進めてくれ……ヨシヒコくん！」

　そこで、足の速さの差でようやく敵の前まで到達したヨシヒコにアキトが指示を出す。

　求められるまま、ヨシヒコはトンファーマスター目掛けて励起剣を振りかざした。

「はっ！」

　それなりに場数も踏んできて、それはなかなか堂に入った一撃ではあったが、これもトンファーマスターのトンファーにあっさりと受け止められる。続けて連続で剣を振り下ろすが、全て難なく捌さばかれてしまう。

「くっ、このっ……」

　ヨシヒコは必死に攻撃を繰り返すが、トンファーマスターの防御を一切抜けない。それを見ながら、トンファーマスターが余裕顔で言った。

「なんて迫力のない攻撃だ。防がなくても、おそらくたいしたダメージにもなるまい。ぬるいぬるい」

「くっ、バカにしてくれますねえ……！　せめてあなたがボインボインの美女だったら、もうちょっとやってみせられるんですけどね……！」

　言いつつまたヨシヒコが剣を振るうが、それはあっさりと躱かわされてしまう。大きく隙ができて、そこで相手のトンファーが動き出す。

　まずい、と思いつつ相手のトンファーを警戒するヨシヒコ。その体に、トンファーマスターの勢いのある蹴りがめり込んだ。

「トンファーキック！」

「がはっ！」

　ヨシヒコの体が浮き上がり、苦痛の声が漏れる。その体が着地するより早く、トンファーマスターが更に舞うような連続攻撃を放った。

「トンファー蹴り上げ！　トンファー二段蹴り！　トンファーサマーソルトォ!!」

「げはあっ！」

　トンファーマスターの怒ど涛とうの蹴り技で、サッカーボールのようにヨシヒコの体が何度も跳ね上がり、そして最後の一撃で吹き飛ばされてドサリと地面に落ちた。

「ヨシヒコくんっ……！」

　走り回り、ライジングショットを牽けん制せいしていたアンジェリカが心配そうな声を上げる。一瞬でボロ雑巾のようにされたヨシヒコは、どうにかのそりと起き上がって言った。

「……トンファー使えよ！」

「ほう、驚いたな。たったＤＰ２０００のくせに、俺の連続蹴りを受けてピンピンしてると、は☆　さては君……ＤＰ詐欺系のカードってわけかい？」

　ＤＰ詐欺とは、ＤＰは低いくせにやたらと体力があって、かなり上のＡＰで殴られても平然としているようなカードのことを言う。

「詐欺かどうかは知りませんが、こんな丈夫な体を今は恨めしく思いますねえ……！」

　言いつつ、ヨシヒコが果敢にも再びの攻撃を仕掛ける。だがそれはトンファーマスターに難なくいなされ、反撃の蹴りが飛んでくる。が、その瞬間。

「ヨシヒコ、伏せて！」

　背後からファムの声が響き、手にした銃から銃弾を放った。合わせてヨシヒコが地面に這はいつくばり、一瞬前にその体があった空間を弾丸が薙ないでいく。弾丸が向かうその先には……トンファーマスター！

「まずいっ……！」

　トンファーマスターは慌ててトンファーをかざしその銃弾を弾はじこうとするが、完全には成功せず、わずかに逸それた弾丸がその肩を掠かすめる。服と皮膚が破れ、血が舞った。

《おおっと、ここでアキト選手の連携が炸さく裂れつ！　後衛と前衛の息のあったコンビネーションでごぜえますよこれは！　信頼しあっているからこその、際どいタイミングかー！》

　実況の声が響き、観客が沸く。

　一瞬でも伏せるのが遅ければ味方に当たるような際どい援護射撃だ。

　それはアキトの練習の成果かと思われたが、そこでヨシヒコが背後を向いて叫んだ。

「ちょっと、ファムちゃん！　君、今、最悪僕に当たってもいいやぐらいで撃っただろ！　わかってんですからね、そういうの……！」

「ヨシヒコは頑丈だから当てても大丈夫」

「大丈夫じゃないわ！　主に僕の心が！」

　などと言い合いを始める。

「おいおい、良い連携かと思ったら味方ごと割っちゃうつもりかい。そりゃない、ぜ☆」

　肩口を抑えながらトンファーマスターが言った。

　だがすぐにトンファーを構え直すと、ヨシヒコ目掛けて攻撃を再開する。

「早めに君を行動不能にしちゃうのがよさそうだ……とうっ、トンファーラリアット！」

「うおっ！」

　トンファーマスターがブンと豪快にラリアットを放ってきて、ヨシヒコがのけぞってどうにかそれを躱かわす。そのまま僅かに距離を取り、剣を構えながらヨシヒコが吠ほえた。

「だから、手に持ってるトンファーを使え！　なんで体術ばっかり!?」

　一方、ライジングショットを相手取るアンジェリカも銃撃で牽けん制せいされ、思うように攻撃を仕掛けられないでいた。

「くっ……」

　飛び込もうとすると途端に銃弾が襲ってきて、出鼻をくじかれる。相手はリボルバー拳銃を使っているから、数発ごとにリロードが必要だが、アンジェリカが銃撃を回避している間にまたたく間にそれを完了してしまい、隙ができない。
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（けど、かなり距離は詰めてこれたっ……。次のリロードのタイミングで、仕掛けられる！）

　油断なく相手の動きを見ながら、アンジェリカが胸中でつぶやく。

　皆で挑む初めてのチームバトル。勝ちたい、と強く思った。

　勝って、祝い合いたい。皆で……！

「ヨシヒコ、うまいこと避よけて！」

「うおおお！　指示が、適当すぎませんかねえ!?」

　その間にも、ヨシヒコとファムが息のあった連携……もといギスギスした連携を見せる。ヨシヒコが飛び上がったと思ったらその股の間からファムの銃弾が飛び出してきて、さっと体を捻ひねったと思ったらまたその影から銃弾が飛び出してくる。

　それに翻弄され、トンファーマスターは少しずつダメージを蓄積していっていた。

「ちいっ、こいつは厄介だ、ぜ☆」

　口調こそ変わらないものの、トンファーマスターの顔には焦あせりがあった。そしてそうしいる間にも、ファムの砲台の装そう填てんが完了する。

「マスター、いけます！」

　ファムがアキトの顔を見ながらそう伝えると、アキトは大きく頷うなずいて命じた。

「即座に砲撃だ！　狙いは……！」

　瞬間、轟ごう音おんが鳴り響きファムの砲台が火を噴いた。そこから打ち出された砲弾は、前で戦っているカードたちの間を縫うようにして真まっ直すぐに飛んでいく。

　その先には……相手マスターと、そのディフェンダー！

「チッ……防げ、【フロートシールド・ガードナー】！」

　アントニオが命じ、そのディフェンダーであるフロートシールドガードナーが動き出した。二足歩行に車のようなボディ、そして二枚の浮遊する盾を持つ、ＤＰの高さが売りのロボットカードだ。




【フロートシールド・ガードナー】

　ＡＰ：２２００　ＤＰ：４４００




　その浮遊する二枚の盾が俊敏に動き、全面を固める。ファムの弾丸がそこに突き立ち、次の瞬間、轟音とともに弾はじけ飛とんだ。

「ぐっ……。やっぱ、ＡＰ５０００あると迫力が違うゼ……！」

　的確な防御であったが、しかしファムのＡＰ５０００の威力を完全には殺しきれず、浮遊する盾が軋きしみを上げ、爆風がアントニオの顔を打つ。

　ダメージこそないものの、何発も同じことをされたら盾が持たないだろう。持久戦は不利だ。

（フン、ヤハリ火力は高イ。しかし、海適性のカードを地上で使うデメリット、すぐに思い知らせてやるゼ……！）

　アントニオが心のなかでそうつぶやく間にも、戦況は変化を迎えようとしていた。ついにアンジェリカが大きく距離を詰め、そしてライジングショットのリボルバーの残弾が残り一発になったのである。

（いける！　もう一発、躱かわせば……！）

　アンジェリカの爪の射程範囲、それに入るギリギリの間合い。まずいと思ったのか、ライジングショットがアンジェリカの顔を狙って最後の弾丸を放った。だが、それはアンジェリカの爪に弾はじかれてあらぬ方向に飛んでいく。

　これで、ライジングショットの拳銃、そのシリンダーには弾丸がなくなった。

（貰もらった……！）

　装そう填てんはさせない。一気に切り裂き、止とどめをさすべくアンジェリカが真まっ直すぐに突っ込む。そして、アンジェリカが爪を振りかぶりライジングショットの体を引き裂こうと振るった、その瞬間。

「馬鹿メ！　【ライジングショット】メインスキル……〈ファニングショット！〉」

　ニヤリとほくそ笑んだアントニオが、叫びつつスキルカードを切った。それはライジングショットのメインスキル、そしてその効果は……。

「っ！」

　爪を振りかぶっていたアンジェリカに戦慄が走る。その鋭い視覚は、それを確かに捉えていたのである。すなわち……ライジングショットの拳銃に、六発の弾丸が出現するその光景を。

「シュッ……！」

　ライジングショットが小さく息を吐き、引き金を引いたまま、その手にした拳銃の撃鉄を何度も叩たたいた。それと同時に弾丸が次々と撃ち出され、そして……そのことごとくが、アンジェリカの体に命中した。

「きゃああーっ！」

「アンジェリカッ!!」

　アンジェリカが悲鳴を上げ、アキトが叫ぶ。食らったのは、右足のモモ、左肩、そして右脇腹。致命的な部位はどうにか逸したが、アンジェリカはたったの一瞬で三発もの銃撃を浴びてしまった。




【ライジングショット】メインスキル：〈ファニングショット〉

　使用後、拳銃に籠こめられた弾丸がフルになり、また一定時間、超高速の攻撃が可能になる。




（しまった、釣られたっ……！　メインスキルで、弾丸の補充が可能だったのか……！）

　アキトが心のなかで唸うなる。ライジングショットがメインスキルで高速射撃を行うことは知っていたが、弾丸の充じゆう填てんまでは調べられていなかったのである。

　コロッセオに無数に存在するカードたち、その全ての能力を把握することは非常に困難だ。とはいえ、事前の情報取得で遅れを取ったことは否めない。

「くうっ……」

　重い一撃を食らったアンジェリカの動きが止まる。だが健けな気げにも追撃を警戒し、身を守るべく爪を構えた。

　しかし、ライジングショットはそんなアンジェリカではなく、突如として別の方向に続けて発砲した。驚いたアンジェリカが目で追った、その狙いの先は。

「……ファムちゃん！」

　アンジェリカが声を上げる。相手の狙いは、こちらのディフェンダーであるファムだ。最初から、アントニオはアキトのディフェンダーが脆もろいことに目をつけ、そこに一撃叩たたき込むためのタイミングを測っていたのである。

「きゃっ……」

　ファムの口から小さく悲鳴が漏れる。避よけることはできない、自分が避けたらアキトに弾丸が命中してしまう。自分が防がなければ。

　手にした銃をかざし、頼りないそれでどうにか一撃を防ごうとする。

　だが、ＤＰ２０００のファムがそれを喰くらえばおそらくただではすまない。最悪、一撃で割れかねない。

（貰もらっタ！）

　アントニオがそう確信した瞬間。

　アキトが勢いよくファムの前に飛び出し、その銃弾を自分の体で受けた。

「くっ……！」

「……マスター!?」

　アキトがうめき、ファムが驚きの声を上げる。アキトのＬＰは、その一撃で残りたったの１２００まで削られてしまっていた。

《おっと、アキト選手、ここでディフェンダーを庇かばってダイレクトアタックを受けやした！　なにか策があってのことでござんしょうかー!?》

　実況が吠ほえ、観客席が沸いた。しかしそれを気に留める余裕もなく、傷ついた表情のファムが言った。

「マスター、どうしてっ……！　ファムはディフェンダーですっ、なのにファムを庇かばってＬＰを減らしたりして、どうしてっ……！」

　それは、ファムにとって衝撃的なことであった。アキトは、ディフェンダーとしての自分を信頼してくれていないのか。

　だが、アキトはその目をじっと見つめると、

「違うよ。今、君がダメージを負うと、二人を援護できないだろう……これはそれを避けるための必要な判断だ、ファム」

　と告げた。

「マスター……」

　ファムが、潤んだ瞳でアキトを見つめる。

　そもそも、アキトはファムを盾役としてはあまり見ていなかった。ディフェンダーは、ひたすら固く守りに特化したカードを使う戦法と、多少脆もろくても遠距離攻撃が可能なカードを使って攻撃的な編成をする戦法がある。

　今アキトが敷いているそれは後者であり、ディフェンダーが攻撃を受ける局面を作ってしまった時点でマスターの失策と言っていい。

　誰よりも今の状況に苦いものを感じていたのはアキトであった。やはり、スタンダードルールの敵は強くまた奥が深い。半端なことでは、通用しない……！

　そしてアキトはファムの背を軽く叩たたいて、力強く言った。

「まだまだこれからだ！　さあ、取り戻すぞファム！」

「……はい！」

　二人がそうしている間にも、戦況は動いていた。ファムを狙ったことでライジングショットに生まれた隙。それを逃さず、アンジェリカが跳躍し、その爪をライジングショット目掛けて振るう。

「やあっ！」

　相手の首筋を狙った、鋭い一いつ閃せん。だが、それはライジングショットが体を沈み込ませたせいで的を外れ、相手の肩を浅く切り裂いただけで終わった。

　そのままゴロゴロと地面を転がって距離を取ろうとするライジングショット。アンジェリカはそれに追撃をしかけようとするが、そこでライジングショットが発砲したため防御に回らざるを得ない。

　そしてお互い、爪を当てるには遠すぎ、銃撃するにはやや近い微妙な距離で体勢を立て直す。ライジングショットを操りながら、アントニオは忙しく状況を整理していた。

（貧弱なディフェンダーを庇ってＬＰで受けるとはナ。最初からそういうつもりだったのかもしれんが、良い判断だ。このルールが初めてとは思えン）

　初心者というものは、ＬＰが削られることを極端に嫌がるものだ。このＬＰ６０００のルールでは、二発マスターが直撃を受ければまず負けだ。一発食らうと、後がない。

　そうなれば偶然でも一撃もらえば試合は終わってしまう。そう考え、とにかくＬＰを温存したがる。だが、慣れたマスターならばそれを「一撃は手札にダメージを負わさず吸収できる」と考える。

　アキトがそこまで考えているのかは謎だが、今の一撃で相手ディフェンダーにダメージないしは破壊できると踏んでいたアントニオとしては、少しばかり予想外の展開であった。

「だが、もう次はなイ。終わりにするゼ、タカツキ……！」

　アントニオがスキルカードを使用し、ライジングショットが再びファニングショットを放った。連続で撃鉄を打ち据える動作とともに、銃弾が猛烈な勢いで吐き出される。

「この程度、わかっていればっ……！」

　だがアンジェリカは傷口から血を流しながらも、身を翻ひるがえしてどうにか避よける。弾丸はその横を薙なぎ、全て後方に流れていった。

「アンジェリカおねえちゃん！」

　そこでアンジェリカの名を呼びながらファムが銃弾を放つ。狙いはライジングショット。ターゲットを変えての連携である。

「ちっ！」

　ライジングショットは舌打ちしながらどうにかそれを躱かわしたが、その体勢が崩れた。瞬間、アンジェリカが走った。

「いけるっ……！」

　爪を振りかぶり、アンジェリカがつぶやく。勝ちたい、と強く願った。

　同時にヨシヒコも剣を振りかぶりトンファーマスターに斬りかかる。ファムの銃撃を起点とした一斉攻撃。それは決まるかと思われた、だが。

「フッ！」

　小さく笑ったトンファーマスターが、ヨシヒコの一撃を完全に無視してアンジェリカの方を向き、トンファーの先端を向けた。

「えっ……!?」

　ヨシヒコは驚きの声を上げつつもその背中に剣を打ち込んだが、非力なヨシヒコの一撃はトンファーマスターの体をわずかに傷つけることしか出来なかった。

「トンファーショット！」

　瞬間、トンファーの先端から弾丸が飛び出した。トンファーに仕込まれた銃……トンファーマスターの奥の手である。

「ッ！」

「アンジェリカ、伏せろ！」

　アンジェリカが息を飲み、アキトが叫ぶ。完全なる不意打ち。アンジェリカはその指示に従い身を伏せたが完全には避よけきれず、肩から血が舞う。続けてライジングショットも発砲してきて、必死に避けるしかない。

　再びトンファーショットが放たれ、二枚からの銃撃に翻弄されるアンジェリカ。二枚の前衛による十字砲火、これこそがアントニオの得意とする戦法であった。

「このっ……僕を無視しないでくださいよ、このっ、このっ！」

　ヨシヒコがトンファーマスター目掛けて剣を振るい、何発かを当てるがトンファーマスターは涼しい顔だ。

「フン、無駄無駄。そんな貧相なＡＰで俺は割れないぜ☆」

「ぐうッ……」

　トンファーマスターが銃撃を繰り返しながら言ってのけ、ヨシヒコが渋面を作る。相手に警戒させるには、ヨシヒコではＡＰが低すぎるのだ。相手はヨシヒコを相手にすること自体やめてしまった。

　そうしている間にも、銃撃を必死で躱かわしていたアンジェリカがついに体勢を崩し、その場に転がってしまった。

「きゃっ……！」

「フッ、これで終わりダ！」

　アントニオが勝利を確信する。要かなめの吸血鬼を破壊すれば、アキトにはもう勝ち筋がほとんどない。そうなれば間違いなく降参するだろう。

　ライジングショットが引き金に指をかける。

　だがその時、アキトが己のホルダーから一枚のカードを引き抜き、叫んだ。

「……ヨシヒコ!!」

　手にしたカードは、ヨシヒコのメインスキルである〈リビドー全開〉。

　ヨシヒコがその試合中で受けた性的衝動に応じてＡＰが向上する能力であったが、この局面では意味がないように思えた。なぜなら、敵のカードは男とロボだけであり、ヨシヒコのスキルの対象となる相手はいないように思えたからである。しかし。

（……マスター。今なら、あなたが何な故ぜこの編成を組んだのかわかります。これはっ……）

　ヨシヒコが、高まる己の力を感じながら、じっとある一点を凝視する。

　それは、試合が始まってから、戦いつつヨシヒコがチラチラと目で追っていた一点。見てはいけないと思いつつも、恐るべき引力でヨシヒコの視線を釘くぎ付づけにするあの場所。

　すなわち……アンジェリカの、ふともも！

（本来、戦闘中に仲間であるアンジェリカちゃんにそんな目を向けてはいけないはずなんだ……。だが、駆け回り飛び跳ねるアンジェリカちゃんと、それと一緒に揺れるスカートが、どうしても僕の瞳を奪ってしまうっ……それがっ……それがっ……！）

　ヨシヒコのＡＰがみるみる上昇していく。数値が４０００を超え、それだけでなく……その、手にした剣がますます長く伸びてゆく！

「〝こんなことはしちゃいけない〟という背徳感と交わって、たまらないんだああああ！」

　ヨシヒコが吠ほえ、その剣が猛烈な勢いで伸びだした。

「何っ!?」

　それに気付いたトンファーマスターが咄とつ嗟さに身構える。すでにヨシヒコのＡＰは無視できるものではなくなっていた。

　だが、ヨシヒコの狙いはトンファーマスターではなかった。そのまま真っすぐ伸びたヨシヒコの剣は、途中でふにゃりと刀身を曲げ、そしてそのまま鞭むちのようにしなり、ライジングショットの銃を握る手を絡め取ったのである。

「何っ……！」

　アントニオが驚きの声を上げる。その間にもヨシヒコは己の剣を勢いよく引き、繋つながるライジングショットの腕を引っ張った。銃口があらぬ方を向き、無意味な一撃が暴発する。

「今だ、アンジェリカちゃん！」

「っ！」

　相手の手を拘束したままヨシヒコが吠え、その声に後押しされるようにアンジェリカが立ち上がって駆け抜けた。そして爪をまっすぐに突き出し……ライジングショットの体に、勢いよく突き立てる!!

「がああっ！」

「いかん、引き離せ！」

　ライジングショットが苦痛の声を上げ、アントニオが慌てて指示を出すが、それがなる前にアキトがさらなるカードの力を解き放った。

「【緋ひ眼がんの吸血少女】メインスキル……！」

　カードから力が解き放たれ、アンジェリカに注ぎ込まれる。その爪が輝きを灯ともし、アンジェリカが己の力の名を呼んだ。

「〈不浄なる夜の爪痕ブラツドサツカー〉！」

　瞬間、その爪が震え、ライジングショットの血液を吸い上げ始めた。

「おおおっ……！」

　ライジングショットの口からうめき声が上がる。命を吸い上げられる感覚。ライジングショットの体から力が奪われ、そして驚くべきことに、それと同時にひどく傷ついていたはずのアンジェリカの体が見る間に回復していった。

　アンジェリカのメインスキル……それは、突き立てた爪から相手の生命を吸収し、自身を癒やす攻防一体のスキルだったのである。




【緋眼の吸血少女】メインスキル：〈不浄なる夜の爪痕〉

　相手の体に爪が刺さっている状態で使用可能。相手の体から生命力を吸収し、それに応じて自身の傷を癒やすことができる。この効果は、爪が相手の体に刺さっている限り持続する。




「やああああっ……！」

　雄お叫たけびを上げて、アンジェリカが自身の爪をより深く突き立てる。相手の血を吸う感覚は、アンジェリカにとっておぞましいものであったが、今はすべて無視だ。

（私が割れたって、この爪は抜かせない……！）

　アンジェリカが心のなかで叫ぶ。ライジングショットは必死に引き抜こうとするが、片手を拘束されている状態では思うようにいかない。

「このっ！　離したまえ！」

　慌てたトンファーマスターが、ヨシヒコの顔面に強烈な右ストレートを打ち込んだ。

「へぶっ」とヨシヒコが悲鳴を上げ、さらに連続でその顔面が殴打されるが、ヨシヒコは決して己の剣から手を離そうとしない。

「離すもんかっ……死んでも離しませんよ、僕は！　いくらでも殴ってみろ！」

「っ……いい加減にしたまえ！」

　トンファーマスターがその顔面にトンファーの先端、すなわち銃口を向けた。

（いくらなんでもダメージは蓄積しているはず！　至近距離で食らわせてやれば、流石さすがにこの丈夫なカードも耐えられまいっ！）

　この一撃で叩たたき割ってやる！と意気込み、トンファーマスターが銃弾を放とうとする。

「やらせません！」

　だが、それより一拍早くファムが銃弾を放った。真まっ直すぐに飛んだ銃弾は的確にトンファーマスターのトンファーを直撃し、それを跳ね飛ばす。

「ぬうっっ……」

　手の内を封じ込まれた相手マスター、アントニオがうめき声を上げる。その頭に、降参の文字がちらついていた。優勢だったはずだ、たしかに。だが、アキトのたった一つのセットプレイで全てを覆くつがえされてしまった。

　そして、そうしている間にもファムの砲撃が降り注ぎフロートシールド・ガードナーの防御を削りつつ牽けん制せいしてくる。そしてライジングショットの体力が持たなくなったギリギリのタイミングで、ついにアントニオが両手を上げて宣言した。

「……降参！　降参ダ！　俺の負けダ、モウやめてくレ！」

《それまでぇい！　勝者、タカツキ選手ー！　初戦とは思えぬ動き、お見事でござんした！　あっぱれ、あっぱれー！》

　実況が勝敗を告げ、観客席が沸いた。一斉にアントニオに賭けたチケットが舞い飛ぶ。喜んでいる客よりも、嘆いたり頭を抱えたりしている客のほうが多い。流石さすがに初戦であり、また手札も弱く見えるアキトが負けると踏んでいた観客が多かったのだろう。

　一方、試合場ではヨシヒコとアンジェリカがアキトの元に駆け戻っていた。

「やりましたね、マスター！　大逆転ですよ、大逆転！　最後の指示、お見事でした！」

「私も、途中で駄目かもって思っちゃったけど……マスターのおかげで勝てました、あり……ありがとうございます……！」

　どちらもあちこち傷だらけなのに、いい笑顔で勝利を喜んでくれている。彼らにたくさんのダメージを負わせてしまったことをアキトは申し訳なく思っていたが、その笑顔でそんな思いも吹き飛んだ。

「とんでもない。俺の方こそ、ありがとう。勝てたのは、皆のおかげだ」

　アキトも微笑ほほえみ、賛辞を返す。

　すると、そこでフルフルと震えていたファムがぺたりとその場にへたりこんだ。

「あっ……だ、大丈夫、ファムちゃん？　気持ち悪くなっちゃった？」

　慌ててしゃがみこんだアンジェリカがその肩に手を置くと、ファムはその手をそっと震える手で握りながら答える。

「よかったぁ……。まだ、皆がいる事務所に戻れる……。まだ、皆と一緒にいれます……」

　その言葉に、アンジェリカはどきりとした。

　そうだ。今の試合、誰かが失われても不思議ではなかった。こうして三枚無事に残れたことは、十分な幸運によるものなのだ。アキトは、誰かが割れてしまいそうになったらすぐに降参しようとしてくれただろう。だが、それが間に合うとは限らない。

　割れてしまうのはカードの宿命。だが、ファムにとって今それは恐ろしいことなのだ。

　理由は、よく分かる。

　今のこの仲間たちが、そしてアキトの手札でいることが、とても心地よいから。皆で過ごす毎日が、戦うための道具でしかない自分たちにとって心安らぐものだからだ。

（……大事なものほど、失うことは恐ろしい）

　ファムを立たせてあげながら、そっと仲間たちの顔を見回す。

　素直に、自分たちの協力で勝ち取った勝利を喜ぶ顔。

　……こんな光景を、自分が失われてしまうまでの間にたくさん見れたらいい。

　そう、願わずにはいられなかった。
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「おっ……。おい、見ろよあれ」

　コロッセオ内部の、選手用通路。

　入場口や試合の受付カウンター、さらには選手用待機室に繋つながっているその通路でたむろしている闘士の一人が、声を潜めて目の前の仲間に話しかける。

　その視線の先には、秘書カードを連れて通路を行く闘士、すなわちアキトの姿があった。

「タカツキだ。最近ずいぶんと調子こいて勝ちを重ねてる、生意気野郎」

「ああ、あいつか……。何人か強豪も負けてるらしいな。しかも、未いまだに一枚も自分の手札を割られたことがねえとか」

　その闘士の二人がアキトを遠目に見やりながらひそひそとうわさ話を始める。そのまま見ていると、アキトに気づいた他の闘士が声をかけていた。

「おっ、タカツキ、来やがったな。どうだ、俺と組んで一試合しねーか？　お前となら勝てそうだ」

「すまない、今はソロでやると決めてるんだ。また機会があったら頼む」

「オウ、タカツキ、てめー前の勝負で俺に勝ったと思ってねーだろーナ。そろそろ再戦といこうゼ。50万賭けでどうダ」

「アントニオ、あんた手札を新調したばっかりだろ。しばらくは堅実に稼ぎなよ」

「おい、タカツキ！　俺は今、おめーをぶっ飛ばすためにすげーデッキ組んでるところだからな！　覚悟しやがれ！」

「マジか、すごい楽しみだ……。ちなみにどういうカードをどう使うんです？　勉強したいんで、教えてくれませんか」

「教えるわけねーだろバーカ！」

　次々と話しかけてくる相手に、アキトが慣れた調子で答えていく。

　ほとんどは、アキトが試合で戦った相手だ。勝った相手もいれば、負けた相手もいる。

　複数枚ルールにすっかりハマったアキトは、狂ったように試合を繰り返し、多くの闘士たちと知り合いになっていた。

　アキトを嫌っている者もいれば、面白いやつだと友とも達だち感覚で話しかけてくれる相手もいる。そのどれもが、アキトにとっては大事な繋がりである。同じようにカードを持ち、互いにそれに対する考えを持ち、カードを通じていろいろな観点から関わってくれる相手。

　それこそが、まさにアキトがその人生で欲していた存在だからだ。

「ちっ、嬉うれしそうにしやがって。……なあ、お前ならあいつにどう勝つ？」

　それを見ながら先程の闘士が尋ねると、尋ねられた方は顎あごに手を当てて考え込んだ。

「難しいんだよな。あいつ、何やってくるかわかんねえから。手札もステータスがまちまちで、三枚並べてきても強いんだか弱いんだか。だが、一つだけ明確に弱点があるぜ」

「へえ、なんだよそりゃ？」

「さっき言ったことさ。あいつは、異様にカードが割られるのを嫌がるんだ。負け試合はほとんど、カードがやられそうになっての降参か消極的になっての判定負けだ。だから一枚を徹底的に狙って割りにいけば、あいつは降参する。難しいことじゃねえ」

「けどよ、野郎は前衛をしぶといカードで固めてることが多いぜ。同じこと狙ってあの、なんつったか……タカツキの使う変態カードをボコボコにしたが、いつまでたっても割れやしねえで負けちまった奴もいた」

「……あいつは無視したほうがいいな。かまってるとペースを乱される。他のカードを狙ったほうがいい」

「けどよ、他のは掴つかまえられるかどうかも怪しいスピードスターや、ぴょんぴょん跳ね回って吸収能力も持ってる吸血鬼だぜ。ディフェンダーはやたらと硬いナイトを置いてたりしやがるし、一枚狙いしてる間にリード取られて負けたやつも多いぞ」

　そこまで言ったところでお互い顔を見合わせ、少し固まったあと、ため息をつき合う。

　つまるところ、アキトは手て強ごわい。単純に、新しい強豪が一人増えたということだ。

　一方、アキトは何人かの闘士たちと挨拶をしながらも、周囲をキョロキョロと見回している。そんなアキトを隣のキャロが覗のぞき込こみながら言った。

「どうしたんですか、キョロキョロして。誰かお探しですか？」

「いや、ちょっとな……おっ」

　そこで、アキトが探していたものを見つけそちらの方に歩き出した。

　不審顔のキャロがついていくと、その先には通路の端で一人佇たたずむメリッサの姿があった。

「やあ、メリッサ。久しぶり」

「こんにちは、メリッサさん。儲もうかってますかー？」

　軽く手を上げて、アキトとキャロがメリッサに声をかける。するとメリッサはそこで初めて気付いたといった様子で振り返り、冷たい表情で答えた。

「……タカツキ。あんた、もう話しかけないでって言ったでしょ。なに能天気に声をかけてきてるわけ？」

「おいおい、メリッサ。なんだよタカツキって。前はアキトって呼んでくれてただろ」

「あれはいきなりだったからついそう呼んじゃっただけよ。今は赤の他人なんだから、気軽に話しかけないで頂戴」

　言いつつ、ふいっと顔を背けてしまう。とっととどこかにいけとでも言いたげな雰囲気だが、そこでその手札であるマスラオが口を挟んだ。

「主あるじよ、どうしてそう頑かたくななのだ……。今だって、タカツキ殿がやってきた時すぐに気付いていたくせに気付いてないふりをしおって。試合だっていつも観戦しておるくせに」

「っ……マスラオ！　余計なことは言わないで頂戴！」

　顔を赤く染めたメリッサが、マスラオを睨にらみつける。その様子を見ていたキャロが「相変わらずツンデレですね……」と呆あきれた様子でつぶやいた。

「そうか、見てくれてたのか！　嬉うれしいよ、メリッサ。そういう君も、最近は複数枚ルールでやってるんだな」

「……一枚ルールだと、最近対戦してくれる相手が少ないのよ。かといって集団戦のルールはどうしても運が絡むし、疲れるからやりたくないの。必要に迫られたからってだけで、あなたに合わせたわけじゃないわ」

「いや、別に俺に合わせてくれたのかなんて思ってないよ」

「あらそう。自意識過剰でなくて良いことだわ」

　言いつつ、そっぽを向いて髪をかきあげる。

　それを横目で見ながら、キャロは（まるで昔付き合ってたカップルみたいな会話だなあ……）などと思ってしまう。

「……それで？　最近、随分と勝ってらっしゃるタカツキ選手が私に何のご用かしら。まさか試合の申し込み？　なら受けてあげても良いわよ、賭け金は１００万以上でね」

「やらないよ。いや、本気のメリッサとやってみたいのは本音だけど、賭け試合はごめんだ。どちらの手札が割れても、気まずいだろ」

「私は気まずくないわ」

「……本当に？　ロメオやアンジェリカを割ったとしても、本当に気まずくないのか？」

「…………」

　最後の質問に、メリッサは目を逸そらして答えなかった。仲間だった時に、その二枚とメリッサには交流があった。メリッサがそれを割ってしまって何も思わないような人間ではないことを、アキトはよく知っている。

「そんな話はいいんです。それより……あなた、随分ときついスケジュールで試合をしているようね。勝てているのならいいのでしょうけど、そのうち体を壊すんじゃないの？」

「それなんですよ、もっと言ってやってください、メリッサさん！　この人、毎日何時間もトレーニングするくせに試合にも毎日毎日、出ずっぱりなんです！　体壊すぞーって言っても、大丈夫だからって一点張りなんですから！」

　メリッサの言葉に、キャロがここぞとばかりに口を挟む。

「……守しゆ銭せん奴どのあなたが儲もうかってるのにそう言うって事は、かなり無茶してるようね」

「ええ、闘士は体が資本だから、壊しちゃったら元も子もないじゃないですか。結局儲けも減っちゃいますし。バトルカードはカードに戻ればじきに疲労もダメージもなくなりますけど、人間はそうじゃないでしょう？　たまには休暇をですねえ……」

「そう言うなよ、キャロ。今、俺は凄すごい充実してるんだ。体も全然大丈夫、怖いぐらいに快調だよ。それに、いつまでも足踏みしてられないからな」

「……足踏み……？　何の話です？」

　割って入ってきたアキトの言葉に、メリッサが少し驚いた顔で尋ねた。

　アキトは手札を増やし、新ルールでよく戦い勝利を重ねている。

　間違いなく前に進んでいるはずだ。

「あなた、随分と成長しているではないですか。いえ、もちろん私には敵かなうはずもありませんけど、足踏みということは……」

「ああ……そういうことじゃない。足踏みってのは、コロッセオにいることが、だよ。……俺、そろそろＣＶＣに上がろうと思うんだ」

「えっ……」

「えっ！」

　アキトの言葉に、メリッサとキャロが異口同音に驚く。

「ちょっ、ちょっ、ちょっ……マスター!?　わ、私、初耳なんですけども！　なんで!?　まだ早いですよ、資金的にもっ……」

「もちろん、もう少し稼ぐさ。けど、俺が今まで稼いだ分と、キャロ、君が稼いでくれた分を合わせればそれなりの額だ。ＳＲのバトルカードを二枚は用意できると思う。それじゃ不足かい？」

「……不足、とは言いませんけども……」

　その言葉に、キャロが返事に窮する。今の手持ちは、不足とは言わないが十分でもないぐらいの金額だ。

　使える金も増えて、キャロもあれこれ手段を使って稼ぎを出すようになってきたが、ＣＶＣに上がるために資金を使ってしまえばまた運用に苦しむことになる。

　上がったはいいが、負けが込んだなどという状況になればすぐにゲームオーバーになってしまう。

　幸い、今は勝って稼げているのだ。もう少しコロッセオで稼ぎ続けてもいいはずだ。

　なのに。

「……アキト。あなた、何をそんなに焦あせっているの？」

　思わず前の呼び方をしてしまいながら、メリッサが尋ねる。

　傍はた目めにも、今のアキトからは焦りが感じられた。

「もしかして、ナツメに置いていかれたから？　でも、あいつはあなたより前からコロッセオにいたわ。それに……」

「そういうのじゃないよ。でも、俺は元々ＣＶＣを目指していたしね。そろそろ行かなきゃ、と思うことはそんなに変かな？」

　アキトはそこで一旦言葉を区切り、小さく息を吐いてから続けた。

「それに、俺がコロッセオに来てからもう少しで半年だ。一時の稼ぎのつもりが、このままじゃ一生ここにいてしまうかもしれない。ここは、居心地が良すぎる……。でも、上を目指すならどこかで飛び出さなきゃ」

「っ……。だったらっ……」

　その言葉に、メリッサが何かを言い返そうとしたがそこで言葉に詰まる。

　今、自分は何を言おうとしたのか。

「居心地がいいなら、私とずっといればいいじゃない」などと、そう言おうとしたのか？

　……バカな。こいつがそういう人間じゃないことはもう知っている。

　だから……だから、自分は距離を取ったのではないか。

「……勝手にすればいいじゃない。私には関係ないわ」

　また顔を背けて、できる限り平静を装った声で答える。

　わずかに震える指を、そっと隠す。

　そうだ、こいつがいなくなることなんて前から知っていた。

　だから、これでいいのだ。そういうものなのだ。

　──私は、「お前も私を置いていくのか」なんて、思わなくていいんだ。

　こいつは、他人。自分は、置いてなどいかれない。

「……でもな、メリッサ。そうなると、君とは合う機会がすごく減ると思うんだ。でも、俺はそれじゃ嫌だ。だから……」

「……おい、お前。何をその女に馴なれ馴なれしく話しかけてる？　離れろ」

　アキトが真剣な顔でなにかを言おうとしたところで、突然誰かが背後から口を挟んできた。驚いたアキトが振り返ると、そこには切れ長の目をしたあの男……リーが立っていた。

「リー……！」

「……貴様、誰かと思えばこの前の男か。言ったはずだ、その女には二度と近づくなと」

　しまった、といった様子でメリッサがその名を呼び、リーが目を細めてアキトの顔を睨にらみつける。

「そして、こうも言った……今度近づいたら、殺すと」

　瞬間、リーの体から殺気が溢あふれ出した。

　アキトが今まで感じたことのない、本気の殺気だ。

「っ……」

　思わずアキトが怯ひるむ。その身のこなし、雰囲気、声の質。その全てが、目の前の相手が危険であることを伝えてくる。

　間違いない……こいつは、本当に人を殺したことがある。

　闘士として実力を高めてきたアキト。だが、本気でこちらに殺意を向ける相手とはいまだ戦ったことがない。以前戦ったチーム・エクスプロードも、別にこちらの命を狙っていたわけではない。

　だが、こいつは違う……逆らえば、本気で殺されかねない。

　ただの鉱夫にすぎなかったアキトには荷が重い相手だ。

　そこで、同じように身を竦すくめていたキャロが前に出て反論した。

「なっ、なによっ……コロッセオでは殺人なんてできないわよ！　デウスのシステムが守ってくれるからね！　そんな脅しっ……」

「オマエ……ヒナト人だな？」

「……なに？」

　そんなキャロを無視して、リーがアキトの顔を蛇のように睨ねめつけながら言い、アキトが驚いたような声をあげる。

　だが、よく考えればアキトの名前から考えればどこの国の人間かなどすぐに分かるだろう。

　リーの名前も、華カ蘭ラン国でよくあるものだ。そこからなんとでも推測はできる。

「脅しのつもりか？　だが、」

「その上、随分と目立つ秘書カードを連れている。それと合わせ、オマエがコロッセオで戦い始めた時期にホルダーを契約したヤツを探せば、居場所の特定は難しくない」

　そのままぐっとアキトに顔を近づけて、リーがささやく。

「俺には、お前を探せる手段がある。お前を殺す手段も。わかったら、二度とその女に話しかけるな。本当に殺すぞ……三さん下した」

　静かな威圧を籠こめた言葉。

「……ま、マスター、なんかこの人やばいですよ……。い、一旦謝っといたほうが……」

　隣で縮こまったキャロが忠告する。

　だが、アキトはそこで相手を睨にらみ返すと、はっきりと口にした。

「断る。どうして俺が友人であるメリッサと会話することを、お前に禁止されなくちゃいけないんだ？　お前こそ、メリッサに近づくな」

「……なんだと？」

　言ってしまった。それを見て、キャロが思わず天を仰ぐ。

「あちゃあ……」

　リーがぎらりとアキトを睨みつける。

　だが、アキトは動じず、もう下がることもなく睨み返した。

　キャロとメリッサ、そして遠巻きにマスラオが見つめる中、緊張感を孕はらんだ時が流れる。

　そして、ややあってリーがアキトの後ろで自分を睨んでいるメリッサに一いち瞥べつをくれた後、小馬鹿にした顔で続けた。

「いいだろう。お前も一応闘士の端くれ、殺してやってもいいが、もっと手っ取り早い方法がある。……私と３００万で試合しろ。そして、負けたら二度とその女に近づくな」

「なに？」

　その提案に、アキトが驚いた顔をする。そこにメリッサが慌てた様子で口を挟んだ。

「なにをバカなことを……！　駄目よ、アキト！　言ったでしょう、そいつはこのコロッセオでも最高クラスの闘士よ！　あなたの勝てる相手じゃないわ！」

　メリッサのその言葉に、にたり、とリーが微笑ほほえんだ。

「そういうことだ。逃げてもいいが、その時はこの女には二度と近づくな。試合を受けず、なおこの女と絡むなら俺は絶対にお前を始末する。返事はよく考えてしろ」

　よほど自信があるのだろう、その表情には余裕がある。だが。

「……いいだろう。その試合、受けよう」

「ああああっ！　受けちゃったよ、この人！」

　アキトがそう答えキャロが絶叫する。リーが嗤わらった。

「馬鹿なやつめ。勝ち目があるとでも思ってるのか？　だが、さてそうなると試合のルールだが……そうだな、エキスパートでよかろう。そのほうが、実力差がはっきりするからな」

「エキスパートルールですって……！」

　メリッサが驚いた声を上げる。

　エキスパートルールとは、もっともＣＶＣに則していると言われるルールであり、互いに五枚のカードを登録して手札を入れ替えながら戦うルールだ。

　アキトはまだこのルールでの試合経験がない。

　おそらくリーはそのことを知っていて言っているのだろう。

「いくらなんでも、勝手すぎるわ……！　あなたはエキスパートルールでの試合経験も豊富じゃないの！　手札だってっ……」

「わかっている、俺も小者相手に自分の最高の手札を使ったりはしない……おい、貴様。お前が持ってる最強のカードのステータスはいくらだ」

「……ＡＰが５８００、ＤＰが３０００だ」

　リーの質問に、アキトが素直に答える。隠しても仕方ないことだ。

「フン、そうか一丁前にスピードスターを使ってるのだったな。いいだろう、ならばステータスの合計値が９０００までのカードのみで相手をしてやる。それならば文句あるまい」

「……わかった、それでいい。試合の日は？」

「準備に一週間やる。準備不足を理由にされてはたまらんからな。賭け金は、先程言ったように３００万だ。破壊あり、ＬＰ８０００のエキスパートルール。時間制限は30分、降参するかカードを全て破壊される、もしくはＬＰが０になったほうが負け。負けた方は、二度とその女に近づかないこと。それでいいな？」

　リーの言葉にアキトは少し考える顔をしたが、すぐに顔を上げてはっきりと告げた。

「いいだろう。それで勝負だ」

「逃げるなよ……俺はお前を見ているぞ。タカツキ」




「……バカ！　どうして受けちゃったのよ……バカアキト！」

　リーがその場を立ち去ってすぐに、メリッサがアキトを睨にらみつけた。

「あいつはあんたの勝てる相手じゃないわ！　あいつは、コロッセオ現王者と呼ばれるヤツとも近々試合をするって言われてるほどなのよ！　このコロッセオでもてっぺんあたりにいるやつ……あんたが勝てる相手じゃっ……」

「わかってるよ、もう聞いたからね。あいつがすごく強いのは、よくわかってる。だからこそ、受けたんだ」

「えっ……」

　その言葉にメリッサが驚くと、アキトはその顔をじっと見つめた。

「それより、メリッサ。あの男は何が狙いなんだ？　前は君に気があるのかと思ったけど、どうもそういう感じじゃない。よければ、理由を教えてくれないか」

「それは……」

　アキトの質問に、メリッサが目線をそらし口ごもる。

「……あんまり、言いたくない」

「メリッサ」

「……」

　隠そうとするメリッサにアキトが続けて言うと、メリッサはため息をつき観念したように語りだした。

「あいつは……たぶん、私の父親の差し金よ。私の父親は……ＣＶＣで、かなり高い位置にいるの。それで、たぶんあいつは私を父親のもとに戻すよう依頼されてるんだと思う」

「……なるほどな。メリッサが、随分とカードに慣れてるのはそのせいか」

　謎が解けたといった様子でアキトが言うと、メリッサが小さくうなずく。

「そうよ、私は父の手駒となるよう子供の時から英才教育を受けていた……。けど、私は……父の、期待に応えることは出来なかった。才能が、なかったのよ」

「…………」

「それで、私は父の元を飛び出して一人で生きることにしたの。コロッセオぐらいでなら、十分に勝てるから。でも……父は、それが気に入らないみたい。あんなヤツを差し向けて、私を孤立させて戻そうとしているのよ」

　そこまで言って、メリッサがアキトのほうを向き、ひどく真面目な顔で言った。

「あいつが言ったのは本当よ。父は、危険な組織を率いている。もしかしたら、あなたを見つけ出して、本当に始末できるかもしれない。勝っても負けても、あなたには損しかないわ。だから、こんな勝負やめて、アキト！　私達たちはもう他人なのよ、だからっ……」

「君がどう思っていようと、俺は君を他人だなんて思ってないよ、メリッサ」

「……アキト……」

　そんなメリッサの肩に手を置き、その目をまっすぐに見つめながらアキトが言う。

　潤んだメリッサの瞳。アキトは一字一句、はっきりと発音するように続けた。

「あいつは、すごく危ないやつだ。あんな奴を、君の周りをうろつかせておくわけにはいかない。それに……自分の人生をどう生きるかは、君の自由だ。父親なんかに決められることなんかない」

「…………」

「……それに、俺は君ともっと話したいからね。あんな奴にそれを禁止されてたまるか。まあ、君が迷惑じゃなければ、だけど」

　その言葉に、なにかを思い出したようにアキトの手を振り払い、メリッサが慌てて視線を逸そらした。

「……迷惑よ！　勝っても負けても、もう話しかけないで！」

「しまった。一言余計だったか」

　アキトがぽりぽりと後頭部を掻かきながら言う。

　そして、そのままコロッセオの通路を歩きだしながら背中越しにメリッサに伝えた。

「なんにしろ、俺は勝つよ。だから……見ていてくれ、メリッサ」





　　　　２






「……と、いうことがあってね。そういう試合をすることになりました……はい、質問ある人！」

　リーとの試合の約束から数時間後、アキトのプライベートエリア。

　そこで、アキトとその手札五枚の前でキャロがやけくそ気味に言うと、しゅばっとヨシヒコがまっさきに手を上げた。

「はいっ！」

「よろしいっ、じゃあヨシヒコ！　言ってみなさい！」

「そんなおっかない試合やりたくないんで、僕、欠席してもいいですか？」

「いいわけあるかい！　必要な手札は五枚、マスターの手札も五枚！　全員もれなく参加よ、参加！　とおおおぜんでしょうが！」

　とぼけたことを言うヨシヒコに、ぐわっとキャロが噛かみ付ついた。

「そんなあ！　相手は、ミシェットのアニキを基準にカード揃そろえてくるんでしょ!?　なら僕なんかまるで歯が立たないじゃないですか！　足を引っ張りたくないんで、今から新しいカードでも手配してくださいよ！」

「それは無理だ、ヨシヒコくん。一週間しかないんだ、それだけの期限で新しい仲間を迎え入れて、皆と連携してもらうなんて不可能だよ」

　そこでアキトが口を挟む。それでなくてもエキスパートルールでの動きを練習せねばならないのだ、そんな時間はとてもない。

「も、もし負けちゃったら……マスターは、そのメリッサさんという人ともうお話しできないんですよね……。だ、大事、な……お友とも達だち、なんですよね？」

「……ああ。すごく大事な友達だ。だから、負けるわけにはいかない」

　おずおずとアンジェリカが尋ねると、アキトがはっきりとした口調で答えた。

　だが、それに対してアンジェリカが萎縮した様子を見せると、慌てた様子で付け加える。

「ああ、だけど、皆を犠牲にして勝ちを目指したりはしないから安心してくれ。誰かが危険そうなら、いつもどおりに降参する。皆は、安心して……」

「それは甘いんじゃないのか？　アキト」

　そこで、壁にもたれかかって話を聞いていたミシェットが口を挟んだ。

　皆の少し驚いた視線が集まると、ミシェットが真面目な顔で続ける。

「相手は、かなりの強豪なんだろう。しかも現実で人を害せるようなやばいやつだ。そして、おまえはそいつをその大事な友達の側そばにいさせたくない。……なのに、自分の手札は失いたくないだと？　おいおい、何の冗談だ？　欲張りにもほどがあるぞ」

「……ミシェット、だが……」

「ここは、俺たちを犠牲にしてでも勝つべきところだろうが。違うか？」

　ミシェットがアキトをまっすぐ見つめる。

　アキトはその視線を受け止め、だがやがてすっとそれを逸そらした。

「……そうかもしれない。けど、俺にとっては皆も大事な存在なんだよ」

「フン……矛盾だな。大事なものを守るために別の大事なものを戦わせる。だが、失いたくはない。上にはいきたい、だが犠牲は出したくない。お前は矛盾だらけだ、アキト」

「ちょっと、ミシェット！　あんたそんな言い方っ……」

　そこでキャロが口を挟んだが、片手を上げてそれを制しミシェットが続けた。

「まあいいさ。俺たちはあくまであんたの手札、どう使うかはあんたが決めるんだ。誰も割れずに勝て、と言うのならば全力で当たってみせるさ」

「……皆には、無理を言ってすまないと思う。けど、色んな意味で避けては通れない一戦だ。だから……」

「無理なんかじゃないです！　私達は、マスターの求めることを叶かなえるためにいるのです。ヨシヒコは無視していいのです、マスター」

「相変わらず僕に厳しいですね、ファムちゃん……」

　ファムが励ますようなことを言い、ヨシヒコがそんなファムにどんよりとした視線を向ける。そしてカードたちがそれ以上なにも言わないのを見ると、手をパンパンと叩たたいてキャロが場を締めた。

「じゃ、そういうわけだから！　一週間でエキスパートルールにしっかりと慣れて、連携も練習していくわよ！　相手は強豪、いくら練習してもしたりないわ。あんたたちの奮起に期待するわよ！」

「よし、じゃあ早速練習を……」

「あ、ちょっと待てい。マスター、そろそろお食事の時間です。一度事務所に戻って、ご飯にしましょう」

　乗り気で立ち上がり、練習を始めようとしたアキトの襟首をぐわしと掴つかみ、キャロが引き止めた。アキトはそれに渋い顔で反論する。

「腹は別に減ってないよ。練習の後でもいいだろう？」

「だーめーでーすー！　食事はすべての源です、規則正しく取らないと！　いざ戦いって時に力が出なかったり、体調不良だったりしたら元も子もないでしょうが！　マスターの体調が悪くなったりしたら秘書カードとしての私の名折れです！　絶対食事してもらいます、さあ！」

「わかったわかった、そう引っ張るな、キャロ……」

　ぐいぐいと腕を引っ張ってくるキャロにアキトが渋々従う。

　それにウンウンと頷うなずいた後、キャロがロメオたちの方を向いて言った。

「あんたらはそのまま待機して、対策とか話し合ってて頂戴。色々話したいこともあるでしょうし。30分ほどで戻るわ、いいわね」

「食事なんて、３分程度で……」

「ダーメーでーすー！　よく噛かんで、じっくり時間をかけて食べて、その上で小休止もいれてもらいます！　さあ、さあ！」

　キャロに押し切られ、アキトたちの姿がプライベートエリアから消える。

　それを見届けた後、ヨシヒコが誰に言うともなくつぶやいた。

「……なんなんでしょうねえ……。急に、そんな強豪とやりあおうとか。急な話すぎませんかね……」

「それは……マスターの大事なお友とも達だちのためだからって……」

「それはそうですけど、それならもっとやり方もあったのでは？　なにも格上相手に相手の言い分をほいほい聞いて試合なんかやることはないでしょうに」

「それは……まあ、そうだけど……」

　口籠ごもるアンジェリカに、ヨシヒコが更に続けた。

「それに、ＣＶＣを睨にらんでって、まだ僕たちを手に入れて二ヶ月もたってないじゃないですか。もうちょっとじっくりやるものかと思ってました。どうしてこんな……」

「あいつはあいつなりに焦あせってるんだろうさ。いろいろな」

「えっ？　どういうことです、アニキ」

　ミシェットがつぶやき、ヨシヒコが尋ねた。だがミシェットはそれには答えず、輪からわずかに離れた位置で、いつもの仏頂面で腕を組んでいるロメオに話を振った。

「お前さんはどう思ってるんだ？　一番古株の意見を聞きたいところだがね」

「どうもこうもない。俺はアキトのナイトだ」

　皆が見守る中、ロメオがはっきりとした口調でそう答え、一呼吸置いて続けた。

「俺は、あいつを守る。だが、〝守る〟ということはただ体を守るということだけではない。あいつの思想、あいつの願い、そして手にしたいもの。それらを手にできるよう全力で動くこと、それが守るということだ。だから……」

　そして、ロメオがまっすぐ前を見ながら言った。

「俺は、今回もあいつを〝守る〟。それだけだ」

　そこで言葉を切り、言うべきことは言ったとばかりにロメオが沈黙する。

　一同はしばらくその顔をじっと見つめていたが、やがてアンジェリカが笑顔で皆の方を向きながら言った。

「私も……私も、マスターに勝ってもらいたいです……！　だって、せっかくのお友とも達だちなのにもう話せないなんてあんまりだし、それに……お相手の方も、可哀相……。私、力になれるならなってあげたい」

「ファムも！　ファムも、同じことを考えてました、お姉さま！」

「きゃっ。ちょ、ちょっとファムちゃん……」

　そこで満面の笑顔のファムがアンジェリカに飛びつき、頬ほおを擦すり寄せる。それを抱きとめながらアンジェリカは困ったような声を上げたが、その表情は嫌がってはいない。

　そんな二枚を見ながら、ヨシヒコがため息をついた。

「はあ……。今回ばかりは、頑張らざるをえないみたいですねえ……。あーあ、こういう時だけは弱い自分が恨めしいですよ。強ければ、僕に任せとけ！って言えるんですがねえ」

「フッ。おまえは弱くなんかないさ、ヨシヒコ。俺が保証する」

　弱音を吐くヨシヒコにミシェットが言い、そして全員の顔を見回し、言った。

「どうやら全員の気持ちは同じようだな。いいだろう、良いカードってのは主君のわがままを叶かなえてやるもんだ。……俺たち全員で、一人も倒れずに勝つぞ。いいな、おまえら」

「いいだろう」

「は、はい……！」

「頑張るです！」

「僕なりにやらせてもらいますよ」

　ミシェットの言葉に、それぞれがそれぞれの言葉で答える。

　全員の顔には、笑顔があった。

　個性もバラバラ、能力もバラバラの五枚。だが、その五枚はこの瞬間に、たしかにチームとして纏まとまったのである。
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「はい、どんどん食べてくださいねマスター！　サラダも残さずお願いしますよ！　特製ドリンクもあります、全部食べるまで練習はお預けですからね！」

「……こんなに食えないって……」

　アキトの事務所、そのテーブルに置かれた大量の食事。ご飯に肉、スープに漬物、さらには山盛りサラダ。他にも細々とした小鉢が並び、とても一人前の分量には見えない。

「ダメダメ、毎日あんなに練習するんだからしっかり食べないと！　それと、本当はよくないけどこれを見ながらお願いします！」

　言いつつ、デン、とキャロが自分用のホルダーを開いてテーブルの上に置く。

　そこには映像が流れていて、どうやらあのリーの試合のようだ。

「……あいつの試合か。もう試合の記録を用意してくれたのか」

「ええ、決まってすぐに。あいつの最近の試合を全部ご用意しました。相手の動きやクセを把握しておくのも大事です。練習中以外は試合記録を見て、対策をたててください」

　こともなげにキャロが言う。お金が絡まなければやはり有能だ、などと思いつつ、食事に手を付けながらアキトが呟つぶやいた。

「……やはり強いな、リー・イェンフゥ。まるで鋭利な刃物のような操作技術だ。カード同士に連携をさせる技術も高い。あとついでに、すごく性格が悪い」

　その試合、リーは卓越した操作技術で対戦相手を軽々と捻ひねっていた。

　もう決着の見えた試合、だがリーはあえて相手のカードにとどめを刺さず、すべてのカードを割れる寸前まで追い詰めていた。

　そして、相手がついに決心して降参しようとしたその瞬間。一斉に攻撃を仕掛け、相手のカードをすべて破壊してしまう。

　わざと相手に希望をもたせ、相手の被害を最大にしたのだ。相手のマスターは手の中のカードが全て割れていくのを見ながら泣き崩れる。それを、リーはニヤニヤと笑いながら見ていた。

「ええ、とにかく陰湿で、相手をズタボロにしてやらないと気がすまないってタイプのマスターです。はっきり言って、クズですね。他の闘士にもかなり嫌われていて……って、マスター、やっぱりって……もしかしてリーのこと前から知ってたんですか!?」

「ああ、まあな。ＣＶＣに上る前に対戦したい相手として、前から見てた候補の一人だ。まさかこういう形で戦うことになるとは思わなかったけどな」

　驚くキャロに、食事を続けながらアキトが答える。だがそこで慌てて付け加えた。

「勘違いしないで欲しいんだが、だからって今回の試合を受けたわけじゃないぞ。メリッサの側そばにこんなやつを置いておきたくないのは本当だ。相手が誰でも試合はしたさ。ただ、その相手がその候補の一人だったってだけだ」

「いや、それはわかってますけど……。ならますますリーが手て強ごわいこと知ったんじゃないですか！　それに、あいつ殺すとかなんとかおっかないし……！　やばいやつとわかってたなら、試合は回避したほうが……」

「逆だよ、キャロ。ＣＶＣに上がれば、たぶんリーみたいなやつはたくさんいる。正面から戦うだけじゃない、脅迫や恫どう喝かつで相手を怯ひるませようとするような奴がね。俺はこれからそんなとこに飛び込んでいくんだ、ならそんなことを恐れていちゃ話にならないだろう」

　皿を置き、アキトがキャロの顔を向いて続けた。

「それに、ＣＶＣでは格上と戦うことが多くなると思う。避けられない戦いも出てくるだろう。色んな意味でリーは、俺がＣＶＣでやっていけるのかを試すのに丁度いい相手だと思ったんだ」

「……なるほど。一見、筋が通ってますね。〝本当に勝てんのかよ〟っていう一点を除けばですけどね！」

　アキトの言葉に、ムッとした顔のキャロが答える。

　またＣＶＣの話か。

　実際のところ、キャロとしてはまだまだアキトにはコロッセオにいて欲しい。まだまだ学べることはあるだろうし、慌てて挑むにはＣＶＣは危険すぎるからだ。

　だが、アキトはとにかく早く上に行きたがる。せっかく面白い奴らを手札にしたのだ、もっと楽しめばいいのに。そう思い、それが歯がゆい。

　……楽しそうじゃないですか。今。

　なら、なんで今で満足できないんです……？

「……もう、どうしてそう慌てるんですかね。私には理解不能ですよ」

「…………」

　独り言のようなその言葉に、アキトは沈黙を返した。だがそっとホルダーの映像から目を逸そらし、自分のためにお茶を入れているキャロの横顔を見つめる。

　幼く見えるが、よく整ったその顔立ち。出会って、あと少しで半年になる、お金が大好きな俺の相棒。

　そう、もうすぐ半年になるのだ。

　秘書カードの期限は、たったの一年。その半分を、自分はもう消費しようとしている。

　もう、キャロとは、半年と少ししか一緒にいられないのだ。

（……半年、か）

　ふいに胸がうずき、そっと押さえる。

　彼女が隣にいなかった時が、まるで遠い昔のようだ。

　彼女は、一緒にいて、楽しい。

　相棒として、彼女のことを自分はとても好ましく思っている。

　だが、それもじきに終わってしまうのだ。

　だから。

（……彼女が俺の手元から消えてしまう前に、どうしてもＣＶＣに上がりたい。お金が大好きな彼女に、ＣＶＣでたくさん儲もうけるところを見せてあげたい。それで……）

　──それで、いつか別れるその時には、笑顔で「俺は、もう大丈夫だ。君のおかげで、ここまでこれた。キャロ、本当にありがとう」と、そう、全力の感謝で見送りたい。

　それが、そのことこそが、今のアキトの目標となっていた。

「……？　なんです、マスター」

　そこで視線に気づいたキャロが怪け訝げんそうな顔で言うと、アキトはそっと視線を逸そらして「なんでもない」と答えた。
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　なんにしろ、この試合、勝たなければならない。メリッサのためにも、自分のためにも。

　相手は手て強ごわい。だが、こちらも負けてはいない。

　俺の、自慢の仲間たち。彼らとなら、きっと勝てる。

　アキトは、そう信じていた。
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《さあ、それでは皆様お待たせしました！　エキスパートルール特別試合、リー・イェンフゥ選手対高たか槻つきアキト選手の一戦を、まもなく開始！　実況は私ニャッキーでお送りします！》

「ウオオオオオオー！」

　猫と人のハーフのような姿をした実況の声がコロッセオ中に響き渡り、観客が沸く。

　その視線の先には、すでに試合場で向き合うリー・イェンフゥとアキトの姿があった。

「逃げずに来たか、馬鹿め。恥をかくことになるぞ」

「友とも達だちを見捨てて、逃げるほうが恥だ。それが、相手に望まれてなくてもね」

　リーが小馬鹿にしたように言い、アキトが落ち着いた調子で答える。

　アキトとリーの試合は、扱いとして特別試合に指定されていた。互いに賭ける金額が多く、また互いの手札をオープンにしていないためだ。

　賭けをするには不確定要素が多かったが、それでも賭けに参加した観客は多かった。そのほとんどは格上のリーに賭けていたが。

　観客席にはアキトと顔見知りの闘士たちもおり、口々に声援を送っている。

「オイ、タカツキ、生意気なリーの野郎なんかに負けんじゃねーゾ！　オマエに勝つのは俺ダ！」

「知らない仲じゃねえしお前に１万賭けてやったぞ、俺に損させんなよ！」

「タカツキ、俺のカードの仇かたきをとってくれー！　リーをぶっ飛ばしてくれえええ！」

　その闘士たちの集団から少し距離を取って、メリッサが観客席に座っていた。

　なにかを言うでもなく、じっと試合場のアキトを見つめている。

「……なにか、言ってやらなくてよいのか？」

　その隣に座ったマスラオが気を使ってそう言うが、メリッサは試合場を見つめ続けたまま答える。

「私には……関係のないことだわ。アキトが、勝とうが負けようが」

《さて、それではもう一度この試合のおさらいを！　互いに登録した五枚、合計値９０００以下を使って戦ってもらいます！　ＬＰは互いに８０００、おそらく破壊するには二回以上のダイレクトアタックが必要となるでしょう！》

《さらにはお互い、相手の五枚がなんなのかは把握しておりません！　状況を見て、相手の手札に合わせた対応が必要になってくるでしょう。また、人が一度に操作できる上限と言われているのは三枚、おそらく五枚同時に出すことは不可能です！　故に、五枚をどう入れ替えて戦うのかということが重要になるでしょう、そのあたりもご期待ください！　それでは、両選手、コールの準備はＯＫ!?》

「問題ない」

「こちらも」

　実況の呼びかけにアキトとリーが答え、そしてその手にカードを握った。

　共に、三枚。一度に操れる限界と言われる枚数だ。

　そして、二人はほぼ同時にそれを解き放った。

「「コール！」」

　開放の言葉、コール。その宣言に合わせて互いの手札三枚が輝き、その中からカードの戦士が飛び出した。

　アキトの最初の編成は、ディフェンダーのロメオ、アタッカーにスピードスター、そしてもう一枚は……ヨシヒコ。

「おっ、スピードスターをいきなり出しやがったぜ！　タカツキの野郎、最初から飛ばしていくつもりか！」

「おいおい、もう一枚は変態カードかよ！　大勝負だろ、もうちょいマシなカード用意しとけよなー……！」

　口々に囃はやし立てる観客たち。それを見ながら、ヨシヒコがぼやいた。

「いい気なもんですねえ、見てるだけの人たちは……！　こっちは緊張で心臓がバクバク言いいっぱなしだってのに……」

「ほお、ヨシヒコ、お前でも緊張するのか。意外だな」

「そりゃそうでしょ、こんな大事な試合の一番手ですよ、僕たち……。嫌でも緊張しますって！　マスターにとって大事な試合ですし……！」

　その言葉に、ふっとミシェットが笑った。

「お前、初めて会ったときとは印象が変わったな。もっと自分勝手なやつだと思ったが、今のほうが感じいいぞ。だが、それより……見ろ」

　ミシェットが顎あごをしゃくった。

　つられてヨシヒコがその先を見ると、相手の三枚がそこに堂々と立っている。

　そしてその一枚、正面に立つ女性のカードが口を開いた。

「うわー、相手のステータス、全体的に低くない？　え、今からほんとにウチらとやるの？　イジメになっちゃわなーい？」

　褐色の肌に、編み込んで大きなネズミの耳のようになった二つのおさげ。

　ビキニ水着のようなトップ、そして大きく広がった、だが半分が開き太ももを露出させているズボン。精せい悍かんな顔つきをしており、また体つきは健康そのものといった感じで、肉付きのいい体の中央で大きな胸が自己主張をしている。

　砂漠の民がよく着ているような衣装を身にまとったカード、そしてその脇にはサーフボードのような板が握られていた。

　その横には、【デザートライダー　アズハール】というカード名が表示されている。




【デザートライダー　アズハール】

　ＡＰ：４８００　ＤＰ：３６００




「フン、そもそも使い手の実力が違う。性能はそう問題でもあるまい。開始数分で相手が降参して終わりだろうよ」

　続いてその傍かたわら、忍者装束を身にまとった老齢のカードが口を開いた。

　白い髭ひげにシワの目立つ顔、だがその左手は機械に置き換えられており、その先端は驚くべきことにマシンガンと化している。

【改造忍者　老ろう猿えん】。その名の通り、忍者のカードだ。




【改造忍者　老猿】

　ＡＰ：５９００　ＤＰ：２７００




　そのＡＰはミシェットを超えるものだった。

　そしてさらに、もう一枚。

　上下ともに華麗な花の刺し繍しゆうが施された、長い袖丈の着物に、膨らんだズボン。目鼻立ちのしっかりした人形のような愛くるしい顔に、ほっそりとしたボディライン。両手に複雑な文字の書かれた御お札ふだを持った、団子頭の少女がアクビをしながら言った。

「めんどくさいネ。おまえら、とっとと倒してくるヨロシ。ワタシ、後ろでボケっとしとくヨ」

　妙なイントネーションのカタコトの喋しやべり。最後の一枚、【仙せん姫きタオメイ】である。




【仙姫タオメイ】

　ＡＰ：５２００　ＤＰ：３６００




　いずれもミシェットに近い性能。

　それを確認すると、ヨシヒコがゴクリと喉を鳴らした。

「これはっ……参ったな、どうしたものでしょう……！」

「緊張するな、ヨシヒコ。勝負はステータスの数値では決まらんし、どうにも相手は緊張感がないようだ。そもそもお前は格上を仕留めてきてるだろう、自信を持ってだな……」

「いえ、そうじゃなくて……アズハールちゃんもタオメイちゃんも凄すごい可愛かわいい……！　どうしましょう、どっち狙えばいいと思います!?　うーん、健康的なアズハールちゃんもいいけど、お嬢さまチックなタオメイちゃんもいい、甲乙つけがたい！　ああっ、俄が然ぜん、試合が楽しみになってきましたよ僕は！」

「……ヨシヒコ、お前ってやつは……」

　はあはあと荒く息を吐きながら言うヨシヒコに、ミシェットが流石さすがに呆あきれた顔を向ける。

　先程まであんなに緊張していたくせに、この調子である。いやはや、こいつは俺が思っていたよりずっと大物かもしれん、などと考えてしまう。

　そうして互いの手札が出で揃そろったところで、リーがまたもや馬鹿にしたような顔で言った。

「まさかとは思ったが、お前がいつも使ってるカードばかりか。残り二枚もいつものやつか？　新しいカードを一週間でモノにできる自信がなかったか、それとも金が惜しかったか。どちらにしろ、手の内を知られているカードでやりあおうなどと、馬鹿にしているのか貴様は」

「馬鹿になんかしてないさ。これが勝つための最善だと思ったからやってるだけだ」

　リーの言葉に、アキトがまっすぐ見つめ返しながら答えた。リーのカードは、いずれも初めて出したカードだ。情報がない。

『マスター！　すぐに相手のカードの能力を調べます、少しお待ち下さい！』

　そこで、キャロから通信が来た。

『ああ、頼むキャロ。頼りにしている』

　キャロはアキトたちをサポートするために観客席に陣取ってくれている。相手のカードの能力を調べたら、すぐに連絡と、対応できそうなカードを買って送ってくれる寸法だ。

「貴様、わかっていると思うが、負けたら二度とあの女には近づくなよ。わざわざこの俺が貴様なんぞと試合をしてやっているのだ、終わった後にも手間をかけさせたら許さんぞ」

　リーが通信をよこす。もうすでに勝ったつもりでいる相手に、アキトが尋ねた。

「一つ聞きたい。どうしてそこまでメリッサにこだわる？　メリッサの父親にそれほど取り入りたいのか」

「フン、なんだ、事情は知っていたか。まあそういうことだ。ＣＶＣで勝ち上がるために重要なのは、実力ではない、頼りになる組織の傘下に入ることだ。あの女の父親は、大きな組織を持っている。あの女を連れ戻せば、俺もそこで大きく取り立ててもらえるだろう」

　リーがにやにやと笑みを浮かべ、そして続ける。

「なんなら、あの女を妻にぐらいしてやってもいい。政略結婚ということになるだろうがな、なかなか悪くなさそうだあいつの体は。この俺が……」

「もういい、黙れ。聞いた俺が馬鹿だった」

　リーの言葉を、アキトが遮った。そしてリーの顔を睨にらみつけながら続ける。

「やはり、お前はメリッサのそばにいるべき奴じゃない。下らない出世欲は、どこか他よ所そで発揮していろ」

「……ガキが。大言壮語を後悔させてやるぞ」

　両者の間に見えない火花が散る。

　そうして互いにもう言葉は不要と構えた瞬間、実況が吠ほえた。

《それでは……試合、開始！》

　開始のブザーが鳴り響き、瞬間、ミシェットとヨシヒコが駆け出した。リーの編成はディフェンスがさほど固くない。先に仕掛ければ勝機はある、そういう判断からだ。

　だが、それに対して相手の三枚は悠然と構えるだけで動き出そうとしない。

（……なんだ？　まさか、三枚で守るつもりか……？）

　オールディフェンダー戦術。そういった策もないわけではないが、あまり有効とは思えない。アキトが不審に思う一方で、情報を探していたキャロが悲鳴のような声を上げた。

『うそっ、これって……！　いけない、マスター！　ミシェットを交代させてください、相手の狙いはっ……』

　キャロが警告するが、少し遅かった。ニヤリとほくそ笑んだリーがホルダーから一枚のカードを抜き取り、瞬時にその力を解き放つ。

「アズハール、メインスキル……〈領域侵食：流砂海〉！」

「いやっほおおおおう!!」

　スキルの開放とともに、アズハールが飛び上がった。

　同時に試合場の空間がぐらりと歪ゆがむような錯覚に襲われる。そして、次の瞬間。

　地面から、猛烈な勢いで砂が溢あふれ出した。

「うおおっ!?　なっ、なんだこれ!?」

　湧き出す砂は水のようにうねりながら試合場に広がっていき、やがて見えない障壁で区切られた試合場の地面を埋め尽くす。

　またたく間にそこは、流れ続ける砂の海、流砂海と化してしまった。

《おおっと！　開幕いきなりリー選手が、手札に領域侵食スキルを使わせたー！　領域侵食の効果は、周囲の環境を自分に有利なものに変えてしまうというものです！　これは、周囲を砂で覆って行動を封じるものかー！》

　実況が説明を入れている間も、サーフボードのような板に乗って砂の海に着地したアズハールが、その上を猛烈な勢いで滑り出した。

「あははっ、いー波ー！　最高のライディングができそう！」

　そのままボードを巧みに操り、砂海の上を高速で駆け回る。流砂は彼女の庭だ。

　だがミシェットたちにとって、膝までを覆い尽くすそれは地獄のような環境である。

「ちょっ、ちょっと、なんですかこの能力……!?　ずっ、ずるいっ……！　こんなのありですかぁ!?」

　砂に飲み込まれないようにふんばりながら、ヨシヒコが情けない声を出す。

　領域侵食能力を持つカードと戦うのは、これが初めての経験だ。

　それはミシェットも同じで、砂に足を取られ思うように走り出すことが出来ない。

「しまった、これは……俺たちの機動力を殺すための砂か！」

　どうにか砂から足を引き抜こうと悪戦苦闘しながら、ミシェットが声を上げる。脚力を自慢とするミシェットにとっては、最悪の環境と言っていい。

　そしてその時、ふいに声が響いた。

「今頃気づいても遅いわ、間抜けが」

「っ……！」

　それは、敵である老ろう猿えんの声であった。

　それが恐ろしく近くで聞こえたために、ミシェットが慌てて防御態勢を取る。

　瞬間、その鋼鉄の腕を、老猿の手にした刀が叩たたいた。激しく火花が飛び散り、金属の擦こすれあう嫌な音が響き、いつの間にかミシェットの直すぐ側そばに来ていた老猿が刀にさらなる力を加えながら呟つぶやいた。

「ほう、一撃は防いだか。まあそれぐらいはしてくれんとな」

「くっ……！　貴様、いつの間に……!?」

　相手の刀をどうにか抑えながらミシェットが驚きの声を上げる。

　この砂の海をどうやって渡ってきたのか。それを考える暇もなく相手の刀を押し返すと、老猿は飛んで下がり、驚くべきことにうごめく砂の上にピタリと着地してみせた。

「なるほどな……！　貴様、砂の上でも走れる能力持ちか！」

「左様。忍術・砂渡りの術。貴様らが間抜け面で戸惑っておるうちに、いくらでも距離を詰めれたわ！」

　言いつつ、老猿が左手の義手に仕込まれたサブマシンガンを放つ。

　激しい発射音とともに無数の弾丸が吐き出された。

「この程度……！」

　砂で動きを制限されながらでも、ミシェットはその精緻かつ高速で機動する両腕で弾丸をすべて弾はじき落とす。だがその間にも老猿は砂上を駆け続け、連続で攻撃を放ってくる。

　そして一方のアズハールはボードで流砂を軽快に駆け回り、戸惑っているヨシヒコ目掛けて進路を取った。

「そーら、痛いのいくよ！」

「あっ、ちょっ、まっ……」

　そしてボードごと飛び跳ねてヨシヒコに攻撃を仕掛ける。

　戸惑うヨシヒコの頭部に、そのボードの底が勢いよく直撃した。

「ぎゃあっ！」

　ヨシヒコが悲鳴を上げ、大きくよろめく。

　そしてアズハールはヨシヒコを踏み台にしつつ跳ね跳び、着地して鋭くターンすると、どこからともなく片刃の曲刀を取り出し、通り抜けざまにヨシヒコを切り裂いた。

「そらそらそらー！」

「ぎゃっ、がはっ！　いっ、痛いっ！」

　ヨシヒコは必死に身を反らして躱かわそうとするが、避よけきれるものでもなく、体のあちこちを浅く切り裂かれ悲鳴を上げる。

　さらに他方では老ろう猿えんの攻撃がミシェットを襲い、砂で思うように動けないミシェットはそれを防ぐことしか出来ない。

　ミシェットとヨシヒコ、共に翻弄される二枚。

　それを見ながら、焦あせった表情のアキトが呟つぶやいた。

「コンボデッキか……！　砂海を中心に、そこで行動できるカードを中心とした……！」

「どうだ、貴様程度にはもったいなかろう。雑ざ魚こにはこれほどのデッキは用意できまい」

　リーが嘲り笑いとともに言い放ち、ミシェットを顎あごで指した。

「無様なものだな。足の速さなど、どのような状況でも活いかせるものではない。いつもどおり、平へい坦たんな地面がそこにあると思っているのが貴様の限界よ。自慢のカードがただのカカシとして割られていくところをよく見ていろ、クズが」

　リーの操作のままに、老猿が更に素早く砂の上を駆け巡り、ミシェットに連続攻撃を仕掛ける。刀、銃弾、そして強烈な蹴りによる怒ど涛とうの連続攻撃が次から次へとミシェットの体を襲った。

「ちっ、こいつはなかなかヘビーだな……！」

　必死で凌しのぎ続けるが、次第にそのボディのあちこちを削られ、体力を奪われていく。

（まずいぞっ……。このままじゃ、なぶり殺しだ……！）

　アキトが焦る。ミシェットを別の仲間と入れ替えるべきなのだろうが、残っているのはアンジェリカとファムだ。アンジェリカの脚力もこの砂では活かせないだろうし、ファムでは老猿の攻撃を防ぎきれない。

　返し手が思いつかない、このままでは……！

　焦るアキト。だがその瞬間、キャロの明るい声が届いた。

『あった、これなら……！　マスター、マジックカードを転送します、使ってください！』その言葉とともに、アキトのホルダーにカードが送られてくる。

　急いでそれを確認したアキトの顔に、ぱっと希望の光が灯ともった。

「これはっ……そうか！　ありがとうキャロ、愛してるぞ！」

『んなっ!?』

「いくぞ皆、状況を変えるぞ！」

　言い放ち、アキトがそのカードともう一枚をホルダーから引き抜く。

　だがそうしている間にも、老ろう猿えんの手にした刀が鋭くミシェットに襲いかかった。

「素そっ首、頂戴！」

「ッ！」

　必殺の斬撃。ミシェットの体がこわばる。

　避よけきれない……！

　だが、その刃やいばがミシェットの首を斬り飛ばす直前に、アキトが吠ほえた。

「キャッチ！　ミシェット！」

　瞬間、ミシェットの体が輝きその姿がかき消え、老猿の刀が空を切った。

「何っ……！」

　仕留めたと思った老猿が驚きの声を上げる。

　消えたミシェットは、アキトが手にするミシェット本体のカードに戻っていた。

　外に出ていたカードは、キャッチすることで手元に戻すことができる。ただし、その距離はほんの５ｍほどだ。

　今は近くにいたのでキャッチできたが、もっと離れていたらそれは叶かなわなかっただろう。

「ほう、スピードスターを戻したか。高いカードが惜しくなったか？　だが、ならば……」

　リーが呟つぶやくように言い、老猿を操る。老猿は砂の上を軽やかに駆けつけ、ディフェンダーであるロメオに斬撃を見舞った。

「シャッ！」

「ぬう！」

　ガギン、と金属がぶつかり合う音が響き、ロメオの盾がその一撃を防いだ。

　だが相手のＡＰは５９００、ロメオのＤＰより１９００も高い。あまりの衝撃にロメオの体が揺るぎ、体勢が崩れた。

「ほう、貧相なＤＰで防いだか。貴様、防御技術だけはそれほど悪くもないな。あの女の仕込みか。だが、それがいつまで持つかな」

　リーが余裕の笑みで言い、老猿が再び攻撃を仕掛けるべく構える。

　だがそこで、額に汗をにじませたアキトがカードを掲げ解き放った。

「コール……！　頼む、【海軍少女37号　ファム】！」

「いきます！」

　開放の言葉とともにカードが輝き、そこからファムが飛び出した。

　その手にはすでに銃が握られ、両足には水上を走行するための〝フローター・ギア〟と呼ばれる大型の機械が装着されている。

「フン、バカめ。海適性のカードで何を……」

　それを見たリーが笑い飛ばそうとするが、そこで言葉が止まった。

　続いてアキトがもう一枚のカードを使用したからである。

「マジックカード……〈航海適性強化〉！」

　掲げられたカードがその力を解放し、ファムの両足のフローター・ギアに輝きを灯ともす。

　そして次の瞬間、ファムは軽く飛び上がると流砂の上に着地し、勢いよく駆け出した。

「なにっ……！」

　足を取られるであろうファムを一息で叩たたき割ってやろうと狙っていた老ろう猿えんが、驚きの声を上げる。その老猿に対して、ファムが気合いの声とともに銃弾を放った。

「やあああっ！」

「むうっッ！」

　正確に自分めがけて飛来する弾丸を、手にした刀で老猿が切り払う。

　だがその間もファムは軽やかな動作で砂の上を駆け巡り、次なる銃撃を放つ。

　その姿を見て、リーがちっと舌打ちした。

「マジックカードで、砂上も走れる効果をつけたか……！　小こ賢ざかしい！」

　リーの言う通り、アキトが行ったのはマジックカードによる手札の強化である。

　本来は水の上しか走れないファム。だがこのマジックカードの効果があれば、フローター・ギアで流れるものの上なら大体駆けることが可能となる。

（いけるっ……！　ぶっつけ本番だが、砂の上でも、ちゃんと走り回れるぞ……！）

　慣れぬ砂上でファムを転倒させないようどうにか操りながら、アキトがにやりと笑った。

　いつか使う機会があるかもとフローター・ギアの操作も練習しておいたのが生きた。安定しない流砂の上を駆けるのはなかなかに大変な作業だが、ファムが自身で体勢を保ってくれている。十分、戦うことは可能だ。

「ちっ……。手を抜いてやっていたのに、くだらんことをしおって。もういい、とっとと終わりにする。おい、お前たち。潰してしまえ」

　リーが忌ま忌ましげに呟つぶやいて、自身の手札たちに命じる。

　すると、リーの前で悠然と佇たたずんでいたタオメイが組んでいた手を崩し、

「よろし。私もいつまでも砂に浸つかってたくないヨ。いくアルっ……！」

　言葉とともに、びしりと構えを取って手にした札を一斉に放つ。

　札が宙を舞い、集合し、タオメイの背後に黒い何かを作り出す。

「超王来々……六ろく腕わん大だい王おう！」

　そしてそこから、六つの腕を持つ筋肉の塊が現れた。

　はちきれんばかりの大胸筋に、象のように太い首。修行僧のような服を身にまとい、その顔は白いベールで覆い隠されている。

　タオメイの背後、そこに浮いた黒い穴のようなものから上半身だけをのぞかせた巨体の戦士。タオメイが操る〝超王〟、六ろく腕わん大だい王おうがその威容を現した。

《おおっとリー選手、ここでディフェンダーのタオメイに超王を呼び出させたー！　タオメイは、守護霊のような存在である超王を呼び出して戦うカードです！》

　実況が解説を入れる。

　タオメイの所属する〝新奇八仙　超王記〟というシリーズは、超常の力を持つ仙人たちが超王と呼ばれる偉人を呼び出して、仙道の頂点を目指して戦うというストーリーを持つ。

　そしてタオメイの操る超王こそが、この六腕大王なのである。

「いくアル、操気・六腕飛ひ翔しよう！」

　タオメイが構えと共に吠ほえると、突如として六腕大王の六つの腕が勢いよく体から離れた。取れてしまったわけではない。それは空中でピタリと停止すると、次の瞬間、強烈な勢いで一斉にロメオ目掛けて突っ込んできた。

『いけないっ……。ロメオ、構えて！　そいつは、遠距離攻撃もできるディフェンダーよ！』

「なにっ！」

　キャロが焦あせった声で通信をよこし、ロメオが焦った声を上げる。

　慌てて構えたその盾を、六つの腕が強烈に叩たたいた。

「ぐううっ……！」

「ロメオ！」

　衝撃を受け止めきれず、ロメオの体が砂の中をずりずりと後ずさる。

　その体が、後ろで守られているアキトにぶつかり、慌ててアキトが両手で抑えた。

　だがそうしている間にも、タオメイの操る六つの腕はそれぞれが独立して動きロメオに攻撃を仕掛けてくる。六腕大王の能力、それは己の六腕を空中に飛ばし自在に操るものだったのである。

「ぼっこぼこネ！　へっぽこナイトなんて、目じゃないヨ！」

「うおおおっ……！」

　六つの腕が不規則に襲いかかり、ロメオが雄お叫たけびを上げながらそれらを必死に捌さばく。

　砂に足を取られている上に、これである。相手のＡＰも、ロメオのＤＰを１０００以上、上回っている。

　そしてなにより驚異的なのは、砂上を激しく動き回るアズハールと老ろう猿えんを操りながら、さらに六つの腕を操作してくるリーのカード操作技術だ。

（普通は、どれか一枚ぐらいは休ませて二枚程度に集中するものだ……だというのに、当たり前のように三枚による連携を仕掛けてくるかっ……！）

　アキトが思わず唸うなる。

　相手が強いことはよく知っていたが、実際に対たい峙じするとなお凄すさまじい。

　これが、コロッセオ最高レベルの操作技術……！

　そして、必死に防ぐアキトとは対象的に、涼しい顔をしたリーが次なる手を打つ。

「雑ざ魚こは、巣穴を突くとすぐボロが出る。そら……そのカード、放ほったらかしでいいのか？」

　その言葉とともに、アキトの意識が薄くなったヨシヒコ目掛け、アズハールがボードごと高く飛び上がり突撃した。

「げえっ……マスター、こっちがやばっ……」

　ヨシヒコが悲鳴のような声を上げ、だがそれをかき消すようにその頭をアズハールのボードの底が直撃した。

「そーらっ！」

「ぎゃああ──っ！」

　勢いの乗った一撃を喰くらい、踏み潰されたヨシヒコが悲鳴を上げながら砂中に埋没する。

「ヨシヒコ！」

「一丁上がりっと！」

　アキトが咄とつ嗟さにその名を呼ぶが、ヨシヒコの体は砂に飲まれ上がってこない。

　そのまま砂の上をバウンと跳ね跳んだアズハールは、体勢を立て直すと余裕の笑みとともにそのままロメオ目掛けて直進を始めた。

「もう飽きちゃった、そろそろ終わりにしようよっ……と！」

「ぬうっ……！」

　シャムシールの斬撃が襲いかかり、それを辛うじてロメオの盾が防ぐ。

　避よければアキトに一撃が入ってしまう。しかし、タオメイの操る六つの腕を必死で防いでいた今のロメオに、もう一枚を相手取る余裕などなかった。

　次の瞬間、浮遊する腕の一つが弾丸のように突撃し、ロメオの脇腹を強烈に叩たたいた。

「がはっ……！」

「ロメオ！」

　ロメオが苦痛の声を上げ、その重い鎧よろいに包まれた体が浮き上がり僅かに吹き飛ばされる。

　ディフェンダーが外された。

　そしてその瞬間、無防備になったアキトの体を別の腕が打ち据える。

「うおおおっ……！」

　ガギン、と強烈な音がしてアキトの口から悲鳴が漏れる。その体は保護されているので痛み自体はない。

　だがその拳の迫力と、これほど容易たやすくダイレクトアタックを許してしまったという衝撃から悲鳴が口をついてしまった。

　タオメイのＡＰ５２００の一撃を受け、アキトのＬＰは残りたったの２８００まで下がってしまう。

《おおおっと、なんとここでダイレクトアタック直撃だー！　試合開始からほんの僅かな時間でタカツキ選手、ダイレクトを許してしまう！　これは、実力の差は歴然かあー!!》

「うおおおおー！」

　実況が吠ほえ、観客席が沸く。

　その光景を見ながら、両手をぎゅっと握りしめたメリッサが小さく呟つぶやいた。

「アキトッ……！」

　試合場では、ネズミをいたぶる猫のような笑みを浮かべたリーが、勝ち誇って告げる。

「少し本気を出せばこの程度か。所詮、雑ざ魚こは雑魚……面倒だ、終わりにしてやる！」

　その言葉と共に、浮遊する腕が再びアキトを攻撃すべく動き出す。

　ＬＰは残り少ない、もう一撃を喰くらえば勝負が終わる。

　だが、それを食らうより早くアキトが一枚のスキルカードの力を解放した。

「ロメオ、メインスキル……〈アキュネイオンの大盾〉!!」

　瞬間、吹き飛ばされた後も必死で砂をかき分けアキトの元に戻ってきていたロメオの盾が輝き、周囲の攻撃……すなわち、アキトに襲いかかっていた腕を引き寄せた。




【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】メインスキル：『アキュネイオンの大盾』

　スキル使用後わずかな時間、自身のＤＰを二倍にし、周囲の敵からの攻撃を自分の盾に引き寄せる。この効果中にダメージを受けた場合このカードが破壊されることはないが、ダメージの蓄積がこのカードの体力を上回っていた場合、効果終了後にこのカードは破壊される。また使用後にこのスキルを再度使用するにはクールタイムが必要となる。




　そのまま引き寄せられた腕がロメオの盾を激しく叩たたくが、今やＤＰが８０００まで上昇したロメオの体を小揺るぎさせることも出来ない。

　そして余裕を持ってそれを受け止めたロメオが剣を振るい、盾に突き立った腕を切り裂いた。

「ぬんっ！」

　一撃を受けた腕の一つが弾はじけ跳び、勢いよく消し飛ぶ。

「あーっ!?　お前、何するネ！　ワタシの大事な腕ヲー!!」

　タオメイが悲鳴のような声を上げる。それを聞いて、腕はすぐには再生できないらしいと気付いたアキトが少しだけ安あん堵どした。

　これならば、相手にもリスクを負わせることができる……！

「おっと、のんびりしてていいのかなっ！」

　だが、じっくり考える余裕もなくターンしてきたアズハールが飛び上がり、アキュネイオンの大盾の効果が切れた瞬間を狙ってロメオに攻撃を仕掛けてきた。

　そのまま空中でボードをくるりと回転させ、その縁でロメオの頭部を狙う。

　ロメオはそれをどうにか盾で防いだ。が、その瞬間、信じられないものを目にして驚きの声を上げた。

「なにっ!?」

　アズハールのボードの底。そこに、それが確かにいたのだ。

　いや、へばりついていた、と言ったほうが正解かもしれない。

　一方のアズハールは、砂の上に華麗に着地を決めながらも、少しばかりの違和感を抱いていた。

（……なんか、ボード、重くない？）

　今の攻撃も本当はもっと高く飛び上がるつもりだった。

　速度も思ったほどでない。そう、まるでもう一人ボードに乗っているような違和感がある。

　不審に思ったアズハールがそっと自分のボードを見下ろす。

　おかしな点は見られない、とそう思った瞬間。
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　──砂中から突如として腕が飛び出し、ガシリとアズハールの足首を掴つかんだ。

「ひっ……!?」

　予想外の出来事にアズハールが悲鳴を上げる。

　そうしている間にも飛び出した腕はどんどん上がってきて、そしてついに砂の中からその持ち主の顔が上がってきた。

「アッ……アッ……」

　鳴き声のような不気味な声を上げる、砂にまみれた醜悪な顔。

　そしてそれは、邪悪な微笑ほほえみと共に、不気味な言葉を発した。

「褐色オ姉ネエサンノ……美脚ウウウウウウ……！」

「……きゃあああああああー!!」

　そしてそのままぬたりとボードを這はい上がってきたそれが、がしりとアズハールの太ももにへばりつき、アズハールの口から悲鳴が上がる。

　言うまでもない、それはヨシヒコであった。

　轢ひき殺ころされたように見えたヨシヒコは、実はボードの底に虫のようにへばりつき、アズハールの体に触れるチャンスをずっと窺うかがっていたのだ。砂中を延々と引きずり回されながら。

　恐るべき執念であり、またそのキモい執念はこの瞬間に結実していた。

　アズハールの太ももに顔を擦すりつけるヨシヒコは満面の笑みを浮かべ、だらしなく鼻の下を伸ばしている。醜い。

「ああっ、お姉さん、お姉さん！　なんて素敵な足なんだ！　僕はここから一生離れませんよ、ここに住みます！」

「ギャー！　やだやだ、離せ、このーっ！」

　一方のアズハールは、全身に鳥肌を立ててぐいぐいとヨシヒコを引き剥はがそうとするが、まるで岩に張り付く奇妙な貝のようにヨシヒコは剥がれない。

　さらにはあまりに予想外の展開に、使い手であるリーにすら動揺が走った。

「何っ……。なんだ、この気色の悪い手は……！　この瞬間に隙をつくために、あえてあのカードを潜伏させていたとでもいうのか……!?」

「……もちろんだ、リー・イェンフゥ！」

　驚くリーに、得意げな顔を浮かべたアキトが答える。

　もちろん嘘うそである。

　この展開は、アキトにとっても予想外のものであった。アキトは他に気を取られ、ヨシヒコにまで手が回っていなかった。

　故に、ボードにへばりついたのはヨシヒコの独断であり、その後へばりつき続けたのもヨシヒコの頑張りによるものだ。

　もちろんヨシヒコも深く考えていたわけではない。全てはそのエロ根性によるもの。

　だが、この一手は確かに試合の潮目を変えてしまった。

（今だ、今ならファムの操作に集中できる……！）

　アキトの目に、希望の色が灯ともる。

　アズハールをヨシヒコが足止めし、タオメイは腕を破壊されることを恐れて手数が減っている。

　今なら、集中力をファムに大きく傾けることができる！

「はあああっ！」

「ぬううっ！」

　砂上を駆け巡るファムが、気合いとともに銃撃を繰り返す。

　老ろう猿えんはどうにかそれをしのぎ続けるが、老猿の砂渡りの術はファムほど軽快に動き回ることは出来ないようだ。

　だが、それだけではない。まるで老猿の、いや使い手であるリーの動きを読んでいるかのようにファムの対応が早いのだ。老猿の動作の起こり、それを見抜いて的確に動き回り相手を撹かく乱らんしている。

（よしっ、いけるっ……！　ヤツの癖が読めるぞっ……！）

　アキトが笑みを浮かべる。それこそ穴が空くほどリーの試合記録を見てきたのだ。

　そして、仮想の対戦も繰り返してきた。相手の動き出しの癖が読めるだけでも、状況はかなり変わる。

「ちっ、こいつ……俺の動きをかなり研究してきてやがるな……！」

　対するリーは対称的に、苦しげな声を上げる。

　マスターの技量差やカード性能差で言えば、この対面は負けるはずがないところだ。

　だが、相手はここぞとばかりに食らいついてきてどうにもうっとおしい。

「ええい、あまり舐なめるなよ、小娘……！　死ねい！」

　焦あせった老猿が、腕のマシンガンを乱射する。ファムは砂上を高速で駆け抜けそれを躱かわし続けたが、ついに捉えられそうになりたまらず大きく跳び上がった。

「阿あ呆ほが、身動きの取れぬ空中に逃げおったか……！」

　吠ほえた老猿が刀を構え、大きく跳び上がろうとする。

　ちょこまかと小こ賢ざかしい動きも、空中では出来まい。銃撃をしてこようが、すべて刀で切り払い、その柔い体を切り裂いてくれる……！

　だが、老猿が跳び上がるように操作していたリーが、そこであることに気付いて叫んだ。

「っ……いかん、誘いだ、跳ぶな老猿！」

　だが、もう遅い。

　老猿はその名の通り猿のごとく跳び上がり、必殺の斬撃を放つ態勢に入る。

　すぐそこには無防備なファムの姿。

　勝った、そう老ろう猿えんが確信した瞬間。

　──その目の前に。ファムの砲台が、出現した。

「何っ……!?」

　慌てた老猿が刀を振るう。その一撃は砲台の半ばまでを切り裂いたがそこで止まり、老猿の動きが固まる。

　それを確認し、自分が出した砲台に飛び乗ったファムが、勢いよくそれを蹴りつけた。

「やああああっ！」

「ぐおおおっ！」

　その細い体から繰り出された、踏みつけるような蹴りで砲台が押し飛ばされ、その下にあった老猿ごと地面に激突する。

　重量のある砲台ごと砂の上に叩たたきつけられ、衝撃でその動きが止まった。

　そして。その頭上で、砲台を足場として再び飛び上がったファムが、くるり、とトンボを切り、ピタリと銃口を一点に定めると、全霊を込めて一撃を放った。

「いっけええええええ──！」

　ファムの、その銃弾が天から降り注ぐように発射され、そしてその狙い通りに、ファムの生み出した砲台、そこに籠こめられていた砲弾を直撃した。

　そしてその砲弾が強烈に膨れ上がり……轟ごう音おんとともに吹き飛んだ。

「おおおおおおおーっ！」

　老猿の絶叫が上がる。ＡＰわずか２７００のカードが耐えられる一撃ではなかった。

　その体が爆発に包まれ、次の瞬間、抵抗することすら出来ず粉々に吹き飛んだ。

　同時に、リーが手にした老猿の本体であるカードが消し飛ぶ。

《っ……なんとおおおお！　先に相手の手札を割ったのは、まさか、まさかのタカツキ選手だあああああ!!　これは大番狂わせ、圧倒的優位を築いていたリー選手、強烈なカウンターを食らって一枚消失────！》

　実況が興奮し絶叫のような声を上げる。

　観客が一斉に沸き立ち、爆発するように歓声が上がる。

「凄すごいっ……！　やった、マスター！　いけええええ!!」

　興奮する観客たちの中で、キャロも必死に声援を送る。

　その心も、戦う仲間たちの勇姿に熱く滾たぎっていた。

「馬鹿なっ……この俺が、この程度の相手に……!?」

　一方、試合場ではリーがあまりのことに呆ぼう然ぜんと己の手を見つめていた。

　目も眩くらむような屈辱。強烈な怒り。

　それが、ますますリーの操作を濁した。

「この……小者がアアア！」

　怒りのままに、新しいカードをコールすることも忘れタオメイの腕を激しくロメオ目掛けて叩たたきつける。

　宙に浮く腕による強烈な連撃、だが乱れたそれをロメオは盾で逸そらし、切り払い、耐え続ける。

　そしてロメオが作った時間に、アキトが次の動きに出る。

　華麗に着地したファムに、リーのディフェンダーであるタオメイ目掛けて銃撃させたのである。

「やああっ！」

「むっ、小こ賢ざかしいことするネ……！　アチョー！」

　雄お叫たけびとともに、タオメイが後ろに浮遊する六ろく腕わん大だい王おうではなく、自身の手と足でファムの銃弾を弾はじいた。タオメイは、自身もまたその数値通りの性能を持つカードなのである。

　本体と超王という二つの強さを持つタオメイは実際強力なカードと言っていい。

　だが、本体の動きに集中すれば、飛ばしている腕の精度はどうしても落ちてしまう。

　ファムの一撃は、それを狙ってのものだった。そのままアキトの側そばまで高速で戻ったファムが、浮遊する腕の一つに銃撃を放った。

「貰もらいますッ！」

　銃弾がいくつもヒットし、腕の一つが弾け跳ぶ。さらにロメオが別の腕を切り落とそうとしたので、タオメイは慌てて浮遊する腕を自分の手元まで下がらせた。

「いけなイ、腕全部やられちゃうヨ……！」

「よしっ……！　よくやってくれた、ファム、ありがとう……！　交代だ、キャッチ！」

　そうして時間を作ると、アキトはファムを労ねぎらい、すぐさまカードに戻した。

　そしてすぐにもう一枚を掲げ、解放する。

「コール……ミシェット！」

「本当にありがとよ、ファム……素晴らしい働きだったぞ！」

　一度は下がる羽目になったミシェット。それが、不敵な笑みと共にもう一度場に戻った。

《おおっと、ここでタカツキ選手、再びスピードスター投入だー！　だが、相変わらずフィールドはその速度を活いかせない状況、どうするつもりかー！》

　興奮した実況がまくしたてる中、アキトが一枚のカードを抜き出した。

「いくぞ、ミシェット！　メインスキル！」

　スキルカード。

　それは、ミシェットのメインスキルである、〈ブラックホーク・ストライク〉であった。

「あの、自身を撃ち出すスキルか……！　馬鹿め、どこに着地するつもりだ！」

　リーが馬鹿にしたように笑う。

　ミシェットのメインスキルは、地面に着地し力を蓄えて自分を撃ち出すスキル。砂の上では、その場所がない。それを理解した上でのこの流砂なのだ。

　だが、ミシェットはなおも不敵に笑うと、渾こん身しんの力で跳び上がりながら叫んだ。

「あるさ、着地する場所ならな……！　ロメオ!!」

「おお！」

　ミシェットの両手が、がしりとロメオの盾を掴つかんだ。

　そのまま、盾に張り付くようにしてその身が折りたたまれ、銀色のボディが黒色に染まっていく。

　そして。

「このおおっ……いい加減、離れなさいよ！」

「げぶっ！」

　そのタイミングで、アズハールがついにヨシヒコを引き剥はがすことに成功する。

「ああもうっ、サイアクー！　なんで私がこんなヤツにっ……」

「いかんっ……アズハール、避よけろ！」

　砂中に落ちていくヨシヒコを見ながら、アズハールが毒づくがそこでリーが警告を出す。

　だが、全てが遅かった。

　力を蓄えきったミシェット。

　そしてそれが張り付く盾をロメオが大きく振りかぶる。

「いくぞっ！　〈ブラックホーク〉……」

「ナイトオオオオッ……！」

「〈ストラアアアアアアイク!!〉」

　瞬間、ロメオが渾身の力を籠こめて盾を振るい、砲弾のごとく撃ち出されたミシェットが黒き弾丸と化す。

　ロメオの力も乗った強烈な一撃が、蠢うごめく砂の上を轟ごう音おんとともに突き進む。

「えっ、嘘うそっ、ちょっ……」

「おおおおおおおおーッ！」

　そして、ミシェットの雄お叫たけびと共に、それが慌てふためくアズハールを直撃した。

「……きゃあああああーっ！」

　アズハールの口から絶叫が上がり、衝撃を受けきれなかったその体が吹っ飛ぶ。

　そして、その体はどこかにぶつかるより早く崩壊を迎え、消し飛び、リーの手に収まったその本体のカードが同時に吹き飛んだ。

《ッ……なんと、二枚目だー！　タカツキ選手、カード同士の連携技を披露し、格上のはずのリー選手の手札を連続で二枚破壊ー！　こんな展開、誰が予想したでしょうかー！》

　実況が再び興奮の声を上げる。それと同時に、主あるじを失った流砂が大きく荒れ狂い、フィールドから姿を消していく。

　試合場の本来の地面が現れ、そして砂に飲まれていたヨシヒコの姿が現れた。

「よう、ヨシヒコ。素晴らしいフォローだったぞ……たいしたやつだ、お前は！」

　一撃を決め着地したミシェットが、ヨシヒコを褒ほめる。

　だが、当のヨシヒコはあたりをキョロキョロしながら悲しそうに呟つぶやいた。

「あああっ、砂がなくなったってことは、褐色おねえさん割れちゃったんですかあ!?　そんなあ、まだパンツを確認してないのに!!」

「……お前ってやつは……と、こうしている場合ではないな」

　ミシェットは一瞬呆あきれた顔をしたが、気を取り直すとすぐに駆け出した。もう砂はほとんどなくなっている、ならば脚力が活いかせる。

　相手はもはやディフェンダー一枚しか出していない。攻めるなら、今しかない！

「終わらせてもらうぞ、この一戦……！」

　疾風と化したミシェットがリーに迫る。

「ちょっ、ちょとマスター、やばいアルヨ!?」

　ディフェンダーのタオメイが構えを取りながら焦あせった声を上げる。だが当のリーは自分の顔の反面を手で覆うと、小さくうつむいていた。

　そして己の唇を血が出るほど強く噛かみ締め、憎しみにその顔を歪ゆがませる。

　……まさか。まさか、この俺が、このようなやつに……

　このような雑ざ魚こに手札を割られ、残りのカードをコールする羽目になるとは……！

　たしかに、アズハールと老ろう猿えんはリーにとってさして重要なカードではなかった。ＣＶＣを睨にらんで、環境を操れるカードに慣れておこうと用意しただけのものであり、またアキトを相手取るにあたって熱心に鍛錬を積んだわけでもない。

　特別な対策など打たずとも勝てる自信を持っていた……いいや、そう驕おごっていた。

　それが、この様ざまだ。観衆の眼前で、無様にも二枚の手札を失った。

　これで自分の評価は間違いなく落ちるだろう。いや、それだけならまだいい。この試合を、あいつが……コロッセオの現王者と呼ばれるあの傲慢な男が見たらどう思うか。

　きっと、自分のことを嘲あざ笑わらうだろう。

　それだけは……あいつに舐なめられることだけは、許せない！

　そのことを考えると、リーの心にどす黒い感情が膨れ上がらずにはいられなかった。

「貴様ッッ……殺してやるぞ！　タカツキィイイイイ!!」

　リーが吠ほえ、瞬時に二枚のカードをコールした。

　手の中のカードが輝き、その中から新たなるカードが呼び覚まされる。

《おおっとここでリー選手、新たに温存していた二枚をコールするようです！　何を出してくるのかー！》

　互いの持ち込んだカードは伏せられていたため、実況も何が出るのかは把握していない。

　一同が固唾を飲んで見守る中、リーの目の前に新たに現れた二枚。

　そのうちの一枚は、人のような体に狼おおかみの頭を持ち、その手には巨大な爪が光っていた。

　その全身を銀色の毛皮に覆われたカード……人じん狼ろうのカード、【吠ほえたける森の銀ぎん狼ろう】である。




【吠えたける森の銀狼】

　ＡＰ：５４００　ＤＰ：３０００




「……オオオオオオオオオー！」

「ぐうっ……！」

　周囲を見回した銀狼がおもむろに雄お叫たけびを上げ、空気が震える。

　振動でビリビリとその体を振るわせられたミシェットがわずかに怯ひるむ。

　咆ほう哮こうするだけで発するその圧力が、銀狼の体に籠こめられた圧倒的な力を感じさせる。

「チッ……。んだよ、この状況はよ……」

　そしてもう一枚……出てすぐにボヤいてみせたそれは、人狼とは違い完全なる人の形をしていた。

　ボサボサの白い髪に、サイズの合っていないシャツと汚れたジーンズ。それだけ見ればまるで一般人であるかのようにすら見える。

　だがその肌は死人のように白く、またその瞳は血のように紅あかく輝いている。

【絶ぜつ華か蒼そう月げつ　狂骨のサティバ】。恐ろしげな紅いオーラを纏まとった、吸血鬼のカードである。




【絶華蒼月　狂骨のサティバ】

　ＡＰ：５９００　ＤＰ：３０００




《リー選手が繰り出したのは【吠えたける森の銀狼】と【絶華蒼月　狂骨のサティバ】だー！　いずれもリー選手が普段の試合でも使用しているカード、ここで本気を出してきたかー！》

『マスター、まずいですよ！　どちらもさっきのカードよりはずっと使いこなせるであろうカードです、気をつけてください……！　あいつの試合の動き、使ってくるスキルをよく思いだして！』

　実況が吠え、慌てた声のキャロが通信をよこす。

「ああ、キャロ！　しかし……やはり、二枚割られたからといってやめる気はないか！」

　返事をしながら、アキトが呟つぶやく。二枚割られた時点で、普通の試合なら損切りのためにまず降参するところだが、リーにその気はないようだ。

　戦闘は続行、そうなるとアキト側もけして楽ではない。

　なにしろ、二枚を割りはしたものの、仲間たちにダメージが蓄積してしまっている。

　それにファムは砲台を自らの手で破壊してしまったため、もう一度出しても役割を持つのはかなり厳しい。砂もなくなり、機動力ももはや活いかせない。

　となると、残りはダメージのあるミシェット、ロメオ、ヨシヒコ、そして未いまだ温存している無傷のアンジェリカ。

　更にはダイレクトアタックを一撃喰くらい、もう一撃なにかを受けたなら即座にＬＰが失われ敗北となる。

　対して相手は守護霊の腕を二本失ったタオメイと、完全に無傷な二枚。

　けして楽な状況ではない。だが、やらねばならない。

「新手か。どれ、一つ当たって腕前を見ると……」

　ミシェットが呟つぶやきながら、加速するための前傾姿勢を取る。

　だが、言い切るより早く、相手が動いた。

「オオオオオオオオオン！」

　銀ぎん狼ろうがその恐ろしげな顎あごを大きく開き、遠とお吠ぼえのように吠えながら飛び出す。そして一瞬のうちにミシェットの眼前まで駆けてくると、その剛爪を雷光のように振りかざした。

「っ……速い！」

　ミシェットが小さく叫ぶ。ミシェットがそう認めねばならぬほどの速さであった。

　腕を眼前にかざし、銀狼の爪を受け止める。がぎり、と音がしてその爪がミシェットの金属の腕を引き裂く。

　受け止めた、と安あん堵どする余裕もなく続いて銀狼の蹴りが襲いかかり、膝を立ててミシェットがそれを防ぐ。さらにくるりと身を翻ひるがえした銀狼が、裏拳の要領で爪を振るうのを、飛とび退すさって躱かわす。

　怒ど涛とうの連撃。だが、それらはすべてリーがこちらを崩すための連携に過ぎなかった。

　次の瞬間、血走った目をしたリーが、手にしたスキルカードの力を叩たたきつけるようにして開放する。

「【吠えたける森の銀狼】メインスキル……〈レイザー・エッジ〉！」

「オオオンッ！」

　カードが銀狼に力を与え、雄お叫たけびとともに再びその爪が振るわれる。

（ちっ、何の効果だ……!?）

　考えつつも、ミシェットがそれを再び下がって躱かわそうとする。

　爪の射程範囲外には出られる、十分に躱せる。そう思った瞬間。

「駄目だ、ミシェット！　避よけろっ！」

「ッ！」

　アキトが吠ほえ、後方に飛んでいたミシェットが咄とつ嗟さに身を反らす。

　爪の、射程外であるはずだった。

　だが。その頭が一拍前まであった空間、そこを、轟ごう音おんとともに一撃が薙ないだ。

「ッ……そうか、こいつの能力は……見た目よりも遥はるかに長いリーチ……！」

　冷や汗を流しながらミシェットが呟つぶやく。その胸元が、大きく切り裂かれていた。

　銀ぎん狼ろうのメインスキル、〈レイザーエッジ〉。

　それは、その剛爪によるリーチをさらに引き伸ばす、凶悪なスキルであった。




【吠えたける森の銀狼】メインスキル：〈レイザーエッジ〉

　使用後、このカードが爪を振るった時、その先にこのカードのＡＰと同じ威力を持つ攻撃を発生させる。




「チッ、一撃で決められなかったか……。やはり、知っていたか……！」

　リーが忌ま忌ましげに呟く。リーがアキトの手札を把握しているように、アキトのほうもリーが使ったことのある銀狼の能力は把握しているのだ。

　だがリーはすぐに気を取り直すと、己の手札に力強く命じた。

「だが、知っていようといつまで持つかな。やれ、銀狼！　速さが売りのカードを、速さで圧倒してしまえ！」

「オオオオンン！」

　銀狼が吠え、更に攻撃を仕掛けてくる。

　ミシェットはその攻撃をどうにか凌しのぎつつ反撃に移ろうとするが、レイザーエッジによって伸びたリーチに翻弄され、なかなか相手の懐に潜り込めない。

「舐なめるなよっ……速度で負けるわけにはいかん！」

　それでも一瞬の隙を突きミシェットがするりと間合いに飛び込み、ついで強烈なハイキックを銀狼の首に叩たたき込んだ。

　ごぎり、と嫌な音がして、骨が砕ける感触が伝わる。

　仕留めた、と一瞬錯覚する。だが、首の骨を折られたはずの銀狼が、意に介さぬ様子でギロリと睨にらみつけてきて、次いでその爪を勢いよく振るった。

「なにいっ！」

　焦あせった声を上げ、ミシェットが咄嗟に躱かわそうとする。だが完全にはいかず、その肩が大きく切り裂かれる。

　慌てて跳び退のくミシェット。驚きよう愕がくとともに見ると、銀狼は折れたはずの首を軽く揺すりながら、平然と攻撃を再開する。

「駄目だ、ミシェット！　銀狼は、相当にレベルの高い回復能力を持っているぞ！　下手に殴っても致命傷にはならないし、相打ち覚悟で仕留められてしまう！」

「ああ、そりゃ聞いてたが……ここまでとは、流石さすがに想定外だぞ！」

　慌ててアキトが忠告を入れ、ミシェットが銀ぎん狼ろうの連撃を必死に躱かわしながら答える。

　高いＡＰだけでなく、高い回復能力を持ち、さらに自分と同等の速度を持つ相手。

　驚異的な性能と言わざるを得ない。

「くそっ、なんてやりにくい相手だ」

「アニキ、加勢します！」

　ミシェットがぼやいたが、そこで遅れていたヨシヒコが追いついた。

　そのまま励起剣を振るい、銀狼に攻撃を仕掛けようとする。

　だが、そこで突然何かが横合いから飛びかかり、ヨシヒコの顔を狙った。

「アチョー!!」

「うおっ！」

　咄とつ嗟さにヨシヒコがエビ反ぞって回避する。

　するとそれはそのまま頭の上を飛び越えていき、すたりと着地して見せた。

「オマエの相手、私がするヨ。アズハールの仇かたき、私が討つネ！」

　ピタリと拳を構え、背後に巨大な守護霊を連れた姿。

　仙せん姫きタオメイが、そこに立っていた。

　リーが、ディフェンダーであるはずのタオメイを前線にあげてきたのだ。

「馬鹿な……タオメイたん!?」

「たん言うナ！」

　ヨシヒコが驚きの声を上げ、タオメイがツッコミを入れる。

「ボッコボコにしてやるヨ！　覚悟するヨロシ！」

　その叫びとともに、タオメイの蹴りが旋風のごとく放たれる。ヨシヒコはそれを紙一重で躱すが、同時にタオメイの背後の六ろく腕わん大だい王おうが残された腕を打ち出し、同時攻撃を仕掛けてくる。

「うおおおっ!?」

　腕の一つが脇腹をかすっていき、ヨシヒコが悲鳴を上げた。

　自身の体術と六腕大王の腕による、一枚での連携。これこそがタオメイの持ち味である。

「いかん、このままじゃ不利すぎる……っ！　メインスキルいくぞ、ヨシヒコ！」

　アキトが吠ほえ、スキルカードの力を解放した。

「うおおおおっ……！　〈リビドーパワー全開〉！」

　ヨシヒコが吠え、そのＡＰが見る間に上昇していく。

　その数値は、実に４２００まで上昇した。タオメイのＤＰを上回っている。

　どうにか相手にプレッシャーを与えられる数字。ヨシヒコの頑丈さと合わせれば、戦うことはできるだろう。

　だが、同時にアキトは強烈な不安も感じていた。

「タオメイを前に出してきた……と、いうことは……！」

　ばっと視線をリーの方に向ける。

　そこにはディフェンダーをタオメイと交代したサティバの姿があった。

　サティバは、酷ひどく冷めた表情で戦場を一望し、リーに語りかける。

「……おい、リー。何だこの様ざまは。あんた、この程度の相手に苦戦してんのか。みっともねえ」

「……だまれ、サティバ。この俺に舐なめた口をきくと、その舌を切り落とすぞ……！」

　指で耳をほじりながら馬鹿にしたように言うサティバに、忌ま忌ましげにリーが答える。

　だがサティバはまるで意に介した様子もなく、両手をズボンのポケットに突っ込むと、だるそうな様子で続けた。

「まあいい。俺と銀ぎん狼ろうが出てきたなら、もう勝負にもなんねえだろ。とっとと出してくれや、俺のメインスキルをよ」

「カード風情ふぜいが、この俺に命令するな！　……だが、たしかにこれ以上苛いらつかせられるのは辛抱たまらん。貴様のメインスキルで、終わりにしてやるとしよう。いくぞ、【絶ぜつ華か蒼そう月げつ　狂骨のサティバ】メインスキル……！」

　リーがスキルカードを掲げ、その力を解放する。

　力がサティバの体に流れ込み、サティバを覆っていた赤いオーラが膨れ上がる。そしてその中から、ぞる、と異形の何かが這はい出てきた。

「〈憎しみを謡うアンリエッタ〉……！」

　サティバが、己のスキルの名を呼ぶ。

　そしてその全容を表したそれは、巨大な上半身だけの人骨であった。

　全長が５ｍを超す、赤いオーラに包まれた巨人のような人骨。

　だが通常の人骨と違うのは、その肋ろつ骨こつがねじれ、あちこちに醜悪に飛び出していること、そして骨のあちこちから穂先のようにさらなる鋭い骨が飛び出していることだ。

　醜悪な、呪われた異形の巨骨。アンリエッタという名を持つそれが、己の頭蓋を震わせて不気味な叫びを上げた。

「オオオオオオオーン!!」

「やはり、出してきたか……！」

　その叫びにビリビリと身を打たれながら、アキトが戦慄とともに呟つぶやく。

　巨大な骨を呼び出すそのスキルは、タオメイのそれと似ていると言えるかもしれない。

　だが、両者の能力には決定的な違いがある。それは、タオメイの守護霊がその背後から離れられないのに対して……サティバの呼び出したそれは、自在に動き回ることが可能であるという点だ。




【絶ぜつ華か蒼そう月げつ　狂骨のサティバ】メインスキル：〈憎しみを謡うアンリエッタ〉

　スキル使用後、アンリエッタトークンを場に出す。このトークンはこのカードと同じＡＰとＤＰを持ち、自由に操作できる。このトークンは場に一枚しか出せず、また破壊された際はもう一度出すまでに大きなクールタイムが発生する。




「いけ、アンリエッタ……憎しみのままに、全てを刺し貫け」

「オオオオオッ！」

　サティバが命じ、アンリエッタが両の手で地面をかきむしり、這はうようにして前進を開始する。

　だがその本体は場に残り、ディフェンダーとしての役割を果たすようだ。トークンだけを前進させ攻撃に参加させる、攻防一体と言ってよい戦術である。

（まずいっ……！　とてもじゃないが、銀ぎん狼ろうやタオメイを相手にしながらやり合える相手じゃないぞ……！）

　汗を滲にじませ、アキトが焦あせる。相手はおそらくミシェットから狙ってくるだろう。いくらミシェットが素早かろうが、あれだけのカードの同時攻撃をさばけるわけがない。

　相手が格下ならともかく、その使い手はリーなのだ、

　このままでは、負ける……。

　アキトは、この試合で最大の選択を迫られていた。

「……やるしか、ない……！」

　一瞬考え、そしてアキトは決断した。

　そして、自分の方を窺うかがっているロメオの目を見つめ返し、力強く宣言した。

「いこう、ロメオ……俺達たちも、前に出るしかない」

「いいだろう。仲間の窮地に、駆けつけるのがナイトの務めだ」

　頷うなずきあい、二人同時に駆け出す。

　向かう先は、ミシェットの元だ。

《おおっと、ここでタカツキ選手、賭けに出たかー！　ディフェンダーごと前に出る作戦だー！》

　アキトの動きを見て取った実況が吠ほえる。

　それを背に、必死にアキトが試合場を駆け抜け、ミシェットの背中に声を投げかけた。

「ミシェット！　君は、骨を止めろ！」

「……無茶をするな、マスター！　だが……了解した！」

　ニヤリと笑みを浮かべたミシェットが、振り返りもせず答え一気に加速する。

　そのまま銀ぎん狼ろうの横を駆け抜け、巨大な骨、アンリエッタに向かう。

　銀狼はその背中を追おうとしたが、瞬間、勢いよく駆けてきたロメオが剣を振りかぶり斬りつけたため、叶かなわずそれを受け止める。

「お前の相手は、俺がしてやる！」

「オオオンッ……！」

　ロメオと銀狼がにらみ合い、そして次の瞬間互いの武器を叩たたきつけあう。

　銀狼の鋭い爪がロメオの盾に大きな傷をつける。お返しとばかりにロメオの剣が銀狼の胸を大きく斬り裂いたが、その傷は見る間にふさがってしまった。

「ぬうっ……ここまでの回復能力をっ……！」

『マスター！　こんな時のために用意しておいたあれを使ってください！　銀狼の回復能力に対抗するには、それしかありません！』

　そこでキャロが通信をよこし、大きく頷うなずいたアキトが一枚のカードを取り出した。

「ああ、キャロ、使わせてもらうぞ……！　マジックカード、【聖別された祝福の聖水】！」

　カードの力が解き放たれ、その輝きがロメオの剣に灯ともる。

　ロメオが改めて剣を振りかぶりそれを振るう。そして再び銀狼の体を斬り裂いたが、今度は先程と違い、その傷が治ることはなかった。

《おおっと、ここでタカツキ選手、マジックカードでナイトの武器に特殊効果を与え、銀狼の回復能力を封じる頭脳プレイー！　人狼や吸血鬼の回復能力は、聖なる効果を受けた武器による傷に対しては効果が弱まります！》

　実況が解説を入れる。人狼や吸血鬼の回復能力は強力だが、その対策も存在しているのだ。その一つがこの聖水で、武器に使用すればその回復能力を封じることができる。

「ちっ、小こ賢ざかしい真ま似ねを……」

　思わずリーが舌打ちをする。

　そしてそうしている間にも、アンリエッタと距離を詰めたミシェットが激しく戦闘を開始した。

「オオオオオオオッ！」

　アンリエッタが頭骨を震わせ、恐ろしげな声を上げる。

　そしてそのまま巨大な腕を振り上げ、ミシェットを叩き潰すべく強烈に振り下ろす。

　だが、ミシェットは素早く横に跳びそれを回避し、アンリエッタの腕が空を切り激しく地面を叩いて砂すな埃ぼこりを巻き上げる。

　そのままアンリエッタが両の手を乱暴に叩きつけながら追ってくるが、すばしっこいミシェットを捉えることが出来ない。逆にミシェットが隙を見てはアンリエッタのその骨の体に手刀や蹴りを叩き込み、その巨体を削っていく。

「そらそらそらそらっ！」

　その素早さを発揮する場面を得たミシェットが影のように飛び回り、アンリエッタに攻撃を仕掛け続ける。

　相性で言えばミシェットが有利。だが、リーはこの局面をけして嫌がってはいなかった。

「馬鹿め、こちらを抑え込んだつもりか！　この形になれば、互いの力量差がはっきりと出る。格下の貴様が俺とやりあえるとでも思ったか！」

　そう、この状況は一対一が三局面できた形だ。

　ロメオ対銀ぎん狼ろう、ヨシヒコ対タオメイ、そしてミシェット対アンリエッタ。

　こうなれば、勝つのは実力が上の方だ。そして、アキトのカードたちはすでにダメージを負っている。自分が負けるはずがないとリーは確信した。

「オオオオンッ！」

「ぐううっ……！」

　銀狼が吠ほえ、剛爪を振り回しロメオの祝福された剣など物ともせず追い詰める。

　元よりロメオのＤＰより銀狼のＡＰのほうが遥はるかに高い、その上ロメオはディフェンダーであるため背後にアキトを背負っている。

　故に攻撃を避よけることは出来ず、受け止め、また逸そらさねばならない。だが、それをするには銀狼の連撃はあまりに速すぎた。

　その爪が振るわれるごとにロメオの体が切り裂かれ、鎧よろいが削れ、血が空を舞う。

「ぐうっ……！」

　ヨシヒコも苦戦を強いられていた。なにしろタオメイとは性能が段違いに違う。

　また、タオメイは守護霊の飛行する腕とともに自身の体術も駆使し連続攻撃を放ってくる。ヨシヒコはお世辞にも華麗とは言えない動きでそれに食らいついてはいたが、どうにもその動きにはキレがない。

「うおおおっ……！　くっ、くそう、流石さすがにこんな状況じゃリビドーパワーを高める余裕もないっ……。状況が、厳しすぎる……！」

　厳しすぎる敵の攻め、そして仲間の危機。流石のヨシヒコも、スケベなことを考えていられる余裕がなくなったのだ。それではこれ以上パワーを高めることが出来ない。

　ミシェットこそアンリエッタとの戦いをやや有利に進めているものの、残りの二局面があまりにも苦しい。いつ崩れてもおかしくはない。

　リーの口元に邪悪な笑みが浮かんだ。

「どうだ、タカツキ……！　これが俺と貴様の実力差だ！　絶望しろ！　そしてっ……」

　リーはなおも何かを続けようとした。

　だが。その時、アキトの顔を見てしまい、言葉に詰まる。

「…………」

　──これだけの戦いの最中、アキトの顔はここにきて酷ひどく静かだった。

　心を失ったかのような凪なぎの表情。

　だが、その瞳だけが熱っぽく、じっとある一点を見つめていた。

　すなわち……リーのことを。

「っ……」

　リーの心に動揺が走る。アキトのその瞳。それは、たしかにリーの方を向いているが、ただ見ているだけではないように思えた。

　その瞳が見つめているのは、姿ではない。

　もっと奥、そう……リーの心の内を覗のぞいているような……。

「……叩たたき潰せぇ！」

　不気味さを感じたリーが手札に命じる。それに応じて銀ぎん狼ろうが更に鋭く爪を振るうが、しかしそれはわずかに身を反らしたロメオに躱かわされた。

　続く一撃も、振り下ろそうとした瞬間に下からロメオの盾が突き上げられ止められてしまう。続いて振るった逆の手も、先んじて突き出されたロメオの剣が貫いて封じられる。

「グオオオンッ……！」

　銀狼が苛いら立だった声を上げて己の手からロメオの剣を引き抜き、立て直すために後ろに下がる。すると、それを待ってましたとばかりにロメオが進み出た。

　それを追い払おうとして銀狼は爪をまっすぐ突き出すが、そこでロメオが盾を大きく横に振り払い除よけられてしまう。

　そして出来た大きな隙。そこにロメオの剣が突き出され、銀狼の胸元を深々と抉えぐった。

「ギャンッ！」

「なにっ！」

　銀狼が悲鳴を上げ、リーが声を上げる。どういうことだ。先程まではあれほど有利に進んでいたのに……！

　思いつく理由は一つ。動きが読まれているのだ。リーの操作で銀狼がなにかしようとした瞬間、アキトがその動作の起こりを押さえつけるように先んじて動き、万全な状態で動かせてくれないのだ。

「……いける。相手の動きが、手にとるように読める……！」

　恐ろしく冷静な顔をしたアキトが呟つぶやく。

　リーの接近戦での動き。それをアキトはこの一週間、それこそ死にものぐるいで研究してきたのだ。何度も何度も脳内で仮想のリーと戦い、まずやりたがる動きや好きな連携、行動する直前の癖、そして咄とつ嗟さにやる動きを全て把握した。

　それを実戦の中で擦すり合わせ、アキトは完全にリーの動きを把握しつつあった。

　これが、互いに何の準備もしていない戦いであったならアキトに勝ち目はなかっただろう。一方的に技量の差を見せつけられ、なすすべもなく負けていた。

　だが、今回は違う。勉強をする時間があった。練習をする時間があった。そして、リーはアキトを舐なめ、さらに実戦の中で動きを読み取る時間を与えてしまった。

　全ての条件が、アキトに有利に働いている。リーの、明確なる失策である。

　そうして攻守は逆転し、状況はもはやロメオの攻撃を銀ぎん狼ろうが必死に防ぐ流れとなった。

「馬鹿なっ……馬鹿な、馬鹿なっ……！」

　格上のはずのリー。だが、試合時間が進み互いにぶつかればぶつかるほどその動きが読まれ、アキトが上を行くようになっていく。

　そのことにリーは恐怖を覚えるようになっていた。

「そらそらそら、そろそろ死ぬヨロシ！」

「うおおおおおッ！　やだやだ、割れたくない！」

　一方のヨシヒコには、タオメイの攻撃が次から次へと襲いかかっていた。やはりヨシヒコの動きにはややキレが足りない。だが、そこでキャロがヨシヒコに通信を送った。

『何やってんのよ、馬鹿ヨシヒコ！　お得意の女性カードでしょ、もっと力を出して張り切りなさいよ！』

「か、簡単に言ってくれますねえ、これほどの状況でリビドーパワーを貯ためるのは難しいんですよ！　パワーがないと、僕なんてっ……」

『なによ、衝動が足りないっての!?　だったら……！』

　そこで客席のキャロがその黒タイツに包まれた足を大きく上げてみせる。

　そしてそれを誇示しながら、吠ほえた。

『試合が終わったら、目の前でこのタイツ脱いであげるわよっ！　だから……マスターのために、気合い入れろおおおお！』

「ッ……！」

　その瞬間、らしくなく真面目モードに入っていたヨシヒコの中で何かが弾はじけた。

　心のなかに、漆黒の宇宙が広がる……否、それは宇宙ではない。キャロの黒タイツだ。

　キラキラと煌きらめくタイツの海に精神を漂わせながら、ヨシヒコが叫んだ。

「……勝ったら、キャロルちゃんが目の前で脱いたタイツをくれる上に、そのふとももに顔を埋うずめさせてくれるだってえええええ！！！」

『そこまでは言ってない！』

「うおおおおおおおおお───っ!!」

　キャロのツッコミをかき消す勢いでヨシヒコが吠え、そのＡＰが更に上昇する。どこかおとなしくなっていたその目がギラギラと燃え、獣のようにタオメイの体を舐め回す。

「とどめアル！　やあああっ！」

　そこでタオメイが得意の体術と腕による連続攻撃を放ってくるが、ギラついた目のヨシヒコはゆらゆらと揺れる不気味な動きで全てをひらりひらりと回避してしまう。

「ナニッ!?」

「見えるっ……見えるぞっ……タオメイたんの体のすべてがっ……！」

　驚くタオメイ。今のヨシヒコには、その動きの全てが手にとるようにわかっていた。

「ええいっ、このオッ！」

　焦あせったタオメイが、残った六ろく腕わん大だい王おうの腕を異なる角度から一斉に放ってくる。

　だが、その動きをヨシヒコは全て読んでいた。

「そこだ！」

「なあっ!?」

　勢いよく飛び上がると、ヨシヒコは自身の励起剣を鞭むちのようにしならせ、驚くべきことに浮遊する腕を全て一斉に絡め取ってしまった。慌てた腕たちがもがいて逃げ出そうとするが、ヨシヒコの剣はぎちりとそれらを縛り上げ、けして離さない。

《おおっと、ここでリビドー戦士がタオメイの浮遊する腕を一斉に捕らえたー！　これはナイスプレー、さてここから何をするつもりだぁー!?》

「おおおおっ！」

　実況の声を背後に、そのままヨシヒコがその身をぐるぐると回転させ始めた。

　それに合わせて励起剣に捉えられた腕たちも回転し、勢いをつけられ、そして次の瞬間、ヨシヒコが吠ほえ──

「ロメオッッ！　いきますよおおおおおっ!!」

　そのまま励起剣を限界まで伸ばし、捉えたままの腕ごと勢いよく飛ばした。

　そして、狙うその先にいるのは……銀ぎん狼ろう！

「しまっ……」

「ギャンッ!!」

　リーがその狙いに気付いた時には、遅かった。拳の束が巨大なハンマーと化して銀狼を打ち据え、勢いよく吹き飛ばす。

「ナイスだ、ヨシヒコ……ッ！　ハアッ！」

　ロメオが笑い、剣を振るって浮遊する腕たちを一斉に薙なぎ払う。

　凄すさまじいその一撃で腕たちが一斉に弾はじけ跳ぶ。そしてロメオは、そのままの勢いで体勢を崩している銀狼に向かった。

「このっ……舐なめるなッ！」

　リーが絶叫を上げ、銀狼に爪を振るわせる。

　だが、その迂う闊かつな一撃はアキトの狙い通りであった。

「ロメオ！　メインスキル！」

「……〈アキュネイオンの大盾〉！」

　アキトとロメオが共に吠え、盾が光り輝く。

　周囲の攻撃を引き寄せるアキュネイオンの大盾。

　それを、直接攻撃してきている相手に使えばどうなるか。

　しかも……ロメオが、その盾の位置を大きくずらして使ったとしたら。

「ッ……！」

　ロメオの体を狙って放たれた、爪による攻撃。それが、盾の方向に大きく引っ張られる。

　結果、銀ぎん狼ろうは、完全に崩れた無様な姿をロメオの前に晒さらしてしまう。

「なっ……」

　リーが絶句する。そしてその刹那、聖なる力が宿ったロメオの剣が豪快に振り下ろされ、勢いよくその体を斬り裂いた。

「ナイト・ハイパースラアアアアッシュ!!」

「ウオオオオオオオオオンッッ！」

　銀狼が最後の絶叫を上げ、胴体を完全に斬り裂かれたその身が崩れ落ちる。

　そして同時にヨシヒコとタオメイの戦いも、ついに最後の局面を迎えようとしていた。

「このおっ……、よくモ！」

　励起剣で腕を放り投げた姿勢で固まっているヨシヒコに怒りを向けるタオメイ。

　その背後の六ろく腕わん大だい王おうは全ての腕を消し飛ばされ、もはやただの筋肉の塊でしかない。

　ゆえに体術でヨシヒコを消し飛ばすべく、タオメイが渾こん身しんの飛び蹴りを放つ。

　だが、それはヨシヒコの誘いであった。横目でタオメイの動きを捉えていたヨシヒコがすっと姿勢を低くし、抜刀術のような姿勢で構え、

「秘剣──」

　雷のような俊敏さで、

「励起剣・亀きつ甲こう縛り……！」

　それを、放った。

「ぎにゃあああっ!?」

　タオメイの口から、悲鳴が上がる。バチン、と音がして、タオメイの体は一瞬にしてヨシヒコの励起剣に捉えられ、縄のように伸びたそれに完全に拘束されていた。

　励起剣が蛇のようにタオメイの体を這はい回り、複雑に絡み合い、亀の甲羅のような形状でがっちりと抑え込む。そしてヨシヒコが伸びた刃を柄から引き離すと、それはそのまま固まって拘束を続け、タオメイの体がドサリと地面に落ちた。

「なっ、なにアルかこれ、うっ、ウグうううう!!」

　タオメイが渾身の力を籠こめて縛いましめを解こうとするが、体の各所をがっちりと固めたそれはびくともしない。そしてそれを後ろ目で見ながら、ヨシヒコがつぶやいた。

「……白のワンポイント」

　パンツの色である。

　ヨシヒコは咄とつ嗟さにタオメイのズボンをずり下げ、そのパンツの色まで確認済みであった。

「よしっ、決まった……！」

　アキトが会心のつぶやきを漏らす。

　秘剣〝励起剣・亀きつ甲こう縛り〟。女性カードを攻撃できないヨシヒコと共にアキトが開発した、励起剣を使って相手を拘束する技である。

　難易度が高く、格上相手にそうそう狙える技ではないが、今この瞬間、手札を割られ相手が集中力を欠いた瞬間ならば決めることができた。

　使い込んだカードを失った瞬間、持ち主はどうやっても大きな衝撃を受ける。それは、リーにとっても同じことであったようだ。

《なっ、なんとおっ！　ここで、タカツキ選手、ディフェンダーの一枚を残しリー選手の手札をすべて割るか封じてみせたー！　これは、もはやまぐれや偶然ではありません！　タカツキ選手の、闘士としての格がリー選手を上回っているー！　勝負、ありかー！》

　実況が吠ほえる。その言葉のとおり、もはや勝敗は決まったかに見えた。

　だが、それでもリーは勝負を捨ててはいない。

「おのれっ……おのれええっ……！」

　その瞳が炎でも放ちそうなほど凶悪な色を帯びる。そしてそれと共に、ミシェットは目の前の巨骨、アンリエッタの驚異が増していくのを感じていた。

「……なにかおかしいっ……アキト、残り一枚だからと油断するな！　ここでっ……」

　そのまま軽く飛び上がり、逆立ちのような態勢で両の手で地面を握りしめ、ギリギリと力を溜ため始める。ミシェットのメインスキルの態勢である。それに合わせて、アキトが再びスキルカードを解き放った。

「ＯＫ！　ミシェット、メインスキル……！」

「仕留める……！　〈ブラックホーク・ストライク〉!!」

　それに合わせて、再び黒い弾丸と化したミシェットが発射される。

　狙いは、アンリエッタの頭部。一撃で叩たたき割り、勝負を決める……！

　──しかし。その一撃が命中するより早く、リーが呪じゆ詛そを唱えるように一枚のカードの力を解き放った。

「狂骨のサティバ、アナザースキル──〈溶かし滅ぼす憎悪の詩〉」

　瞬間。アンリエッタが、謡いだした。

「オオオオオオオオオ！」

　頭骨を震わせ嘆き悲しむような声を放ち、大気を震わせる。

　そして、それと同時にアンリエッタを包む紅あかいオーラが増幅し、爆発するかのようにその体の周囲に放たれた。

「っ……うおおおおっ……！」

　その頭を目掛けて、渾こん身しんのブラックホーク・ストライクを放っていたミシェット。

　だが、驚くべきことにアンリエッタの放つその紅あかい衝撃波にその一撃は押し止められ、進むことも出来ず徐々に勢いを失っていく。

　そして完全にその動きが止められたところで、アンリエッタの巨大な手の一撃がミシェットの体を強烈に叩たたいた。

「……うおおおおおおおおっ！」

「ッ……ミシェットオオオオオ！」

　アキトが吠ほえる。ミシェットの体はその機械の体のあちこちを崩壊させながら、弾丸のように弾はじき飛ばされていく。

　その勢いは凄すさまじく、そして吹き飛ばされるその先には……コロッセオの、壁面！

（駄目だっ……あの勢いのまま激突したら、ミシェットが割れてしまうっ……！）

　必死の形相でアキトが駆け出した。

　激突前に、カードに戻さなければミシェットは割れてしまう。

　だが、走るだけではとてもそれが可能な距離にたどり着けない……！

「マジックカードッ……〈短距離テレポート〉ッ！」

　アキトが、走りながら一枚のカードを自分に使用する。

　マジックカード、短距離テレポート。使用したマスター一人を前方10ｍに瞬間的に移動させるカードだ。いざというときのためにアキトが温存していた、虎の子のカードである。走った姿勢のまま10ｍ先に瞬間的に移動したアキト。だがそれでも飛んでいくミシェットまで少しだけ遠い。

「まにあええええええ！」

　アキトがヘッドスライディングするように飛び込み、ほんの一瞬、ミシェットの体を５ｍ以内に捉えた。

「……キャッチ!!」

　アキトが叫び、瞬間。飛んでいたミシェットの体が消え、カードの中に戻った。

　そのまま試合場の地面を砂すな埃ぼこりを上げながら転がりつつ、必死にカードを抱きかかえたアキトが手の中のそれを確認する。

「……間に合ったっ……」

　カードに、たしかにミシェットが戻っていた。倒れ込んだまま、安あん堵どの声を上げるアキト。だが、そこでキャロの悲鳴のような通信が届いた。

『駄目です、マスター！　誰でもいいから守りを出して!!』

「ッ……」

　その言葉に、アキトの体に戦慄が走る。慌てて顔を上げると、そこに、こちら目掛けて弾丸のように突っ込んでくる敵の最後のカード、サティバの本体があった。

　ミシェットを守るため、他の仲間に指示も出さず無我夢中で駆け出し、さらに短距離テレポートまで使用してしまったアキト。ディフェンダーであるロメオとは距離があき、無防備になったところにリーが己のディフェンダーを突撃させ最後の勝負を仕掛けてきたのである。

「そう来ると思ったぞ……貴様なら!!」

　全てはリーの策であった。アキトが、異常なまでに自分の手札が割れることを嫌うのは知っていた。だが、そのような弱点、突かずとも勝てると慢心していたのだ。

　その結果が、この様ざま。もう、勝とうが負けようが自分の評価はどうしようもなく落ちるだろう。

　だが。それでも。

「……それでも、貴様だけは仕留めねば気が済まん……！」

　リーの操るまま、サティバが駆ける。手を手刀のように構え、そのまま無防備なアキト目掛け、槍やりのように突き出して突撃してくる。

「シャアアアッ！」

　アキトのＬＰはもはや残り少ない。この一撃が入れば終わりだ。

　転がったままのアキトが、無我夢中で一枚のカードを取り出して開放の言葉を唱えた。

「コールッ……【緋ひ眼がんの吸血少女】！」

　瞬間カードが輝き、その中身が開放される。

　そして飛び出すやいなや、そのカード、アンジェリカは自分の体を盾にしてサティバの強烈な一撃をその身で防いだ。

「うああああっ……！」

　アンジェリカの口から、苦痛の声が上がる。サティバの手刀は、その腹に深々と突き立っていた。

「ちっ……最後の一枚か……！」

「っ……このっ……！」

　一撃を防がれたサティバが舌打ちする。

　一方のアンジェリカは、苦痛にも負けず両手でサティバの手を掴つかんで無理やり引き抜くと、片手の爪を鋭く伸ばし一撃を見舞った。

「やあああっ！」

「くっ……！」

　サティバは後方に飛んでそれを躱かわしてみせた。だが着地後すぐにまた前に跳ぶと、アンジェリカに攻撃を仕掛けてくる。

「シャッ！」

「ぐっ……！」

　その鋭利な手刀による突きが、防ごうとしたアンジェリカの腕に突き刺さり穴をあける。

　互いのＡＰが違いすぎる、アキトを守りながらではアンジェリカに勝ち目はない。

「アンジェリカッ！」

「大丈夫っ……私が、守ります！」

　アキトが声を上げるが、アンジェリカが今まで見たことのないほどしっかりとした声で返事をする。その目には、覚悟がみなぎっていた。

（皆が、ここまで繋つないだ戦いっ……私が、無駄になんかしない！）

　ホルダーの中で、アンジェリカは皆の戦いを、唇を噛かみ締めながら見つめていた。

　ファムの勇敢な姿、ヨシヒコの機転、ミシェットの戦いぶり、そしてロメオの粘り。

　全員、勝つためにここまで頑張ったのだ。自分が、最後に登場したこの自分が、必ずそれを繋いでみせる……！

　しかし、そんなアンジェリカをサティバが嗤わらった。

「テメェも吸血鬼……いや、違うな。……〝なり損ない〟か、テメェ」

「えっ……」

　予想外のその言葉に、アンジェリカが一瞬怯ひるむ。

　その瞬間、サティバの手刀が激しく打ち払われ、さらにアンジェリカの体を切り刻んだ。

「キャアッ……！」

　アンジェリカがまた苦痛に悲鳴を上げる。

　その手についたアンジェリカの血を舐なめながら、サティバが続けた。

「吸血鬼の特徴を持つカードの中でも、中には俺のような本物の吸血鬼と、お前のような半端者がいるのさ。テメエみたいなやつらは、体は脆もろく、再生能力も低いまがいもの……そしてなにより、吸血鬼としての残虐性が足りねえ！」

「ガッ……！」

　突き出されたサティバの手刀がアンジェリカの肩に突き立ち、また苦痛の声が上がった。

「出来損ないの吸血鬼が……失うせろ！」

「うあああっ……！」

　サティバがさらにぎりぎりと手刀をねじ込んでくる。

　だがその瞬間、ついに駆けつけたヨシヒコが叫んだ。

「アンジェリカちゃん！　今、助けますよ！」

　そのまま励起剣を伸ばしサティバに攻撃を仕掛ける。

「ちいっ……！」

　サティバはアンジェリカから手刀を引き抜き、跳んでそれを避よける。

　その間に、さらに追いついてきたロメオがヨシヒコと並び、三枚でアキトをがっちりとガードする。

「三対一だ……ここまでだ！」

　ロメオが吠ほえる。タオメイは無効化され、残る一枚はサティバのみ。

　奇襲も失敗し、もうリーに打つ手はないように見えた。

　……だが。

「……マヌケが……！」

　リーが邪悪な笑みを浮かべる。

　そして、観客席で固まったように試合を見守っていたメリッサが、ついにそこで叫んだ。

「いけないっ、アキト！　相手の狙いは、あなた達たちを一箇所に固めることよ──！」

　だがその言葉が終わるよりも早く、サティバのトークン、アンリエッタが這はいずるようにしてその場にたどり着き、サティバが飛び跳ねその肋ろつ骨こつの中に身を移した。

「しまっ……」

　相手の狙いに気付いたアキトが咄とつ嗟さに叫ぶが、もう遅い。

　同時に、拘束され地面に転がったままのタオメイが悲鳴を上げた。

「まっ、待って欲しいネ！　その位置でやったら、私も巻き込まれるヨ！」

「関係ねえよ、役立たずが……テメエはもういらねえ、勝手に割れて死ね」

「そんなっ……」

　リーが勝利の確信と共に、再びのスキルカードを放った。

「狂骨のサティバ、アナザースキル……！　〈溶かし滅ぼす憎悪の詩〉！」

「オオオオオオーッ！」

　アンリエッタが狂ったように頭蓋を鳴らし、再び滅びの唄うたを唄い出した。




【絶ぜつ華か蒼そう月げつ　狂骨のサティバ】アナザースキル：〈溶かし滅ぼす憎悪の詩〉

　このスキルはメインスキルで出現したトークンが場に存在しない限り使用できない。このトークンを中心に一定時間、触れた相手に持続ダメージを与える爆発を起こし続ける。この効果は、聖属性を持つ対象に対しては威力が半減する。




　アンリエッタが身にまとう紅あかいオーラが膨れ上がり、そして爆発する。

「いやっ、いやっ……キャアアアアーッ！」

　真っ先にそれに巻き込まれたタオメイの体が飲み込まれ、そしてすぐに耐えられなくなり、弾はじけ跳ぶ。

　その名の通り、触れたものを溶かし滅ぼす紅い衝撃波。先程よりもさらに広範囲目掛けて放たれたその怒ど涛とうがついにアキトたちに到達しようとしていた。

（駄目だっ……全員が、有効範囲に入ってしまっている！　このままじゃっ……！）

　アキトの脳内に、電流のように思考が駆け巡る。どうにかして防がなければいけない。そうでなければ、全滅だ。だが、どうやって？

　この状況での、最適解がわからない。だが、アキトが答えを出すより早く、カードたちが自分のすべきことを考え、それぞれに動き出した。

「おおおおっ！」

　雄お叫たけびとともにロメオが飛び出す。自身を盾にして、味方を守るために。

「このおっ……！」

　ヨシヒコが、己の励起剣を再度伸ばし、その先端をアンリエッタの肋ろつ骨こつの一つにくくりつける。勝利の可能性を、繋つなげるために。

（みんなっ……！）

　そんな彼らの動きに逆に引きずられるようにして、アキトがスキルカードを構える。

　その一枚は……ロメオのスキル！

「〈アキュネイオンの大盾〉！」

　瞬間、ロメオの縦が光り輝き、攻撃を集め、その後ろの仲間たちを守った。

「うおおおっ……！」

　アンリエッタの放つ紅あかい衝撃がその盾を激しく叩たたき、吹き飛ばされそうになる。

　盾の表面が徐々に溶け、鎧よろいが灼やかれる。それでも必死に踏みとどまり、味方を守リ続ける。

「馬鹿が！　そんな効果時間の短いスキルで、防ぎきれるつもりか！」

　リーが吠ほえる。アンリエッタのアナザースキルは、最大で１分近く放出を続けることが可能だ。リーはアキトたちがそうくることも予測していたのである。

　効果時間が切れれば、もう防ぎようがない。手札全部がアンリエッタの攻撃にさらされ割れるだろう。そうでなくとも、アキトに攻撃が届けばＬＰが失われるはず。

　勝った──。リーが確信する。

「くそっ……！　このままじゃ……！」

　一方アキトは、ロメオに守られながらも焦あせっていた。わずかな時間は稼げたが、このままではどのみち負けだ。何か……何か、打開できる策はないのか！

　何も思いつかない。このままでは負けだ。だがその時……アキトの目に、圧倒的な破壊の嵐の中で、ロメオの剣が輝きを放っている姿が飛び込んできた。

（これは……!?　使用した、マジックカードの効果か……？）

　一瞬そう思ったが、それだけではないのではないのではないかと思い直す。その輝きが、明らかに先程までより増していたからだ。

　そう、今までは気にしたこともなかった。だが……ロメオの剣は、はたしてただの剣なのだろうか？

　ロメオのカード名には、闇に対抗するといった内容がしつこいほどに書かれている。

　確認したことはなかった。する機会もなかった。だが、もしや、それこそが……ロメオの手にするその剣こそが。

　闇を斬り裂く、聖剣なのではないのか──。

「……試してみる価値は、ある……！　皆、やってくれるか！」

　そのアキトの意思は一瞬にして皆に通じ、三枚が一様にうなずきを返した。

「やりましょう、マスター……！　さあ、アンジェリカちゃん！」

「うん、ヨシヒコくん……！」

　ヨシヒコが手を伸ばし、アンジェリカがその手を掴つかむ。

　そうして、ついにアキュネイオンの大盾の効果が薄れ、消え去る瞬間が訪れる。

「はははっ、ゴミムシ共がっ……！　俺の力で叩たたき潰されて、血の塊になりやがれ!!」

　サティバが吠ほえ、さらなる力を放つ。

　しかしその瞬間、ロメオが己の剣を逆手に握ると、渾こん身しんの力を籠こめ。

　それを、投げ放った。

「うおおおおおおおおおおおおおっ！」

　弾丸のように撃ち出されたロメオの剣。聖なる力を持つそれがアンリエッタの紅あかい衝撃波を斬り裂いて、サティバ目掛けて真まっ直すぐに突き進む。

「なにっ!?」

　想定外のそれにサティバが驚きの声を上げる。そして、それとほぼ同時に、励起剣をアンリエッタの肋ろつ骨こつに繋つないでいたヨシヒコがそれを頼りに力を溜ため、アンジェリカを渾身の力でカタパルトのように放り出した。

「いっけえええっ……アンジェリカちゃん!!」

「はいっ!!」

　ロメオの剣が斬り裂いて生まれた道を、アンジェリカが駆ける。

「ぐっ……！」

　サティバがロメオの剣を手刀で迎撃した。それはサティバの手を灼やきつつも乾いた音とともに弾はじかれ彼方かなたに飛んだが、それを追うように猛烈な勢いで駆けてきたアンジェリカが、渾身の力を込めてその爪を突き出した。

「やああああっ───！」

「っ……があっ！」

　ザクリ、という音と共に、爪がサティバの胸に突き刺さる。サティバの口から、絶叫が上がった。だが、それで終わりではない。

「……マスタアアアアア!!」

　なおも渾身の力で爪を押しこみながら、アンジェリカが叫ぶ。

　その残響が終わるより早く、アキトが気合いとともにカードの力を解き放った。

「アンジェリカ、メインスキル！」

「〈不浄なる夜の爪痕〉ァアアアア!!」

　刹那、その爪がサティバの体から血を吸い上げ始める。

「ガアアアアアアッ!!」

　サティバが、絶叫を上げる。血は吸血鬼の力の源だ。それを吸い上げられてはたまらない。その体から、急激に力が失われていく。

「く、そっ……くそ、がああっ……！　てめえみたいなっ……てめえみたいな、半端な吸血鬼ごときにイイイッッ！」

　サティバが呪じゆ詛そのように声を上げる。渾こん身しんの力で手刀を振るい、アンジェリカの肩に突き立てる。そうしながらも、アンリエットには意地でもスキルをやめさせない。紅あかいオーラはなおも放出され続け、アンジェリカの体を灼やき続ける。

　こうなれば、どちらが先に割れるかという勝負だ。

　体が引きちぎれそうな痛み。だが、それでもアンジェリカは決して爪を抜かない。むしろ爪をより深く突き立てながら、アンジェリカがサティバのその顔を睨にらみつけて言った。

「半端だとか、吸血鬼がどうだとか……そんなこと、知らない……！　私は、ただ、みんなと一緒にいたいだけ……あの人の、役に立ちたいだけ……！　この気持ちだけはっ……」

　そして。ついに、サティバがそれに耐えきれなくなる瞬間が訪れた。

「この気持ちだけは……偽物でも、半端でも、ない！」
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「ガアアアアアアアッ！」

　絶叫と共に、サティバの体が弾はじけ跳ぶ。その体は粒子と化してボロボロと崩れ落ち、完全に姿を消した。

「オオオオオオオーッ！」

　同時に、そのトークンであるアンリエッタも絶叫を上げながらその巨体を崩していき、やがて完全にかき消えた。

　そして、静寂が残り、そしてリーの手の中に残った最後の一枚……サティバのそれが、甲高い音とともに、砕け散る。

「ッ……。馬鹿、な……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたリーが、がくりとその場に崩れ落ちた。

　コロッセオでも最強クラスの闘士と呼ばれたリー・イェンフゥ。それが、遥はるかに格下のはずのアキトに、完膚なきまでに破れた。

　あまりのことに、静まり返るコロッセオ。

　だが、次の瞬間。人々の感情が、爆発した。

《……そこまで！　勝者……タカツキ選手────!!》

「ウオオオオオオオオオ───!!」

　歓声が爆発し、実況の声がかき消されるほどであった。

「か、勝った……？　ぼ、僕たち、勝ったんですか……？」

　アンジェリカの加速を手助けした後、励起剣から手を離してしまい後方まで吹き飛ばされていたヨシヒコがムクリと起き上がり、信じられないといった様子で呟く。

　アキトの前で必死でこらえていたロメオも、守られていたアキトも、同じ表情で観客席を眺めている。

　だが、やがて実感が湧き上がり、それぞれが笑顔を爆発させた。

「やった……やったぞ、皆！　勝ったぞ!!」

「やった、やりましたよ、マスター！」

　アキトが感情を爆発させる。飛んできたヨシヒコが笑顔で答え、ロメオが小さく笑みを浮かべる。

　そこに、アンジェリカが痛む体を気にする様子もなく駆けてきて、

「やったぞ、アンジェリカ！　本当によくやってくれた、ありが……」

　礼を言おうとするアキトの胸に飛び込んだ。

「おっとっ……！」

「マスターっ……良かった、私達たち、やりましたっ！　私、役にたてっ……」

　言いつつ涙目でアキトの胸に顔をうずめるが、そこまで言ったところで、自分のしていることに気付いてはっと顔を赤らめる。

　やだ、私ったら興奮してなんてことを……！

「ごっ、ごめんなさっ……」

　慌ててアンジェリカが身を離そうとする。だが、それをアキトの手が遮り、肩を抱いて自分の胸に抱きとめた。

「マッ……マスター!?」

「ありがとう、アンジェリカ……。皆の、気持ちをつないでくれて。本当に、ありがとう」

　アキトが耳元で囁ささやき、色白のアンジェリカの肌が茹ゆでタコのように真っ赤に染まった。

　うそ、これって、もしかして夢……？

　──夢でもいい。この瞬間を、味わえるなら。

「おっと、そうだ」

　そこでアキトが我に返ったように言い、ホルダーから二枚のカードを取り出す。

「コール！」

　そしてそのまま解放の呪文を唱えると、ミシェットとファムがそこから飛び出した。

「……おねえちゃん！　私達たち、勝ったです！　やったあああああ！」

「きゃっ、ファムちゃんっ……うん、勝ったよ、みんなの力で……！」

「やれやれ、エースのはずの俺が、最後は助けられるとはな……。すまなかった、そしてありがとよ。兄弟たち」

「気にするな。中盤はお前がいなければ、どうにもならなかった。これは、チームプレイとかいうやつだ」

「そうですよ、アニキ！　皆の勝利ですよ！　……あれ、つーかっ……僕、なんか泣けてきちゃって……。嘘うそ、本当に勝ったんですよね、僕たち……」

「ああ、勝ったんだよ！　お前たち、最高だったぞ……ああ、最高だったさ！」

　ファムがアンジェリカに飛びつき喜びを爆発させ、互いを労ねぎらいあいながらミシェットがロメオやヨシヒコと肩をがっしりと組む。

　全員の顔に、達成感と大きな笑顔があった。

《さあ、とんでもない名勝負となりましたタカツキ選手対リー選手、制したのは完全に格下とされていたアキト選手！　あらゆる面で劣っていたように見えましたが、一枚一枚が己の役割を果たし、後に繋つなげ、本当に薄い勝ち筋を見事にものにしました！　素晴らしい試合でした、どうか、彼らにもう一度拍手を！》

　そこで歓声と拍手が再び爆発し、人々がアキトたちを褒ほめ称たたえる。

　アキトの闘士仲間たちも、思い思いに喜びを爆発させ声援や拍手を送っている。

　そんなアキトたちを、涙目のキャロがじっと見つめていた。

「おめでとう、みんな……。最高の試合だったよ……。私、みんなのこと誇らしいよ……！」

　そして、同じように観客席からその光景を見ていたメリッサは、だが声を上げるでもなく、拍手するでもなく、ただ静かにそれを見つめていた。

　感情の読み取れない、動かない表情。ただ、痛いほどに握り込んでいた両手をほどき、じっと、喜ぶアキトの姿を見つめていた。




　こうして、アキトたちはリー・イェンフゥとの勝負に勝利し、コロッセオの新たなる強豪としてその名を轟とどろかせたのである。

　観客たちはその後も興奮とともにこの試合を語ることとなるだろう。

　アキトたちにとっても、この一戦は忘れられない一戦となった。

　それは、彼らにとって永遠に意味を持つだろう……たとえ、この後に確実な別れが待っていて、いつかこの瞬間のことを皆が忘れてしまったとしても、

　観客席に手を振るアキトたちを褒ほめ称たたえる声は、いつ果てるともなく続いていった。
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電子書籍特典　書き下ろし短編①





「そういえば、キャロって本当に金が好きだよな。なんでなんだ？」

　こぢんまりとした二人っきりの事務所で、ふとアキトが尋ねた。

　尋ねられた方、アキトの秘書カードであるキャロはそれにきょとんとした表情を返す。

「何故……？　質問の意図がよくわからないですね。生活において最も重要なものである金が好きなのは当たり前のことでは？　金は誰でも好きだと思います」

「いや、そうかもしれないが君の場合は特に執着が凄いだろ？　なにか理由があるのかと思って」

「うーん、そう言われると困りますが……ほら、金って世界の全てじゃないですか。何より大切じゃないですか。一種の神じゃないですか。だから好きって感じですかね」

　あっけらかんと言い放つキャロに、アキトは渋面を作って返す。

「全てではないだろ。金より大事なものだって世の中にはあるじゃないか」

「金より大事なもの……？　たとえば？」

「え、たとえば……？　うーん、そうだな……。んん……。……命、とか……愛、とか？」

「ブフッ！」

　予想外の質問に驚いたアキトが、どこかで聞いたような言葉で返すと、突然キャロは吹き出し、続いてソファに倒れ込みゲラゲラと笑い転げ始めた。

「愛！　愛だって！　あははははははっ！　金より、愛！　そんな仏頂面しながら、お金で買えないものが、愛！　あんまり笑わせないでくださいよマスター！　あははははは！」

「わ……悪かったな！　でも本当の事だろ!?　人の愛情は金じゃ買えない！」

　赤い顔をしたアキトが言い返すと、キャロは起き上がり、笑みを浮かべたまま答えた。

「まあ、たしかにそういう人もいるかもしれませんけども、その愛を維持するのにもお金が必要じゃないですか。食べ物。服。家。生きるために必要なそれらを手に入れるためには金がいります。最低限の生活なくして愛はなかなか成立しないですし、お金がなくて、自給自足もできなくて、家族全員が餓死するぞーって瞬間に〝お金より大事なものがある、それは愛だ〟とかって言えます？」

「い、いや……それは、まあ無理かな……。それを言う奴は、まあ、ろくな奴じゃない」

「でしょう？　心は金で買えないって言っても、それはそのお金を貰わなくても生活できる場合だけです。貰わなきゃ死ぬなら選択肢もほとんどないでしょ？　お金ってのは、いわば狩りの獲物や収穫した穀物の代わり。食べるものが無きゃ死ぬしかないのは誰でもわかるのに、何故かみんな、お金のことになると否定したがったりするんですよねえ」

　言いつつ、キャロはどこから取り出したのか、高額紙幣をひらひらさせながら続けた。

「金があれば、大事な家族が病気になったとき病院に連れて行けるし、愛する人が出来たときその人にいい思いをさせてあげることができます。大体の夢はお金を積めば叶えられるし、人生に選択肢を与えてくれます。つまりね、金は、いわば世界の力そのものが濃縮されたが如き存在。人の営みの具現化です。結果の表れ、人の可能性の結晶。純粋で、嘘がなくて、とっても綺麗じゃないですか。だから、私はお金が好きなんです」

　そういうと、キャロは嬉しげにその紙幣にキスをした。それを見ながらアキトのほうは、なるほどなと感心することしかできない。

「ついでに言わせていただくのならば、誰かさんが大好きなカードもお金で買えます。貴方の夢にも金が必要ですよね。これでもまだ、疑問がおありでしょうか？」

「……わかったよ。君がお金を好きな理由はよくわかった、キャロル」

　いたずらっぽく言うキャロに、アキトは降参したといった様子で両手を挙げて答えた。口喧嘩では、こいつには勝てない。

　そうするとキャロは満足げに微笑み、手元の紙幣を大事そうにしまいながら続けた。

「ついでに言えば、お金があれば可愛い可愛いあなたの秘書に夕ご飯をおごってあげることだってできちゃいます！　わあ、良かったですねマスター！　ねえねえ！」

「……可愛い……？　……まあ、たしかに最近、籠もってばかりだったからな。今日ぐらい一緒に外食に出かけてもいいかもな。……ラーメンでいいか？」

　アキトがそう返すと、ソファからぴょんと跳びはねたその愛らしい秘書カードは、にっこりと最高の笑顔で答えた。

「肉がいいです」





電子書籍特典　書き下ろし短編②

『アキトは洋食屋に行くようです』

（著：荻原数馬）





　高槻アキトはカード偏愛家である。

　そんなアキトだが、カードと名の付くもの全てを無条件で愛せるというわけでもない。彼の興味は基本的にバトルカードに向けられ、疑似体験を味わうためのシチュエーションカードなどにはどこか醒めた反応をしたものであった。

　ここはトヨマ市にあるアキトの事務所。彼は椅子の背もたれに体重を預けながら、手の中で一枚のカードをもてあそんでいた。そして、持て余してもいた。

（どうしてこれがバトルカードじゃないんだ……？）

　テキストを何度も読み返すが、どこにも攻撃力や防御力を示すＡＰ、ＤＰの表記はない。凶悪な顔をして包丁を握る男、狂乱の洋食屋という仰々しくも意味不明な名前。これはもう、誰がどう見たってバトルカードだろう。だがカードの中央やや下よりに書かれた文字はシチュエーションカードである。未練がましく何度も読み返すが、文字が崩れてバトルカードに入れ替わるなどということはなかった。

　このカードはコロッセオの、ちょっとした大会の副賞としてついてきたものだ。予選なし、出場者８人程度の小さなイベントだが、『優勝者には豪華レアカードを進呈！』というあおり文句に釣られて出場したのであった。

　出場前、アキトは『豪華レアカード』という文字と、カードのイラストしか見ていなかった。近づいて性能をよく見てみようとしたが、ふと思いとどまった。

（あの顔つきはＡＰ４０００はありそうだな。ＤＰは低めでトリッキーなスキル持ち、といったところか……？）

　自分のカードを見る目はどれほど養われているのか。イラストから性能を予想して当ててみようという遊び心が湧いてきたのであった。そして見事に優勝し、現在に至る。

　予想的中どころか、バトルカードですらなかった。左手でテキスト部分を隠すと、やはり戦闘用にしか見えない。

「マスター、使わないなら売っちゃえばいいじゃないですか」

　相棒の秘書カード、キャロが呆れ顔でいった。彼女はカードの内容や入手経路になど興味はなく、重要なのはそれがいくらになるか、それだけである。

「記念品をすぐに売り払うっていうのも、どうなんだろな」

「うぶなねんねじゃあるまいに、何を甘ったるいことをいっているんですか!?　これはカード、カードなんです。売り買いすること前提なんですよ。企画の運営側だってそんなこと最初からわかっているはずです。優勝記念のメダルやカップ、アキトさんへって書かれたサイン色紙じゃあないんですから遠慮する必要性なんて皆無ですよ、皆無！　まぁ、メダル等も高く売れるなら売りますがね」

　売る。それも確かに手段のひとつだろう。これから上を目指すためには、お金はいくらあっても足りないくらいだ。

　だがなぜか手放そうという気は起きなかった。もう一度、わずか数行のテキストに目を通す。




【シチュエーションカード　狂乱の洋食屋　クレイジー・キッチン　】

　洋食に魂を捧げた男。美味いものを作る。美味いものを食う。なのはそれだけだ。おすすめはトンカツ。




　トンカツ。今になって、しばらくなにも食っていないこと気がついた。ご飯大盛りでトンカツを食う、それがたまらなく魅力的な提案に思えてきた。これが高級料理店のカードであれば、逆に味の想像ができずに興味がわかなかったかもしれない。

　アキトはぼんやりと、仲間たちとバーベキューを行ったときのことを思い出していた。あれは楽しかった、本当に楽しかった。今は袂を分けてしまったが、彼らに対する尊敬の念にいささかの揺るぎもない。

　これから先、新たな仲間ができて交流したり、カードたちを労ったりする場面もあるだろう。いや、是非ともそうしたい。そのためにもこうしたシチュエーションカードについて知っておくことは無駄ではない。

　今まで興味のなかったことに手を出してみたら、意外におもしろかった。そういうこともあるだろう。

（俺の立場はまだまだ駆け出しの挑戦者だ。積極的にチャレンジはしていくべきかな……？　腹も減ったし）

　アキトの無表情に薄く、ほんの薄く笑みが浮かんだ。

「マスター、見つけましたよ買い取り希望依頼！　スタート５万ＧＰですがこりゃあ交渉次第で８万はいけるとみましたね！　家賃まるまる一月分が浮くってわけでこりゃもう売るしか──」

「コール！」

　カードホルダーを熱心に睨みつけていたキャロの言葉が終わる前に、アキトは握ったカードを掲げて発動した。アキトを中心に光が広がり、事務所にいたはずの二人は一瞬で街中へと放り出された。

「おっ、これはすごいな。コックが出てくるんじゃなくて、こっちが疑似空間に飛ばされるのか。レアカードっていうのも本当だったんだな」

「すごいな、じゃあないでしょうがッ！」

　謎の感動に包まれるアキトと、激しくツッコミを入れるキャロであった。

「まあまあ、こうなったら気分を切り替えて食事を楽しもうじゃないか」

「８万！　８万ＧＰですよ!?　どんな贅沢ですか!?　しかも高級料理店ならともかく、このちっぽけな洋食屋で、８万！　詐欺だ詐欺ぃ！」

「やっぱり、もらいものに値段を付けるのはよくないな。さぁ、入ってみようか！」

　ひだるまキッチンという少々物騒な名前は気になったが、よくよく考えればカードからダンゴムシが出てくるような世界だ。これも女神の遊び心と考えれば、何も不思議なことはない。

　アキトは笑いながらドアに手をかけ、キャロは未練がましく、

「はちまん……」

　と呟きながら後に続いた。




「らっしゃーい……」

　店に入ると、間延びしたやる気のない男の声が二人を迎えた。カードのイラストに描かれていた男だ。その眠たげな顔からはカードイラストから感じたような凄みは見られなかった。

　アキトは物珍しげに店内を見回す。カウンターに六席。テーブルが二つに椅子が二つずつ。そこそこ流行っているのか客が入っており、運良くカウンター席が二つだけ空いていた。

　……いや、偶然ではないだろう。これはシチュエーションカードなのだから、最初からそういうことになっていたのだと考える方が自然だ。

　明るく、贅沢さはないがよくまとまった小さな店は、出来の良い茶室を想わせた。アキトはそんなところに行ったことはないが。

　なにより目を引くものは、壁に頭をめり込ませぶら下がった男──。

「……は？」

　店主と、めりこんだ男を交互に見ていると、店主は苦笑いを浮かべながら、

「ああ、こいつね。料理に髪の毛が入っていたから慰謝料よこせとかぬかしてきてねぇ。この場で簡易ＤＮＡ検査キットで調べて、こいつ自身の髪の毛だと判明したのにまだぐだぐだ文句を付けやがるから、頭をつかんでこう……ね？」

　虫が出たから潰しておいたよ、とでも言わんばかりの気楽さであった。これが日常茶飯事だとでもいうのか、客たちは誰も気にしていないようであった。彼らはアキトと店主のやりとりをちらと見ただけで、また普通に食事へと戻っていった。

　くい、とキャロがアキトの袖を引く。

「マスター、これ絶対やばい店ですよ」

「うん、スキルは掴み技か。ロメオのスキルで防げるのかな……？」

「いっぺんカードから離れろぉぉぉ！」

「ごめん、あの人はバトルカードじゃないんだよな。ＡＰ４０００くらいありそうな顔しているけど」

「だからカードから離れろぉぉぉ！」

　狭い店内で激しくツッコむキャロ。今度は自分たちが『なにをやっているんだこいつら……？』という眼で見られてしまった。心外である。

「あのぶら下がった人は前衛芸術か何かと思うことにして、食事をしよう。せっかく洋食屋に来たんだから」

　カウンター席に座ろうとすると、店主が黙ってドアの方向を指さす。見ると、そこには小さな券売機がちょこんと置いてあった。

　ハンバーグ、エビフライ、からあげ、オムライス、日替わり定食等々……。来る前はトンカツと決めていたはずだが、こうしてずらりと並んでいるのを見ると迷ってしまう。参考までに他の客たちの食事の様子を見るが、どれも美味そうで迷いはますます深まった。

　これが現実世界の店で何度も来られるならまだしも、賞品としてもらったシチュエーションカードで再度手に入るという保証はない。なんとしても、最高の食事を引き当てたいところだ。

「兄さん、この店は初めてかい？　もしよければ、そこのメニューにないものだって作るぜ」

　店主は顔に似合わぬ優しげな声で言った。

「……いいんですか？」

「おう、なんかこう、色々作りたい気分だ。できなきゃできないって言うから気楽にリクエストしてくれ。聞くだけならタダだ」

　何でもいい、と言われてもやはり困る。やはりここは初志貫徹、トンカツでいこうと手を伸ばしかけたところ──。

「それじゃ、エビチリお願いしまーっすッ」

　キャロが明るい、そしてどこか意地の悪い笑みを浮かべていった。

（エビチリは、洋食じゃない……ッ）

　食に疎いアキトにもそれくらいはわかる。

　まだ８万ＧＰという金額に納得しておらず、ちょっといたずらしてやろうという軽い気持ちだったのだろう。できません、という言葉を引き出せればそれでよかった。しかし店主は怒るでも呆れるでもなく、真剣な眼差しでキャロを見据えていた。

　これだ、とアキトは思った。カードイラストから感じた迫力、野獣の眼光。アキトは心の中で店主にＡＰ５００を足した。

「それは俺に対する挑戦……ということだな？」

「え？」

　戸惑うキャロをよそに、店主は右手を掲げパチィンと指を弾いた。

「モード・プリズン、起動！」

　店主の叫びに反応してか、窓に、ドアに、つまりは全ての出入り口に次々とシャッターが下ろされ鍵がかけられた。一瞬で監禁されたのである。

「なにをやっとるんだアンタはぁぁぁ!?」

「くくく……。ここから出る方法はただ二つ。食うか、くたばるか、それだけだ！　さぁて、その可愛いお口でエビチリ食ってもらおうかい！」

　店主が怪しい含み笑いを漏らす。本当になにがどうなっているのか。

　シチュエーションカードが使用者に危害を加えるなどありえない、と思ったが、つい最近マスターの精神状態に悪影響を及ぼしそうなバトルカードを見たばかりだった。世の中にありえない、などということはありえないのかもしれない。

　警戒心と、同じくらいの好奇心を持ってアキトがカウンター席に座ると、キャロも渋々といった感じで隣に座った。

「マスター、ホルダーは出せますか？」

　キャロが囁いた。特殊な空間で行動が制限されることを警戒したのだろう。そして、いざとなればバトルカードを出して強行突破しろ、と。

「出せそうだ。能力が封じられる空間とかではなさそうだけど……」

　そう言って店内を見回した。こんな狭い店で暴れ回ったら他の客たちも巻き込むことになる。キャロも、わかっていますという風にうなずいた。

「あくまで最終手段です。それとこれはシチュエーションカードですからね、被害がどうとか考えずに、まずはご自身の身の安全を最優先してください」

　厳しい、だが秘書カードとして正しい意見だ。アキトも無言でうなずき返した。

　ここでいくつかの疑問が浮かぶ。店主はひとを監禁したことなど忘れたように楽しげに鍋を振っていた。なぜ洋食屋に中華鍋があるのか、そんなものどこから取り出したのだろうか。

　そしてこの状況に、客たちは誰も騒ごうとしない。平然とした顔、何かを期待する顔、あるいは苦笑を浮かべた顔など様々であるが、そこに不安や怒りといったものは見られない。こうしたことに慣れきっている、そんな雰囲気だ。

「店長、こっちもエビチリよろしくー」

「あいよッ！」

　女子高生の二人組が追加注文し、他の客たちもそれに続いた。結局、この店にいる全員がエビチリを食うことになったようだ。ウェイトレスらしき女の子まで一緒になって注文していたのはなぜだろうか。

「どういう状況なんですか、これ……？」

「さぁ……」

　頭上に疑問符をたくさん浮かべた二人の前に、コトリと皿が置かれた。

「へい！　ひだるまキッチン特製、エビチリ定食お待ち！」

　色鮮やかな赤、食欲をそそる香り、立ち昇る湯気。見るからにこいつは美味そうだ。

　色々と聞きたいことはあったが、店主はすでに次のエビチリに取りかかっている。これはもう、黙って食うしかなさそうだ。

「マスター、不味いエビチリってやつは大抵がぬるくて甘ったるいだけですからね。少しでも不味ければ文句を言って金を払わず帰りましょう」

「監禁されているわけだけど……」

「そうでした！」

　アキトが腹をくくって箸を取ると、キャロがそれを制して、

「まず私が毒味します」

　と言って、アキトの皿からエビを摘まみあげた。むうっと唸り、ほかほかの白米を食い、エビをもう一つ拐かす。さらに米、という繰り返しだ。

「待ってくれキャロ、俺の皿からエビが消える。結局、味とか安全とかどうなったんだ」

「ご飯が進みます」

「つまり、どういうことだ？」

「ほどよく辛くて美味いってことですよ！　認めたくはないですけどねぇ！」

　アキトも皿に箸をのばし、一口。辛い、そして熱い。白米で辛さを中和すると、また食べたくなってくる、絶妙な辛さだ。

（なるほど、こいつは美味い……）

　辛さに慣れてくると今度はエビの食感や甘みを感じることができた。エビ米エビ米、野菜味噌汁エンドレス。

　食のリズムに身を任せているとカツッと乾いた音で現実に引き戻された。箸が、空の皿にぶつかった音だ。素晴らしいオーケストラが中断されたような気分だ。アキトはそんなもの聴いたことはないけれど。

　おかしい。まだご飯も味噌汁もちょっとずつ残っている。この店主の腕から察するに、全てが綺麗さっぱり同時になくなるよう、計算し尽くされた料理ではなかったのか。それとも幻想を抱きすぎたか──。

　そこでようやく、原因に思い至った。

「おい、キャロ……」

「ごちそうさまでしたッ！」

　最初に食った分をよこせ、そう言う前に秘書は全てたいらげていた。アキトの視線に気づいたキャロは、そっと目をそらす。

　腹八分くらいなら『まあいいか』で済ませるところだが、これでは腹六分くらいだ。他に何か注文するべきかと考えていると、店主が声をかけてきた。

「若いもんの食いっぷりは見ていて気分がいいね。どうだい、もう一皿」

　先ほど鋭い視線を投げかけ、客を監禁した男のものとは思えぬ優しげな声であった。この人は信用してもいい、味のわかる相手には優しい。頭がちょっとアレなだけだ。そう判断したアキトは、力強くうなずいて空のお皿を差し出した。

「なあキャロ、この人は本当に美味しい料理を食べさせたいだけなんじゃないか？」

「そうですね。世の中には常軌を逸したカードバカがいるんだから、料理バカがいてもおかしくはないかもしれませんねぇ」

「へぇ……」

「そこで他人事かいッ！」

　馬鹿話に興じていると、目の前に魅惑のエビチリが用意された。アキトとキャロは軽くうなずきあう。よし食おう、と。




　そこから先のことはよく覚えていない。夢中で食べ進め、食い終わると同時に光に包まれ、気がつくと事務所の真ん中でぼんやりと立っていた。

　あれは夢だったのだろうか。唇をぺろりと舐めると、エビチリソースの辛さが思い出された。夢だけど、夢じゃなかった。

　世界は広い。自分の知らないカードがまだまだ大量にあるものだ。今度はバトルカードの仲間たちも連れて行ってやろうか。いや、彼らの気質ではその場であの店主と喧嘩になるかもしれない。

　そんなことを考えていると、たまらなく可笑しくなってきた。あまり表情に出ないタイプなので、口もとがちょっとつり上がったようにしかみえないが。

「なあキャロ、あのカードがオークションに出ていたら確保しておいてくれないか？」

　忠実なる秘書に声をかけると、彼女は睨みつけていた通帳から顔をあげて明るく、魅力的な笑顔を浮かべて言った。

「嫌です」


















アキトはカードを引くようです 3




【電子特典付き】








川田両悟





ＭＦ文庫Ｊ





2020年4月25日　発行





ver.001





©Ryogo Kawata 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『アキトはカードを引くようです 3』

2020年4月25日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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